


[image: ]







政略結婚ですが愛されています


惣領莉沙












目次




政略結婚ですが愛されています


お見合い相手は初恋の人

できすぎの王子様

望まれたお見合い

手っ取り早い結婚

同居の始まり

甘い時間と過去の影

結婚するってばれました

切ないウェディングドレス

逃げ出した婚約者

実はひと目ぼれ

相思相愛の政略結婚



あとがき







政略結婚ですが愛されています










お見合い相手は初恋の人




「今日の朝刊に出ていた社長のインタビュー記事、読んだか？」

「もちろん。今回のプロジェクトのことを熱く語ってたよな」

「無茶な納期を押しつけられて、どうなることかと必死だったけど、無事に納品できてよかったよなあ」

「ああ。俺、神かん田だ課長が強引に受注した時には『終わった』って覚悟したんだ」

「俺も。だけど、神田課長の力でこのプロジェクトは成功したようなもんだし、同じ男として神田課長に惚ほれたかも」

　近くに座っている男性社員たちの言葉が耳に入り、私もこっそりと頷うなずいた。

　この数カ月間、休日返上で取り組んでいたシステム開発が終了し、納品も完了した。開発のために発足したプロジェクトも、近いうちに解散することとなる。

　質の高い仕事をやり遂げた達成感からか、午後から行われている経営企画部の部内会議では、いつになく明るい言葉が飛び交い、広い会議室は穏やかな空気が満ちていた。

　ここ『ワンシステム』は、あらゆる企業のシステム開発を業務の柱とし、その中でも金融業や通信業向けのシステム構築を得意としている。また、継続的な顧客との関係を築くことにも重きを置き、サーバーやネットワークの安定した運用のサポートも行っている。

　私が勤務する本社と全国各地にある支店に在籍する社員は、合わせて五千人ほどで、毎年順調に売り上げを伸ばしている業界大手の会社だ。

　本社の中枢である経営企画部が管轄している開発一課から三課のメンバーが一堂に会する月に一度の部内会議では、各課の進捗状況の報告や、今後の見通しについての意見交換、そしてトラブルが発生していれば、いち早い改善に向けた話し合いが行われる。

　経営企画部は、社長直轄のプロジェクトを推進し、会社の今後を左右する重大な案件を取り仕切る重要な部署。いつかはここで仕事をしたいと思っている社員は多く、また、優秀な人材が揃そろっている経営企画部の男性と結婚したいと願う女性も多い。

　会議の調整役ともいうべき経営企画部の神田課長は、八十人以上が席を並べる会議室前方の電子ボードの前に立ち、今日の議題の中でも特に重要なテーマを話していた。

「『秋あき川かわ総そう合ごう病びょう院いん』の新システム開発を開発三課が担当することになったと前回伝えたが、納期が当初の予定よりも前倒しされることになった。というわけで、一課と二課のメンバーの中からも何人か開発に参加してもらう」

　神田課長の言葉に、ざわめきが広がった。

　秋川総合病院といえば、診療科の数も多く、国内屈指の病床数を誇る大病院。そんな病院のシステム開発に参加したい人は多いはずだ。神田課長に集まる視線の温度が一気に上がったような気がした。

「詳細は後日伝えるが、他社が担当していた仕事を営業の努力で受注できた仕事だ。開発チームに入ることになったら、力を尽くしてほしい」

　神田課長は力強い声でそう言った。

「神田課長、やっぱり格好いい。なにを言っても自信に溢あふれてるし、手がけた仕事はすべて質が高いって評判だし」

「気難しい役員たちに意見を言える勇気もさすがだけど、彼の仕事ぶりを見れば当然だよね」

　私から少し離れた席にいる女性たちの小さな声が耳に入り、ふと手を止めた。

　議事録作成のため、会議が始まってからずっとパソコンに向かっていたせいか、不要な力が体に入っていたことに気づく。小さく息を吐いて視線を上げれば、今話題にのぼっていた神田課長の姿が目に入った。

　現在二十九歳の神田課長は、昨年、歴代最年少で課長に昇進し、若手たちの目標となっている。

　今日の会議で話し合いが予定されている議題のうち、すでに終了したものを電子ボードから消し、残りの議題を見ながらなにかを考えている横顔に、胸の奥がとくんと鳴った。

　長身の体を仕立てのいいスーツで包んだ姿は見栄えよく、切れ長の目と、薄いながらも色気のある唇は、女性の視線を惹ひきつけるには十分だ。

「あのキレイな手で頭を撫なでられたら、うれしくて泣いてしまいそう」

「撫でられるどころか、見つめられるだけで立っていられないよね」

　ひそひそと、そしてふわりとした色味のある声が、再び聞こえた。

　彼女たちの会話に心の中で頷いている女性社員は、きっと多いはずだ。私もその例外ではなく、彼女たちの言葉に同意するように瞬きを繰り返した。

　入社後すぐに総務部に配属されてから、二年。私は経営企画部の事務関係の仕事と、経営企画部を担当している葉は月づき常務の秘書的な業務を担当している。秘書といえば聞こえはいいけれど、総務部に籍を置く、経営企画部付の事務社員と言ったほうが正しいかもしれない。

　経営企画部の部内会議で議事録を作成するのも、毎月の定例業務だ。そして、会議の合間に神田課長の顔を盗み見ることが、小さな楽しみとなっている。

　今もそっと視線を向ければ、神田課長――私の初恋の男性は、いつにも増して生き生きとした表情を浮かべていた。

　彼の仕事への真摯な向き合い方と、野心を隠すことなく自分の意見を口にする強さに魅かれ、慕したう社員は多い。さらに女性社員の多くは彼の特別な相手になりたいと願い、その想いを積極的にぶつける様子を見かけることも少なくない。

　その想いに神田課長が応えたことはないけれど、そんな態度がさらに女性からの人気を煽あおり、『冷たい紳士を熱く変えることができるのは誰か』と、密かにささやかれている。

「じゃ、最後に。先日、開発が終了して納品を終えた『交通系ＩＣ決済システム』だが、会社への大きな利益と社外への存在感をもたらしたということで社長賞が決まった」

　艶のある声が会議室に響き、一瞬の間を置いて、ざわめきというよりも叫びに近い声があちこちから聞こえた。

「社長賞って……本当ですか？」

「すごいっ。すごいじゃないですか！　みんなで頑張ったかいがありましたね」

　周囲を見れば、開発に携わったメンバーたちが大きな笑顔を作り、手を叩たたいて喜んでいる。

　私鉄各社のシステムを統合し、効率的なＩＣカード決済を実現するプログラム作り。国がバックアップしていることも手伝い、規模も予算も大きく、多くの会社が受注を狙っていた。

　一度は他社が受注して、開発が始まった。にもかかわらず、納期に間に合わせることができないと、早々に手を引いたという経緯がある。そのことによるペナルティは相当なものだったはずだ。その後、どの会社も納期に難色を示し、受注に手を挙げることはなかった。

　そんな中、神田課長は社内の役員たちを説得し、その仕事を受注した。

　成功すれば大きな利益につながるとはいえ、失敗すれば金銭的な損害だけでなく信頼をも失ってしまう。十分な利益を上げている我が社にとって、本当に受注すべきなのかを危惧する声が多かったのもたしかだ。

　けれど神田課長は『優秀な社員たちを信じてください』と言って、反対する周囲の声を鎮しずめた。そして、緊急プロジェクトチームが発足され、社運を賭けたともいうべき仕事が動き始めたのだ。

『交通ＩＣプロジェクト』と呼ばれるそのプロジェクトに直接関係のない社員でさえその動きを注視し、成り行きに神経をとがらせていた半年間。社内のすべての部署が、そのプロジェクトへの尽力を惜しまず、休日出勤の際には差し入れをしたり、必要とあれば簡単な確認作業にも協力した。

　関係者以外厳秘のものが多く、神田課長の判断により協力の申し出を断ることも多かったと聞くけれど、創業以来続いている〝全社一丸となって仕事に取り組む〟という社風が生き、さらに社内の雰囲気はよくなったように感じる。

　そして、責任者である神田課長が言う『優秀な社員たち』が結集して進められたプロジェクトは無事にその任務を終え、先日納品を完了した。

「ここにいるメンバー以外にも、今回の仕事に力を注いでくれた人は多い。もちろん、協力会社の人たちにもかなりの無理をお願いして仕事を進めていただいた。直接かかわっていない社員にも、納期までの間、会議室のほとんどを押さえたことで迷惑をかけている。社長賞を受賞したのは経営企画部管轄の開発課だが、この賞は全社員へのねぎらいだ。……とはいっても、みんなの努力には感謝している。ありがとう」

　神田課長は、深く頭を下げた。言葉の端々にうれしさとホッとした気持ちが漂い、その姿からも喜びが感じられる。

　ようやく迎えたこの時。口では強気なことを言いながらも、多くの不安を抱え、そしてそれを隠し、部下や上司を引っ張ってきたはずだ。

　下げていた頭を上げれば、その顔に浮かんでいるのは勝者の笑み。『どうだ』と言いたげな余裕に満ちた口元は、さらに私の気持ちを引き寄せた。

　ワンシステムに入社し、神田課長を知ってから、彼を意識しない日はなかったけれど、どこまで私は惹きつけられるのだろう。

　高鳴る気持ちを抑えるように、私は手元のパソコンに視線を戻し、再び入力を始めた。耳に入る神田課長の声に気持ちを上下させられながらも、口元を引き締め、揺れる心をごまかした。

「来週、交通ＩＣプロジェクトの成功と社長賞受賞の打ち上げを予定している。費用は会社が負担してくれるから、みんな参加しろよ」

　その顔を見なくても、声だけで神田課長が楽し気な表情を浮かべているのがわかる。

　どんな声を聞いても、どんな顔を見せられても、とくとくと響く私の鼓動を止めることはできない。

　だけど、どれほど気持ちを寄せたところで、ようやく経験した初恋を、私は手放さなければならないのだ。

「……打ち上げか。どうしよう」

　思わず口にした言葉に、いっそう気持ちは沈む。高揚した空気が立ち込める会議室の中で、ひとりぼっちになったような錯覚を覚えながら、キーボードの上に置いた手をじっと見つめた。




　その日の就業後、仕事を終えた私は、急いで駅に向かっていた。

「珠たま美み！」

　残業が続いていた毎日に区切りがつき、気持ちも足取りも軽く歩いていると、背後から同期の前まえ野の佐さ都と里りに声をかけられた。

　佐都里は開発一課でシステムの開発をしている。ゲーム好きが高じて、父親のパソコンを借りてプログラムの勉強を始めたことがこの道に進むきっかけだったらしい。

　女性の開発者は珍しくはないけれど、納期直前になれば休日返上、泊まり込みは当然という生活を長く続けられる女性は多くはない。結婚と同時に退職する女性が多い中、佐都里は周囲から体調を心配されるほど仕事に打ち込み、仕事をやればやるほど体調がいいと笑うほどたくましい。

「お疲れ様。珠美が残業せずに帰るなんて珍しいね」

　佐都里が私の横に並び、ふたりで駅まで歩く。

「うん、仕事もひと段落ついたから、今日は早く帰ろうと思って」

「だったら、おいしいハンバーグのお店を見つけたんだけど、これから行かない？」

「あ……ごめん。今日は兄さんたちが来るからダメなんだ」

　佐都里の誘いに惹かれつつも、両手を胸の前で合わせて断った。

「そっか。お兄さんたちに会うのも久しぶりじゃない？　なにかあるの？」

「うん。来週、母さんの誕生日だから、みんなが集まれる今日、お祝いしようってことになったんだ」

「じゃあ、仕方がないね。また時間がある時にでも食べに行こうよ。ボリューム抜群のハンバーグ。一度食べたら、やみつき間違いなし」

　佐都里は弾む声で言うと、まるでハンバーグを思い返すように目を細めた。

　身長一六三センチの私と変わらない背丈なのに、私と違って守ってあげなければと思わせる、まるで人形のようにかわいらしい顔。色白の肌に赤みが差した頬は艶やかで、思わず触れたくなるほど美しい。

　そんな見た目のせいか、社内に佐都里を気に入っている男性は多く、食事に誘われたり休日に遊びに行こうと声をかけられることも多い。だけど佐都里にとって恋愛は面倒なものでしかないらしく、いつも断っているようだ。

　外見のかわいらしさを裏切る食欲と、裏表のない明るい性格も彼女の魅力のひとつで、入社以来仲よくしている一番の親友だ。

「ごめんね。近いうちに連れていってよ。佐都里がおいしいって言うお店に間違いはないから、楽しみにしてる」

　このまま佐都里と一緒に行きたいところだけど、忙しい両親と兄たち夫婦が揃う機会は滅多にない。母さんの誕生日のお祝いともなれば、なおさら無理だ。

「あ、この前連れていってくれたスープ専門店もおいしかったから、また行きたい」

「オッケー。でもハンバーグだってスープだって、それこそ和洋中どれをリクエストしても簡単に作ってくれる珠美のお料理のほうがよっぽどおいしいけどね」

　佐都里の口調からは、今すぐにでも食べたいという気持ちが伝わってくる。

「簡単じゃないよ。レシピを見ながら必死で勉強して、ようやく佐都里に食べてもらえるレベルになったんだから」

「いやいや、そんな謙遜しなくてもいいでしょ。私が熱を出して会社を休んだ時に作ってくれた雑炊もすごくおいしかったし。私のリクエストに応えてなんでも上手に作れるほどの腕前なんだから、お店のひとつやふたつ出せるんじゃない？」

「お店なんて、そんなの無理無理……」

　本気でそう思っているのか、佐都里の明らかに真剣な目に、私は口ごもった。

「珠美のお料理だったら、行列店も夢じゃないと思うけどなあ。もったいないというか、欲がないというか」

　佐都里は周囲の目を気にすることなく呆あきれた声を上げ、顔をしかめている。

「あーあ。珠美みたいにお料理とか手芸とか、家事力に優れたお嫁さんが欲しい。ひとり暮らしの私には、恋人よりもよっぽど必要だもん。ねえ、一緒に暮らさない？」

　いいことを思いついたとばかりに、佐都里はあっという間に笑顔を浮かべてそう口にした。

「それも楽しそうだね。だったら私の両親を説得してくれる？　お嬢さんをくださいとかなんとか言って」

「あー。そうだった。箱入り娘の珠美を手に入れるのは簡単じゃなかったんだ。私が男なら、珠美をお嫁さんにして、幸せにしてあげるんだけどな」

　そう言って悔しがる佐都里とふたり、顔を見合わせて笑った。

「ふふ、ありがとう。生まれて初めてプロポーズされちゃった」

　それからしばらく歩いて駅に着くと、私は路線が違う佐都里と別れ、混み合う電車に乗り込んだ。

　つり革を手に立ち、流れる景色を見ていると、家事が苦手で外食が多い佐都里のことがふと気になった。

　近いうちにおいしいお料理を作ってあげよう。

　佐都里が言うように、たしかに私には、今すぐ結婚できる程度の家事力は身についていると思う。

　というのも私は、両親に望まれるまま、たくさんの習い事をしてきたのだ。

　お料理や洋裁、そして華道は、この先役立つ機会も多いだろうし両親に感謝している。けれど、『嫁ぎ先の資産を上手に運用しなさい』と言って証券会社のセミナーに参加させ、株式についてみっちりと学ばせることにはさすがに閉口した。

　会社を経営する父さんは、お金は会社を発展させるために特に重要なものだと考えていて、私に資産運用を学ばせようとする気持ちはわからなくもない。だけど高校生の頃の私は、お料理教室のあとに証券会社に連れていかれる日々に疑問を持ち、私の将来はいったいどうなるのだろうかと、悩むこともあった。

　そんな習い事三昧の日々への疑問を父さんにぶつければ、『珠美は将来、父さんの会社を発展させるために、いいお嫁さんになるんだ。そのためにはあらゆることを学んでおくべきなんだ』と、戸惑いも躊ちゅう躇ちょも見せず言い切った。

　迷いのない父さんに私はなにも言い返せず、いつの間にかその言葉を受け入れていた。そして『まずは家事一切を完璧にこなせるように努力しなさい』と言われるがままに学び、めきめきとその腕を上げていった。

『いつでもお嫁に行けるように』

　子どもの頃からそう言われて育てられてきたとなれば、佐都里が喜ぶ料理を作るのは簡単だ。

　それに、実は私は家事が嫌いではなく、むしろ好きだと気づいてからは、いっそう努力した。容易ではなかった日々を乗り越えた自分を誉めてあげたい。

　だけど本当は、今の私とは違う、なににも囚われることなく、自分の感情のおもむくまま自由に恋をし、身を焦がし、切ない涙を流せる女性に生まれたかった。そして、好きな人に好きだと言える、そんな喜びを味わってみたかった。

　そう思ったと同時に浮かぶのは、ひとりの男性だ。

　いずれ両親が選んだ人と結婚しなければならない私は、恋愛の向こう側にある別れを意識してしまい、初恋すら経験することなく大人になった。

　けれどある日、私の気持ちはひとりの男性にあっという間につかまれてしまった。

　ようやく訪れた初恋の相手、それは、神田課長だった。




　――入社して間もない朝、私にとって一生忘れられない出来事が起こった。

　その日、ただでさえ混み合う通勤時の駅は、人身事故による列車の遅れのせいで、かなり混雑していた。

　ホームで電車を待っていた私は人混みに押され、近くの階段から落ちそうになった。その時、たまたま私の近くにいた神田課長がとっさに私を抱き寄せ、守ってくれた。階段にも多くの人がいて、落ちれば私以外にも誰かがケガをしていたはずだ。

「大丈夫か？　新入社員にこの混雑は酷だよな。……ケガはないか？」

　神田課長に抱きしめられた私は、階段から落ちそうになった恐怖と、入社してすぐの私でも知っているほど社内で有名な人の胸の中にいることが信じられなくて、コクコクと頷くだけで精一杯だった。

「ここにいたらまた押し出されそうだから、いったん場所を変えよう」

　私の耳元にそうささやいた神田課長は、私の肩を抱き寄せたまま人混みの間をすりぬけ、駅の外に連れ出してくれた。途中、足に激痛が走った私のくぐもった声を聞いて、駅の脇にあるベンチに私を座らせると、私の足からハイヒールを脱がせた。

「腫れそうだな。すぐに冷やしたほうがいい」

　そう言って、神田課長は近くのコンビニで氷とタオルを買ってきてくれ、捻挫したに違いない私の足を冷やしてくれた。

「捻挫した時は、まずはちゃんと冷やさないとダメだ」

「あ、はい……すみません」

　ベンチに座る私の足元に膝をつき、氷を包んだタオルで丁寧に足を冷やしてくれる神田課長の伏し目がちな表情に、私はしばらく見とれていた。

「今日はこのまま家に帰って足を休ませたほうがいい。総務部の上司に電話して、そう伝えておけ。俺は小お笹ざさを送ったあとで出社するから、葉月常務にも電話してそう言っておいてくれ。葉月常務の担当だから、大丈夫だろ？」

「あ、あの、私、平気です。ちゃんと会社に行きます」

「ダメだ。ちゃんと安静にして冷やしておかないと、かなり腫れるぞ。入社早々休むのは気が進まないだろうけど、このまま出社しても痛みが増して、仕事にならないぞ」

「でも……」

　反論する私に神田課長の厳しい視線が向けられ、おまけに神田課長に言われたとおり足の痛みもひどくなり、しぶしぶ休むことにした。

　総務部に連絡を入れたあと、葉月常務にも電話をすると《だったら神田にお姫様抱っこでもしてもらって帰りなさい。男前の顔を間近で見られる機会は滅多にないぞ》と、スマホの向こう側で笑っていた。

「お姫様抱っこって……」

　スマホをスピーカーモードにしていたせいで、神田課長にも常務の言葉はしっかり届いていた。すると、神田課長は呆ぼう然ぜんとしている私にかまうことなく立ち上がった。

「能天気な葉月常務が言いそうなことだけど、上司の指示には従わないとな」

　私をからかうように言うと、常務に言われたとおり、私を抱き上げた。

「だ、大丈夫です。あ、あの、下ろしてください」

「暴れると落ちるぞ」

　お姫様抱っこされた私の目の前には、神田課長の整った顔。耳に届くのは、吐息交じりの優しい声。一瞬にして体から力が抜け、私は体を委ねた。

　タクシーに乗り込むまでのほんの三分。時折私を見下ろす神田課長の視線にドキドキしながら、熱くなる体をどうしようかとじっとしていた。

　入社後すぐに総務部へ配属され、経営企画部の葉月常務を担当すると決まった私に、神田課長との接点が持てたことを羨む声がいくつもかけられた。だけど、見た目だけでなく有能な仕事ぶりでも評判の神田課長と私が、必要以上に近づくことはないだろうと考えていた。

　そんな課長が、私を助けてお姫様抱っこまでしてくれるなんて……。

　恋愛経験ゼロの私には、神田課長の体温を感じられるその時間は夢のようだった。

　ドキドキしながら何度も視線を向ける私に、神田課長はふっと笑い、唇を私の耳元に寄せた。

「俺の腕にすっぽりおさまる小笹は、本当のお姫様みたいだな」

　その低い声に、私の体は震えた。

「お、お姫様なんて……そんなこと、ないです……」

　ゆっくり歩く神田課長の腕の中、瞬きを繰り返す。心臓がばくばくと暴れるのを感じた。照れている顔を見られたくなくて、目の前にある胸に顔を押しつけた。

　すると、いったん歩みを止めた神田課長が私の顔を覗のぞき込み、のどの奥で笑った。

「……こうしてお姫様に甘えられるのも、悪くないな」

　優しくつぶやいた神田課長の声が、私の胸を震わせる。そして生まれて初めて感じる想いが溢れ出した。

　そう、私はこの時、恋に落ちた。初恋だった――。




　電車に揺られながら、あの時感じたときめきを思い出す。

「初恋は、やっぱり叶かなわないんだけどね……」

　あの日以来、神田課長と仕事以外で親しくしているわけではない。そんな現実も切なくて、私は小さくため息をついた。

　腕時計を見れば、もうすぐ十九時。自宅の最寄り駅に着いた私は、家路を急いだ。

　辺りはまだほんのり明るく、六月の風から、これから始まる夏の匂いが漂っていた。

　いわゆる〝高級住宅街〟と呼ばれる閑静な街並みを足早に歩きながら、こつこつと響くハイヒールの音を心地よく感じる。

　私がお気に入りのこのハイヒールははき心地がよくて、通勤にはずっとこのブランドの靴をはいている。今日、母さんのために用意した誕生日プレゼントにも同じブランドの靴を用意した。

　来週五十五歳になる母さんは見た目も気持ちも若く、今でもハイヒールをはき、背筋をきちんと伸ばして歩く。そのキレイな立ち姿に影響を受けて、私もハイヒールをはくことが多いのかもしれない。

　大企業の社長夫人だという立場も関係しているのか、身だしなみに気をつけ、笑顔がキレイな母さん。私の憧れであり、目標でもある。

　そして、母さんのことが大好きな父さんは、仕事以外の時間のほとんどを母さんと共に過ごしている。

『俺の嫁さん、キレイだろ。惚れるのも無理ないだろ』

　そんなふうに照れることなく口にする父さんも自慢の父さんではあるけれど、なによりも母さんを一番に考え、子どもたちよりも母さんを優先する姿に、呆れることも多い。

　とはいえ、自分が一社員として働く『小お笹ざさ食しょく品ひん』の社長令嬢であった母さんと恋に落ち、紆う余よ曲きょく折せつを経て婿入りした父さんのプレッシャーはかなりのものだったと思う。周囲からの好奇に満ちた視線や、隙あれば蹴落とそうとする悪意をはねのけながらのこれまでは、容易な道のりではなかったはずだ。

　自分が選んだ優秀な男性と母さんを結婚させようとしていたおじいちゃんの猛反対にも負けなかったことを考えれば、母さんへの強い愛情はあっぱれだとしか言いようがない。

　母さんだって、父さんのことを誰よりも愛し、大切にしている。母さんの支えと深い愛情がなければ、父さんが社長になって以降、売上高を更新し続けることはできなかったに違いないのだから。

　今日は、そんな母さんの誕生日のお祝いだ。久しぶりに兄さんたち夫婦も揃うとなれば、盛り上がるに違いない。

　会社を出る直前に【今から帰るね】と送ったメールには【みんなで待ってるよ】とすぐに返事がきた。

　家族みんなが集まれば、かなりのお酒が並び、にぎやかな宴が始まる。

　三十三歳と三十二歳の兄ふたりは、それぞれ結婚して数年が経っている。大学を卒業後、父さんの会社で働き、いずれは父さんの跡を継いで会社を盛り立てていかなければならない。

　長男の英えい兄さんと結婚した絵え美みさんの実家は世界的に有名な宝石店、次男の佳よし兄さんの奥さんである涼すず音ねさんの実家は国内有数の衣料品メーカーを経営。ふたりとも、大企業のご令嬢だ。兄さんたちがそれぞれ数人の候補者の中から選んだだけあって、ご令嬢という枠の中で判断するにはもったいないくらい、いい人たちだ。

　子どもの頃から海外での生活を経験している義姉ふたりは、視野も広く、考えも柔軟。自分たちはたまたま裕福な家に生まれただけであって、それが自分自身の評価につながるわけではないと口にし、他人に対して傲慢な態度をとったり、見下した物言いをすることはない。

　そんな性格に惹かれて結婚したのだとのろける兄さんたちは、それぞれ幸せな毎日を送っている。

　絵美さんと涼音さんのご実家が経営されている会社が父さんの会社と深い関係にあり、相互の発展のために役立つことが前提の政略結婚。だけど誰ひとりその政略結婚によって不幸になったわけではない。

　そんな現実を見てきた私は、いずれ政略結婚をしなければならない我が身をそれほど不幸だとは思っていなかった。

　結婚して三十年以上が経つ両親や、政略結婚によって結ばれた縁だとはいえ極上の幸せを手に入れた兄さんたち。私も、政略結婚というきっかけによって、幸せな未来を手に入れればいいと安易に考えていた。愛し愛される政略結婚なら、それでいいと納得していた。

　けれど、年齢的にも結婚する時期となった最近、そんな自分の運命に寂しさを感じるようになってきた。

　好きになった人と結婚して、愛し合う日々を送りたい。そう思う自分を絶えず感じるようになったのも、神田課長との出会いがあったからだ。

　大学を卒業して仕事に就き、世間ではいい大人だと言われる二十四歳ともなれば、すでにあらゆる経験を済ませているのが当然だ。少なくとも恋のひとつやふたつの思い出を心にしまっているはずなのに、私にそれは当てはまらない。

　政略結婚が決められている自分の未来を受け入れた時から、意識して恋愛を遠ざけていたとはいえ、過ぎ去った十代を振り返れば、心がひりひりとする。

「……ダメダメ。今日はお祝いなんだから、明るく明るく」

　家の前で立ち止まり、大きく息を吐いて気持ちを落ち着ける。

　神田課長を思い浮かべれば、胸の奥が温かくなると同時に微かな痛みも感じる。けれどそれは、政略結婚が現実のものとなれば少しずつ消えていくに違いない。

「今日は、楽しく飲もう」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいて、私は玄関のドアを開けた。

「ただいま。遅くなってごめんね」

　広いリビングに顔を出せば、中央に置かれたソファを陣取っている両親と、兄さんたち夫婦が大きな笑顔で振り返った。

「お帰り。珠美ちゃんを待ちながら少しだけ飲もうってことになって、ワインを開けたんだけど、おいしくて止まらなくなっちゃって。あ、でも一番のお勧めはちゃんと残してるから安心してね。それよりもお腹が空いたでしょ」

　そう言ってソファから立ち上がった絵美さんが、キッチンに向かう。

「絵美さん、自分で用意するから座ってて」

　慌てて絵美さんを追いかける。

「いいのいいの、スープを温めるだけだから、お仕事を頑張った珠美ちゃんはゆっくりしてちょうだい」

　絵美さんはさっさとキッチンに入り、コンロの火を点ける。

　洗いざらしのジーンズにコットンのブラウスを身に着けた彼女は、今年三十一歳になったばかり。すらりと背が高く、すっぴんに近い顔で長い髪を無造作にまとめている。

「さっき仕込んでおいたマリネも、ちょうどいいんじゃないか？」

　英兄さんが絵美さんのあとに続き、手伝い始める。

　小声で話しながら笑い合うふたりは、結婚五年目。相変わらずの仲のよさに私のほうが照れくさくなる。

　なにがそんなに楽しいのか、頬を寄せ合うようにして言葉を交わす様子は、恋人がいない私には目の毒だ。やれやれと肩をすくめて目を逸らした。

「今日も忙しかったのか？」

「え、あ、うん。でも、ようやく落ち着いたから、しばらくは早く帰れそうなんだ」

　背後から聞こえた声に視線を戻せば、こちらも夫婦仲よく並んでいる佳兄さんと涼音さん。ワイングラスを手に寄り添う姿もまた見慣れた光景で、結婚して二年が経つというのに、今でも新婚のようだ。

　以前そう言ってからかえば、『結婚してから恋愛してるんだ。文句あるか？』と佳兄さんは照れることなく答えた。

　絵美さんと同じく長身の涼音さんは、立てばすぐにわかるスタイルのよさ。小顔で手足も長く、初めて会った時にはまるでモデルのようだなと思い目が離せなかった。

　どちらかといえば童顔で、二十八歳なのに成人して間がないと言ったほうがしっくりくる。ティーンズ雑誌のモデルもできそうなほどの、かわいらしさだ。

　あとから聞けば、結婚前にはモデルに誘われたことが何度もあり、そのたびに断っていたらしい。どうして断っていたのかと聞けば、『モデルとして服を着るよりも、モデルに着せる服をデザインしたいの』と言って軽やかに笑っていた。

　子どもの頃から家業である洋服作りを間近に見ながら育ったせいか、自分が着たい服のデザインをし、実際に作っていた涼音さんは、今でも実家が経営する会社の社員として働いている。佳兄さんとの政略結婚によって一度は退職も考えたらしいけれど、佳兄さんはその必要はないと言って、今でも涼音さんの仕事を応援している。

　絵美さんといい、涼音さんといい、政略結婚によって羨ましいほどの幸せを手に入れている。そんなふたりの姿を見るたび、私も幸せになれるかもしれないと思う。

　父さんが選んだ、会社の発展につながる男性と結婚し、絵美さんや涼音さんのように旦那様と人目もはばからずキスしたり、ひそひそと話したり。そんな未来を夢見てもいいのかもしれない。佳兄さんが言うように、結婚してから恋愛をしても遅くはないのだから。

　とはいえ、初恋を自覚したばかりで恋愛の仕方も知らない私には、幸せな結婚というのは未知の世界そのものだ。

「初恋か……」

　私は、初恋と聞くたびに思い出す男性の姿を押しやるように、息を吐きだした。

「珠美、早く座りなさい。もう一度乾杯しよう」

　父さんの声に視線を動かせば、隣にいる母さんも優しく頷いている。

「珠美を待とうと思いながら、やっぱり目の前に並ぶおいしそうなお酒を見ると我慢できなかったの、ごめんね」

　目を細めて笑う母さんに、私も笑顔を返した。

「我慢して待ってるなんて思ってなかったよ。予想どおりで笑っちゃった」

「それもそうよね。英くんも佳くんも我慢するつもりはなかったみたいだし」

「だよね。それよりも、お腹が空いてるから、これ食べていい？」

　父さんたちの足元に腰を下ろし、用意されていた箸を手に取った。

　テーブルにはいくつかのおいしそうな料理が並んでいる。母さんが大好きな和食店にお願いして持ってきてもらったらしい。

「まずは天ぷらからいこうかな」

　大好物のれんこんの天ぷらを見つけて箸を伸ばすと、その大皿の向こう側に置かれているものが目に入った。その瞬間、胸の奥に隠していた痛みが一気に体中に広がる。

「それって、もしかして……」

　淡いピンクや紺色の薄い冊子。サイズはまちまちだけど、厚みがあるそれは間違いない。兄さんたちの結婚が決まる前に見たことがある、それと同じだ。

「お見合い写真……？　釣つり書がき？」

　確認するようにつぶやいた私の言葉に、母さんがにっこりと笑って冊子を手にした。

「そう、お見合い写真。あ、そんなに堅苦しく考えなくていいのよ。もしもこの中に珠美が気にいった方がいれば、会うのもいいかなと、思ってるんだけど」

　私の目の前に、一番上に置かれていたピンクのお見合い写真が差し出された。手に取ったものの、中を開くことができないままじっと見つめる。

　手にした写真以外にもテーブルにふたつ置かれているということは、この中から自分でお見合い相手を選べということだよね……。

「会社は順調に売り上げを伸ばしているし、珠美は女の子だから……。本当に嫌ならお見合いも政略結婚も断っていいのよ」

　母さんは、黙り込む私の様子をうかがうように口を開いた。

　たしかに、父さんの会社は経済誌に取り上げられるほど業績を伸ばし続けている。今では大学生が就職したい企業のランキングでも、上位に位置する優良企業に成長した。

　父さんがおじいちゃんから社長の椅子を引き継いで以来、売り上げも知名度も右肩上がりだという事実を考えても、会社にとって私の結婚によるメリットが不可欠だとは思えない。ということは、このお見合い写真を見る必要はないということだろうか。

　けれど今さら、嫌なら断ってもいいという母さんの言葉をどう受け止めればいいのかわからない。子どもの頃から結婚相手は父さんが選んだ人だと言い聞かされて育ってきたのだ。わざと恋愛から遠ざかった毎日を過ごしていたのも、すべては父さんの会社を発展させるための結婚に支障がないようにと思ってのことだったから。

「母さん、私……」

　手にしたお見合い写真を開くべきかこのまま返すべきか迷っていると、父さんの低い声が響いた。

「なにを言ってるんだ。今でこそ会社は順調に大きくなったが、いつなにが起こってどうなるのかわからないだろ。会社を支えられる強さはどれだけあっても邪魔にはならない」

「あなた……。英くんと佳くんの結婚で会社の事業が広がって、社員の皆さんだって一生懸命働いてくださってるんだから。珠美に無理な結婚をさせなくてもいいでしょ？」

「いや、珠美も小笹の娘だ。会社を発展させるための結婚をしてもらう。ただし、たったひとりを押しつけるようなことはしない。今回は三人の男性を選んだが、どうしても今回の男性と結婚できないとなれば、ほかにも話はある。焦って決めることはない」

　普段は優しい家族思いの父さんだけど、会社のこととなればあっという間に表情が変わる。兄さんたちの結婚と同様、私の結婚に関しても、政略結婚をさせるという考えを変えることはなさそうだ。

　子どもの頃からそれを言い聞かされていた私は、政略結婚しなければならない自分の未来をとっくに覚悟し、受け入れている。だけど、いざこうしてお見合い写真が目の前に用意されれば、現実が一気に迫り、息苦しくなる。

「もちろん父さんは珠美の幸せを願っているが、会社のことを切り離しては考えられないんだ」

「あなた、もう大丈夫なのよ。父さんだって、あなたのことはちゃんと認めてるんだから」

　硬い表情を見せている父さんの手をそっと握り、母さんが優しく声をかけた。

　母さんの言葉の意味を、この場にいる誰もが知っている。私も、ちゃんと理解している。だからこそ、政略結婚をしなければならない自分の運命を受け入れている。それは、いつの間にか私たちの近くに座っている兄さんたちも同じだ。

「私はなにがあっても、あなたの側を離れません。結婚した時からずっとそう言ってるのに、どうして信用してくれないのかしら」

　くすりと笑った母さんは父さんの背中を何度か撫で、強張ったままの顔を覗き込んだ。

　小笹食品の創業者である母さんの父親――つまり私のおじいちゃんは、小笹食品の研究室で働いていた父さんと母さんの結婚に猛反対した。周囲からの説得によってしぶしぶ許した時にも、『会社の業績が悪くなったらすぐに離婚させる』という感情に任せた子どものような言葉をふたりに向けたほどだ。

　おじいちゃんがそれを本気で言ったわけではないと誰もがわかっていたけれど、父さんにとっては自分が勤務する会社の社長の言葉。重く受け止めてしまったのは仕方がない。その日から父さんは会社の業績を上げるために必死で働き、会社は毎年最高益を更新している。そして今もなお、会社の発展のために……というより、母さんとの結婚生活のために気を抜くことなく働いている。

「いい加減、父さんの言葉よりも、私を信用してほしいのに。私を愛しすぎてるってことはわかってるんだけど、もう、面倒な男なんだから。ね、珠美」

　母さんの言葉に、私は大きく頷いた。

「うん。ほんと、面倒くさい。だけど、それが父さんのいいところでもあるよね」

　父さんの母さんへの愛情は十分わかっている。その想いを見せられるたび、父さんってかわいいなあと思う一方で、面倒だとも思う。

　母さんとふたりで見つめ合えば、気まずそうに視線を逸らした父さん。母さんに背中を撫でられているうちに、気持ちは和らいだようだ。

　会社の発展もすべて、母さんのため。家族は皆そのことを理解していて、誰ひとりとして父さんを責めようとはしない。私だって、父さんと母さんの幸せのためなら、政略結婚だって受け入れられる。

　それに今日は、母さんの誕生日のお祝いだ。明るく過ごそうと気持ちを切り替え、手元のお見合い写真を開いた。

「どんな人なんだろう」

　そこには、白い紙に印刷されたお見合い相手の略歴と写真があった。

「え……？」

　写真館で撮られただろう写真を前にして、私は動きを止めた。写真を持つ手にぐっと力が入ったのがわかる。

「なになに？　どんな男前が用意されたのかな？」

　背後から涼音さんが私の手元を覗き込み、「ひゅー」と声を上げた。お嬢様らしくないその声に、佳兄さんが「おいおい」と苦笑している。

「ねえ珠美ちゃん、初めてのお見合い相手にこんなハイレベルな男性を持ってこられたら、この先どんな男性が現れても結婚する気になれないんじゃない？」

　涼音さんの興奮した声に、絵美さんも私の隣に腰を下ろして写真を眺めた。

「本当。ルックス抜群だね。このキリリとした目で見つめられたら動けないかも。あごのラインもすっきりしていて格好いい。実物に会って、横顔を拝んでみたい。えっと……」

　絵美さんは、写真と一緒に挟んであった紙を手に取り、それを読み上げた。

　私は、その様子を視界の隅にとらえながらも、手元の写真から目が離せない。

「えっと、『神かん田だ商しょう事じ』の長男で、名前は神田俊とし希き、二十九歳。珠美ちゃんより五つ年上なのね。ということは、神田商事の次期社長？　え、珠美ちゃんはあの超大企業の社長夫人になるってこと？」

「社長夫人……」

　呆然とつぶやいた私は、写真から視線を上げ、釣書を覗き込んだ。

　けれど、絵美さんの弾む声に反応した英兄さんがそれを奪った。

「父さん、本気で珠美をうちの会社の駒として結婚させるつもりなのか？　神田商事といえば、総合商社の中でも毎年一、二の売り上げを競う大企業だろ？　そんな会社とうちがつながるとなれば、かなりの仕事ができる。……でも、会社のためになるとはいっても、珠美には荷が重いだろう」

　首を横に振り、「ダメだダメだ」と口にする英兄さん。その眉間には深いしわが浮かび、手にしたままの釣書を今にも握りつぶしそうだ。

「たしかに見た目もいいし、極上の見合い相手だけど、珠美には無理だ。ほかの男にしろ」

　そう言って私を見つめる英兄さんの隣で、絵美さんは顔をしかめた。

「結婚するのは珠美ちゃんだし、うまくいくかいかないかは会ってみないとわからないよ」

「そうそう。ここまで男前の男性を眺められるチャンスは二度とないかもしれないし、お見合いだけでもしてくれば？　神田商事の御曹司が相手だったら、超高級料亭でおいしいものが食べられるだろうしさ」

　涼音さんの言葉に、佳兄さんはがっくりと肩を落とす。

「お前……俺以外の男を男前だとか言うなよ」

「あ、ごめんなさいね。だって、どう見ても男前でしょ？　会社で女性社員からの人気もありそうだし、ファンクラブもあったりして。ふふっ。私も珠美ちゃんのお見合いに同席しようかな」

「涼音っ」

「お、怒らないでよ。愛しているのは佳くんだけなんだから。アイドルを応援するようなものだから、気にしない気にしない」

　顔を真っ赤にしている佳兄さんにすりすりと寄り添い、ぎゅっと抱きついた涼音さん。その背中を抱きしめて大きく息を吐く佳兄さん。

　どう転がっても、結局はその仲のよさを見せつけられるだけだと気づき、私は英兄さんが持っている釣書を取り返して目を通した。

　やっぱり……。

　写真を見て、息が止まりそうになった。夢を見ているのではないかと心臓はばくばくと跳ね、その一方で、夢でなければいいのにと願う。

　どうにか気持ちを落ち着けて、改めて略歴を読んだ。そして、夢ではないのだと実感し、驚きはいっそう大きくなる。

　釣書には、国内で知らない人はいない有名大学を出て、今は社会勉強を兼ねて神田商事とは別の会社で働いていると記されている。

　その時、食い入るように釣書を読む私の横から、相変わらず明るい絵美さんの声が聞こえた。

「あれ？　この神田俊希さん、今は別の会社で働いているんだね。え？　ワンシステムって聞いたことがあるけど、もしかして……」

　絵美さんが、はっとしたように私の顔を覗き込んだ。写真と釣書を交互に見ながら、問いかけるように私をじっと見つめる。

「あ、あの……。神田課長……。うちの会社の、課長なの」

　小さな声で答える私の言葉に、絵美さんだけでなく、兄さんたちと涼音さんも驚きの声を上げた。

　その気持ちはよくわかる。私だって、驚いている。まさかお見合いの相手が神田課長だなんて、誰が想像するだろう。今日一日、ううん、いつも私の心のどこかに現れる初恋の人が、お見合いの相手だなんて。

　手にしたままの写真を見ながら、手が震えるのを止めることができない。驚きとうれしさが入り混じった、言葉にできない感情が溢れ出す。

「珠美、神田商事はたしかにうちの会社よりも数倍規模が大きな会社だ。そんな会社の社長夫人ともなれば大変だろうが、珠美なら大丈夫だ。会ってみないか？」

　父さんが探るような声で私に聞いた。その横で、母さんは心配そうな表情を浮かべている。

　政略結婚をさせると決めているとはいえ、私の幸せを望んでいる両親にとっては、願ってもない良縁である一方で、不安も多い縁なのかもしれない。

　私だって、神田商事という名前を聞いて、二の足を踏まないわけではない。

　だけど、この話を断れば、父さんが認めた新たな男性を紹介されるはずだ。そう、神田課長ではない誰か別の男性を。

　その現実がもたらす胸の痛みを思えば、相手が神田課長だという驚きは、大したことではないような気がする。

　私はすっと大きく呼吸をして、気持ちを調えた。

「私、お見合いする」

　もちろん、不安でたまらない。だけど、なぜか迷いは感じられなかった。










できすぎの王子様




　制服が夏服に替わり、月末に開催される株主総会の準備が追い込みを迎えるこの頃、取締役たちは皆、株主総会に備えて大なり小なり緊張感を抱えているようだ。自分が担当している部門になんの問題がない場合でも、株主からの質問によってはその立場が危うくなる場合があるからだ。

　株主総会を取り仕切る法務部を筆頭に社内は慌ただしさを増し、葉月常務の担当である私もなにかと忙しくなってきた。

　常務本人は、自分が担当している部門すべてがかなりの利益を上げ、大きな問題もないことから『今年の株主様へのお土産はなんだ？』と軽口を叩き、落ち着いている。取締役という立場に強い思い入れもないようで、『いつでも若手に席は譲る』とたびたび口にする言葉は本音に違いない。

　葉月常務はシステム開発が大好きで、ワンシステムを立ち上げたメンバーのひとりでもある。今では五千人を超える社員を率いる常務という立場にいるけれど、本当は実戦部隊に戻り、開発の仕事に集中したいと思っているはずだ。

　そうは言っても現実はそれを許すわけもなく、大勢の部下たちの指導をしながら、取締役という窮屈な立場を受け入れている。

　葉月常務は神田課長が在籍する経営企画部のトップであり、開発一課から三課、そして運用統括部を担当している。定年まであと数年。それに伴う人事異動を見据え、近い将来、部長候補として神田課長の名が挙がるだろうと噂うわさされている。

　神田課長のこれまでの実績を考えればそれは確実で、葉月常務の神田課長への期待もかなり高い。

　神田課長以上に経験豊富な社員ならほかにもいるけれど、仕事ができるというのはこういうことなのかと周囲をうならせる彼を認める人は多く、私もいずれは『神田社長』と呼ばれる立場に就くのではないかと思っていた。

　けれど、神田課長がそう呼ばれるのはワンシステムではなく、神田商事のようだ。

　政略結婚するかもしれない相手が神田課長だと知った時の驚きはかなりのものだったけれど、神田課長があの神田商事の御曹司だと知った時の衝撃は、それ以上のものだった。

　ワンシステムになくてはならない人材を挙げろと言われれば、ほとんどの社員が彼の名前を口にするだろうし、実際、神田課長がいなければ滞る仕事は多い。

　入社以来、葉月常務の下で鍛えられ、その期待に応え続けている神田課長。取締役に就くのはまだ先だとしても、数年以内に部長に昇進するのではないかと噂されているというのに。いずれ、この会社を辞めて神田商事の社長になるのだろうか。

　それは、ワンシステムにとってはかなりの痛手だ。

「珠美？　どうした？」

「え？」

　突然声をかけられ、はっと意識を向けると、私の席の横に北きた山やまくんが立っていた。

　同期入社の北山くんは、宣伝部のＩＲ課に所属し投資家向けの広報活動を担当している。我が社の正確な情報開示を進めることが仕事だということもあり、社内全般の状況を逐一把握するため、稼ぎ頭である開発課の状況を確認したり会議に顔を出す機会も多い。

　身長一七五センチの細身の体は威圧感もなく、どちらかといえば童顔の優しい顔。そして人見知りせず誰とでも軽やかに話せる性格となれば、社内に知り合いも多く、羨ましい限りだ。

「なにぼんやりしてるんだ？　朝から気が抜けた顔をしてるけど、体調でも悪いのか？」

「え、あ、違う、大丈夫だよ。ちょっと……寝不足かな」

「寝不足……？　とうとう珠美にも男ができて悩む……ってことはないよな。その化粧っ気のない顔は、恋する女の顔じゃない」

「は？　これでもちゃんと化粧はしてるよ。……たしかにアイメイクはしてないけど。ていうか、する時間がなかっただけだし」

「それ、いつもだろ？」

　私をからかうような声で笑うと、北山くんはほんの少し真面目な顔を見せた。

「冗談抜きで、顔色があんまりよくないけど。仕事が忙しいのか？」

「まあ、それなりにね。だけど、単なる寝不足だから平気。それより、どうしたの？　宣伝部の北山くんが総務部に来るって珍しくない？」

　まさか政略結婚の相手を知って驚いたせいで眠れなかったなんて言えるわけがない。私は軽い口調を意識しながら笑ってみせた。そして、ちょうど空いている隣の席を指差して、北山くんに勧めた。

　北山くんは遠慮することなくそれに座り、椅子ごと体を私に近づける。

「なあ、この週末、付き合ってほしいんだけど」

「どうしたの、急に。あ、もしかして佐都里たちと一緒にバーベキュー？　久しぶりだよね」

「いや、ちょっと違うんだけど」

「じゃあ、いつもの食べ歩き？　グルメの佐都里に車を出せってせがまれたの？　最近の彼女はハンバーグがブームみたいでね、昨日も誘われたんだけど……」

「だから佐都里は違うって。関係ない」

「え？」

　北山くんの鋭い言葉に、思わず私は口を閉じた。

　いつも軽いノリで場を盛り上げてくれる北山くんには珍しく硬い表情で、口はぎゅっと引き締まっている。私を見つめる視線は厳しくて、思いつめているようにも感じる。

　入社以来、北山くんのこんな様子を見るのは初めてだ。

「あの、北山くん……？」

　うかがうように問いかける私に、ふと我に返ったのか、北山くんは表情を緩めた。笑顔を浮かべているけれど、どこかぎこちない。

　すると、北山くんはしばらく私を見つめたあと、小さく頷いて口を開いた。

「あのさ、週末……俺と――」

「小笹、ちょっといいか」

「え……」

　その時、北山くんの声を遮るように、背後から低い声が聞こえた。

「今すぐ奥の打ち合わせルームに来てくれるか？」

　視線を向ければ、そこには神田課長が立っていた。

　ただでさえ背が高い神田課長に見下ろされ、おまけにその顔はどう見ても機嫌が悪い。

　その場の空気が引き締まったように感じ、私は焦って立ち上がる。

「あ、あの、なにかトラブルでもありましたか？　昨日確認をお願いした資料に間違いでもあったんでしょうか」

　神田課長を見上げ、口早に言った。

「資料……あ、そうだな。そのことでちょっと聞きたいことがあるから、今すぐ来てくれ」

「資料の件でしたら必要なデータを持っていきますので、先に行ってくださいますか？　私もすぐに行きます」

　昨日神田課長に提出した資料は、葉月常務がこの一年に手がけた業務の実績と、今進行中のものを詳しくまとめたものだ。

　作成したものは株主総会の予備資料として法務部にも提出するけれど、誤字でもあったのだろうか。提出にはまだ間に合うはずだけど、ミスをしたなんて悔しい。

「すみません、すぐに用意します」

　資料をパソコンから呼び出そうと、私は急いでパソコンに体を向ける。【葉月常務関係】と書かれているファイルをクリックした。

　総務部の女性社員は、それぞれ担当する役員が決まっていて、私が葉月常務の担当になって、二年になる。つまり、神田課長にひと目ぼれをしてからも二年が経っているということだ。

　まさか神田課長と私がお見合い、そして、政略結婚前提のお付き合いが始まるかもしれないなんて、誰が想像しただろう。

　パソコンに向かい、あれこれ考えながら、ふと思う。

　神田課長は、私とのお見合い、そして結婚に納得しているのだろうか。

　政略結婚が義務づけられていた私は、その相手候補が初恋の相手である神田課長だと知って、正直ホッとした。でも、神田課長が私と同じ気持ちでいるとは思えない。むしろ、これまで仕事以外の関係に発展する気配もなかった私との結婚を積極的に望んでいるとは考えにくい。

　神田商事という、国内屈指の総合商社の後継者ともなれば、妻に迎える女性への条件はかなり厳しいだろうし。私がその厳しい条件をクリアしているとも思えない。

　どんなにキレイな女性に言い寄られてもそれをあっさり流していることからも、神田課長の女性に対する理想の高さがうかがえる。

　思い返せば、二年ほど前、神田課長は当時付き合っていた恋人と別れたらしく、そのことは葉月常務の不用意な言葉で一気に社内に広まった。

『神田もようやく結婚して落ち着くと思っていたのになあ。なにが気に入らなくて恋人と別れたんだ？』

　部内会議のあと、突然思い立ったように神田課長に声をかけた葉月常務。

　会議の後片づけをする若手や、個々に集まって打ち合わせを続ける人が多く残っている中での言葉は会議室に響き、ざわざわしていたその場はあっという間に静かになった。

　葉月常務から少し離れた場所で打ち合わせを続けていた神田課長は、面倒くさそうに顔をしかめ、葉月常務を一いち瞥べつ。

『気に入らないんじゃなくて、気に入ってもらえなかったんです。部下のプライベートに首を突っ込むくせ、直してくださいよ』

　低い声であっさり返した神田課長は、その後も何事もなかったように仕事を続けていたけれど。それをきっかけに、神田課長が恋人と別れてフリーになったという話が社内に広まった。

　そして、あっという間に結婚したい男性候補の上位にリストアップされた神田課長は、たくさんの女性からのアプローチを上手にかわしながら、次々と仕事で大きな成果をあげている。

　やっぱり、女性の好みはかなり厳しいのだろう。

　たしかに私は一流企業と呼ばれる会社の社長令嬢だけど、私以上に神田課長の結婚相手にふさわしい女性は、たくさんいるはずだ。

　そんな現実に気づき、一瞬にして体温が下がったような気がした。

　お見合いの話にときめき、政略結婚しなければならない自分の窮屈な運命を初めて心から受け入れられると思ったのに。……ダメだ、ダメだ。今は仕事中だし、それに、政略結婚を受け入れたのは私なんだから。

　私は背後にいる神田課長の視線を背中に感じながら、重苦しい感情を押しやった。

「資料を印刷して、すぐに行きます。神田課長は先に――」

「それはいいんだ、とにかく来てくれ」

　資料を呼び出し、印刷ボタンをクリックしようとしていた私の腕を神田課長がつかみ立ち上がらせる。そして私の手からマウスを奪うと、戸惑うことなく画面を閉じた。

「葉月常務には、午前中ずっと小笹を借りると言ってあるから」

　神田課長は私の腕をつかんだまま、部内の机の間を引きずるように歩く。

「た、珠美？」

　私の背中を追うように、北山くんの戸惑った声が聞こえた。

「あ、北山くん、また、あとで……」

　振り返って北山くんに声をかければ、途端に神田課長の手に力が入り、腕に痛みを感じた。ちらりと視線を向けても背中しか見えなくて、感情が読み取れない。

　フロアの片隅にある打ち合わせルームに入り、ようやく私の手を離して振り返った神田課長の表情は硬かった。そして、ふたつ向かい合わせに置かれている作業デスクの真ん中に座ると、隣の席をぽんぽんと叩き、視線で私を呼ぶ。

「今日は、特に急ぎの仕事はないと聞いてるけど」

「あ、そうですね……葉月常務は午後から出張ですし、来週打ち合わせに来られる銀行さんの下調べはありますけど……」

　なにを言っているんだろう。別に、私の仕事の段取りを詳しく話す必要はないのに、勝手に口が動く。

　私はようやく神田課長の隣の席に腰を下ろした。息遣いや指先の動きまで感じられる距離感に緊張する。距離を取ろうと、体ごと椅子をほんの少し背後にずらした。

　椅子を動かした時に響いた鈍い音から私の緊張に気づいたのか、神田課長がくすりと笑った。

「突然声をかけて悪かったな」

「いえ、大丈夫です。で、でも、資料もなにも持ってきていないんですけど、いいんですか？」

「ああ。もともと葉月常務の資料にはなんの間違いもなかったから、とっくに法務部に回しているんだ」

「あ、そうなんですか……あれ？」

　さっき神田課長は、その件で話があると言っていたけど、聞き間違いだろうか。

　私の疑問が顔に出たのか、神田課長は「悪い悪い」とつぶやいた。

「あの……」と、小さな声を発し視線を向ければ、神田課長のそれと絡み合った。

　社内の女性の多くを惹きつけてやまない切れ長の目に、不規則だった呼吸が止まりそうになる。遅い初恋の相手が目の前にいて、平静でいられるわけもない。

　どうしようどうしようと頭の中で繰り返し、私はたまらず立ち上がった。

「打ち合わせの前に、コーヒーでも淹いれてきます。す、すぐに戻りますので、お待ちくださ――」

「コーヒーはいいから落ち着け。葉月常務が前に言ってたけど、今まで男と付き合ったことがないんだな」

「え、あ、はい、そのとおりで……」

　神田課長は私の手をつかみ、再び椅子に座らせた。そして、私の顔を覗き込む。

「お見合い写真の顔もキレイだったけど、化粧っ気のない顔もなかなかだな」

「……え」

　お見合いという言葉に、どきりとする。

　おかしそうに笑っているところを見れば、それを心から嫌がっているわけでもなさそうだ。だからといって、結婚に対して前向きなのかどうかはわからないけれど。

「小笹のお父さんいち押しの見合い写真らしいな。我が家でも美人だと絶賛だったぞ」

「い、いち押し……絶賛？　そ、それって、あの……」

「ん？　淡いオレンジ色のワンピースを着た、清せい楚そでキレイなお嬢様。写真館で見合い写真を撮ったって聞いてるけど？」

　そうだ。今年に入って、父さんに写真館に連れていかれて撮ったお見合い写真。いずれ政略結婚をするとわかっていても、その前に釣書と一緒にお見合い写真を用意して相手に渡すと言われた時には、いよいよなのかと複雑な気持ちになった。

　母さんが用意してくれたワンピースの明るい色が、私の強張った顔を多少柔らかく見せてくれたけれど、口元を無理やり上げた笑顔は作り物のようで、家族以外閲覧禁止にしたくなったほどだ。

「会社では淡々と仕事をこなして、周囲の誰にも興味がなさそうなのに。あの写真の小笹は不安げで心細そうで、キレイというよりかわいらしい女の顔をしていたな」

　思い返すように目を細める神田課長の口調は普段よりも親しげで、そのことがうれしい反面、戸惑いを覚えた。

「あ、あれは、父さん……いえ、父に突然連れていかれて、気持ちの準備ができていなかったんです。それに、キレイでもないですし、かわいいなんてとんでもない」

　成長するにしたがって落ち着いた顔立ちとなった私には、『キレイだね』というお世辞はあれど、『かわいい』と言われた記憶は幼稚園の頃が最後だ。

「俺が小笹のことをかわいいって思ったんだから、それでいいだろ？　それに、北山だって小笹のことをかわいい……まあ、それは気づいてないならそれでいい」

「え？　北山くん？」

「いや、いいんだ。あいつのことは、気にするな。誘われても無視しろ。とにかく、俺の実家では今、小笹のことでもちきりなんだよ。写真よりも実物のほうがキレイだと俺が言ったら、両親だけじゃなくて姉貴まで見合いに顔を出すって言い出すし。あ、それは断ったから安心しろ」

　神田課長の指先が、慣れたように私の頬をするりと撫で、体が震えた。

　この手がたくさんの女性と触れ合ってきたと想像して、一人前に切なくなる。神田課長を遠くから見つめていただけなのに、自覚していた以上に恋心は大きく育っているのかもしれない。

「あの、お見合い、本当にするんですか？」

　切なさや痛みを忘れるように、私は問いかけた。

　神田商事ほどの大きな会社の社長子息ともなれば、父さんが強引に持ち込んだに違いないお見合いを無理に受ける必要はないし、断ったとしても会社の経営に大きな影響が出るとは思えない。課長が嫌だと言えば、それでお見合いの話はなくなるはず。第一、お見合いの相手は私だ。課長の結婚相手にふさわしいとは思えない。

　そんな思いが顔に出たのだろうか、神田課長は私の顔を見つめたまま口を開いた。

「本当もなにも、小笹との見合いは決定事項だろ？　親父はここ一週間、当日の挨拶のことで頭がいっぱいだし、母親は手持ちの着物をいくつも広げてどれにしようかと楽しそうなんだ。今さら見合いは嫌だとか言うなよ？」

「い、嫌だなんて、そんなことはまったく……」

　初恋の相手である神田課長とのお見合いなのだ、嫌だなんて思うわけがない。夕べ神田課長のお見合い写真を見たあと、別に用意されていたふたつのお見合い写真と釣書を見ることもなかった。ただ、お見合い相手が私で、神田課長に申し訳ないだけ。

　その時、先ほど神田課長が口にした言葉が引っかかった。

「あの、一週間って言いましたか？　そんな前からこの話を知っていたんですか」

「……ああ」

　気のせいだろうか、神田課長の口ぶりが重いように感じた。

「俺の手元に見合い写真と釣書が来たのは一週間前。だけど会社での小笹は俺と仕事をしていても普段とまったく変わらないし、まだ聞かされてないんだろうと様子をうかがっていたんだけどさ。今朝目が合った時、さっと逸らしただろ？　とうとう俺の写真と釣書を見たんだなって、ぴんときた。俺の勘は鋭いだろ？」

　神田課長は私の頬をもう一度撫でて、軽やかに笑った。

　気づかれていたんだ……。

　今朝、出勤した時にエレベーターを待つ神田課長と目が合ったけれど、思わず目を逸らしてしまった。夕べお見合いの話を聞かされたばかりで気持ちが大きく揺れてしまったのだ。

「鋭すぎます……」

　私のくぐもった声に、神田課長は笑いをかみ殺したような表情を見せた。

「この二年、小笹の仕事ぶりを見ていたからな。課長ともなれば、それくらい当然。お見合い相手のこととなれば、なおさらだ」

「そ、そうですか……」

　お見合いを重荷に感じていないとわかる神田課長の声に、私はホッと息をついた。

　だけど、抜群のルックスで、いずれは大企業の社長に就くとなれば、気に入った女性なら簡単に手に入れられると思う。それなのに、どうして私とお見合いをしようとするのだろう。お見合いの向こう側には政略結婚が待っているというのに。

　私同様、神田課長にも政略結婚を断れない理由でもあるのだろうか。ご両親が神田課長にお見合いを強いたのかもしれない。

「……神田課長は、私とのお見合いだけでなく、結婚にも納得してるんですか？」

　そうであってほしいと心のどこかで思いながら聞いた私に、神田課長は即座に「もちろん」と答えた。

　なんの迷いもないはっきりとした声に驚く。

　神田課長が私との結婚を真剣に考えるほど私のことを知っているとも思えないし、お見合いをする必要性も感じない。何度考えても、この状況の答えが出せない。

　たまらずため息をついて、肩を落とす。

　すると神田課長は、私がお見合いを嫌がっていると勘違いしたのか、膝に置いた私の手を取り、ぎゅっと握った。

「相手が俺じゃ、嫌なのか？」

「い、いえ、そんなことはないです」

「へえ。その割には暗い顔をしてるけど？」

「あ、えっと、突然のことに驚いただけで、決して神田課長が嫌なわけではなく……」

　神田課長の強張った声に私は焦り、何度も首を横に振った。

「わけがわからないことばかりで、驚いて……すみません」

「謝る必要はないけど、そうだな。見合いではまず、おいしい食事を楽しもうか。なにかと面倒な親がもれなくついてくるけどな」

　神田課長は、くくっと笑い、握ったままの私の甲をそろりと撫でた。

　さわさわと体が震える。もしかしたら神田課長と幸せな結婚ができるのかもしれないと思い、心が浮き立った。

　政略結婚だけど、いずれは愛し合えるふたりになりたいと願ってもいいのだろうか。私の両親のように、お互いへの愛情を隠すことのない夫婦になれるのだろうか。

「私、好き嫌いはないので、当日の食事を楽しみにしておきます」

　混乱しながらも、優しい気持ちで視線を合わせれば、こんな状況に慣れていない自分が顔を出し、照れて顔が熱くなる。

「勝手に決めて悪いけど、見合いするのは俺の父親が気に入っている料亭だ。どの料理もうまいし酒の種類も豊富ないい店なんだ」

「はい……」

　小さく頷いた私に、神田課長はホッと息をつき、ゆっくりと立ち上がった。そして、背後の机に置かれていた茶封筒を手に取った。

「小笹が見合いを断らないように説得するためにここに来たけど、まあ、仕事中にそれだけだとまずいだろうから。仕事の打ち合わせのついでの説得ということで、これを頼む」

　神田課長は苦笑しながら再び椅子に座り、茶封筒を私に手渡した。

　中を見れば、葉月常務の来週のスケジュールだ。

「これ、いただいてますけど」

「ああ。今朝変更があったんだ。来週、急きゅう遽きょ記者会見が入って、当初の予定がかなり変更されたから、俺が預かってきた」

「そうですか……。あ、あの記者会見ですね」

　スケジュールには変更箇所が赤く書かれていて、その量はかなり多い。

「社長賞をもらって士気が上がっている中での記者会見だから、打ち上げは盛り上がりそうだな」

　そう言って誇らしげな表情を見せた神田課長から、打ち上げを楽しみにしている気持ちが伝わってくる。

「きっとおいしいお酒が飲めますね。それにしても、無事に納品できてよかったです」

「ああ。部内、というより社内一丸、いい経験をさせてもらったよ」

　そう言って頷く神田課長の表情はどこか寂しげだ。

　納期に間に合うわけがないと危惧されていた中で終えることができた安あん堵ど感かんで、気持ちが緩んでいるのかもしれない。けれど、強気で余裕に満ちている普段の姿との違いを見て、どうしてだろうと気になった。

「じゃあ、それを見て、来週の予定を調整しておいてくれ」

　私の頭をぽんと軽く叩いて、神田課長は立ち上がった。

「あ、はい、わかりました。席に戻ってすぐに調整しておきます」

　私も慌てて立ち上がり、茶封筒の中にスケジュールをしまった。

　打ち合わせルームにいたのはほんの十分程度だったけれど、この短い時間の中で、私はお見合いへの不安をほんの少しだけ小さくすることができた。




　お昼休みになり、いつも混み合う社内食堂でどうにか席を見つけ、佐都里と並んで座った。

「よく食べるよね。相変わらず」

　カレーライスの大盛りを勢いよく食べる佐都里を見ながら、私は手元の箸を取った。

　私の今日の昼食は肉じゃが定食。デザートにつく白玉あんみつが食べたくて、これを選んだ。

　佐都里とふたり、時折言葉を交わしながら箸を進めていると、辺りの空気の温度が変わった。聞こえてくるのは、女性のひそひそとした声とざわめきだ。

　いつもと違う様子にふと顔を上げ周囲を見回せば、すぐにそのざわめきの理由がわかった。

「相変わらず、大人気だね」

　カレーライスを頬張りながら、佐都里がつぶやく。

　彼女が一瞬視線を向けた先には、経営企画部の人たちと一緒に食堂に入ってきた神田課長の姿があった。

　さっきまで打ち合わせルームにふたりでいたことを思い出して、鼓動がとくんと跳ねた。同時に、頬に感じた神田課長の指先も思い出して、慌てて肉じゃがに視線を戻す。

「経営企画部の人たちが社食に来るなんて珍しいね」

　大して興味がなさそうな佐都里の横で、再び神田課長を見る。

「あーあ。相変わらず人事部の女性陣が周りを固めてるね。美人さんが多くて有名な部署だけど、露骨すぎる」

　顔をしかめた佐都里に「声が大きいよ」と注意しながらも、私も同意せずにはいられない。

　我が社でも美人で有名な女性が多い人事部に配属されることは、それがステイタスとなり、人事部の女性たちは皆、なにに対しても積極的だ。

　本人自ら動かなくても、男性たちからのアプローチは多く、それがさらに彼女たちの自信を大きなものにしている。その自信が、経営企画部の男性への積極的、というより強引な態度につながっているのだ。

　中でも神田課長の人気は高く、ここ二年ほど恋人がいないらしい彼を狙う女性はあとを絶たない。

「あーあ。その気がないどころか面倒に思われてるって、すぐにわかるのに。自分じゃわかんないのかな。神田課長なんて全身から迷惑オーラを出してるのにさ」

　佐都里の面白がる言葉とは反対に、私は神田課長の様子を見ながら唇をきゅっと引き締めた。

　決してうれしそうではないけれど、神田課長がキレイな女性たちに囲まれているだけで、穏やかではいられなくなる。経営企画部の男性たちに群がる女性たちの姿をこれまで何度も見てきたとはいっても、神田課長とのお見合いが控えている今、落ち込む気持ちは否定できない。

「うわっ。脇わき田た女史、神田課長の腕に手を置いたよ。あの密着度は、ここが会社だってこと忘れてるね。神田課長をものにするために、いよいよ追い込みか？」

　いつの間にかカレーライスを食べ終えた佐都里が、神田課長の様子を目で追いながら実況している。

　見たくもないし聞きたくもないのに、私は佐都里の言葉にいちいち反応し、同じように目で追ってしまう。

　人事部の女性の中でも群を抜いて華やかな美人だと評判の脇田さん。通称〝脇田女史〟が、定食の列に並ぶ神田課長にぴたりと寄り添い、話しかけている。そのほかにも何人かの女性が神田課長や経営企画部の男性の近くに立ち、笑顔を作っていた。

　そんな彼女たちに神田課長が迷惑そうな顔をしていると思うのは、私の願望かもしれない。

　週末、神田課長とお見合いをするのは私なのに。

　脇田さんの様子を見つめながら、ふとそんな想いが溢れた。神田課長に近寄らないでと、胸に痛みも覚える。神田課長は私のものではないのだからと自分に言い聞かせながらも、突然溢れだした身勝手な想いにたじろいだ。

　神田課長からお見合いへの前向きな気持ちを聞かされて、調子にのっているのかもしれない。おまけに神田課長のご家族もお見合いを心待ちにしていると知って、さらに私の恋心は色づいたのだろうか。

　面倒な感情に心が揺さぶられ、落ち着かないまま神田課長を見ていると、私との距離はかなり離れているというのに、目が合ったような気がした。

　視線が絡み合った瞬間、慌ててうつむいたけど、心臓はばくばくとうるさい。

　神田課長を見ない、絶対見ない。そう思いながら再び箸を動かしても、おいしいはずの肉じゃがなのに、なんの味も感じられなくて、悲しくなる。

「お、神田課長たちは人事部女子たちを振り切って、開発部の男子が集まるテーブルに着いた模様です。脇田さんの悔しそうな顔、写真に撮っておきたいと思う意地悪な私」

「……なに言ってるのよ」

　小声ながらも面白おかしく神田課長の様子を話す佐都里を見れば、「ほらほら」と目で促され、私は視線を動かした。

　すると、食堂の端に陣取っていた開発部の男性陣に加わって食事をしている神田課長と、少し離れた場所から悔しそうにその様子を見ている脇田さんが見えた。

　明らかに神田課長のことが好きだとわかる横顔に、再び心はざわめく。女性からの人気はかなりのものだとわかっていたけれど、こうして目の当たりにすると、やはり落ち込む。

「だけどさ、神田課長が今でも別れた恋人を忘れられないって本当なのかな」

「え？」

　その声に視線を移せば、佐都里がテーブルに頬ほお杖づえをつき、神田課長を眺めていた。

「神田課長が恋人と別れたって社内に広まったのは、二年くらい前だったよね。結婚が近いって噂されてたから、かなり話題になってた」

「あ、そうだね……」

「結婚したくてたまらない彼女が、仕事を優先してその気にならない神田課長を諦めて別の男性と結婚したっていう話が有力だけど、ちゃんとした理由は謎のまま。そのあたりも神田課長をミステリアスに仕立ててるよね。おまけに男前だとくれば、まあ脇田さんが必死になるのもわかるけど」

　佐都里の言葉に、思った以上に動揺した。

　もともと結婚したい男性として名前が挙がることが多かった神田課長だけど、恋人がいるとなれば本気で狙う勇気ある女性はなかなか現れず、別枠扱いの特別な男性として見られていた。それが突然恋人と別れたとなれば、神田課長を狙う女性たちが本気になるのも無理はない。その代表格が、脇田さんを筆頭とする人事部の女性たちだ。

　私も神田課長に気持ちを寄せていたけれど、彼女たちのように行動するわけでもなく、遠くから見つめるだけ。あの日、神田課長に助けてもらった思い出だけでいいと自分を納得させていた。自分には釣り合わないと思っていたし、いずれは父さんが決めた男性との政略結婚が控えているとなれば、気持ちを抑えるよりほかなかった。

　神田課長への想いが大きくならないよう、仕事で接する時も平静を意識し、感情の揺れに折り合いをつけながら過ごしてきた。だから、神田課長が別れた恋人のことを今でも忘れられずにいるという噂を聞いても平気な振りで笑っていた。

　でも神田課長とのお見合いが決まり、もしかしたら結婚するかもしれないとなれば、平然としていられるわけがない。

　神田課長は以前どんな女性と付き合っていたのだろう。そして、本当に今でもその人への未練を絶ち切れずにいるのだろうか。

　これまでなら流せていた感情が、私の中に居座り、苦しめる。

　好きな人、そして未来を共に生きるかもしれない人。その相手の心に自分以外の女性がいるとすれば、私はどうすればいいのだろう。政略結婚から始まった関係でも、いずれは愛し合い幸せな結婚生活が送れるはずだと、不安ながらも信じていた。けれど、その願いは叶わないのだろうか。

　ちらりと視線を向ければ、周囲の男性と笑顔で言葉を交わしながら食事をしている神田課長が目に入る。

「どうしたの？　食べないなら、私が白玉あんみつをもらっちゃうよ」

「え、……あ、食べる？」

「いいの？　やったー」

　私の手元から、佐都里が白玉あんみつをさっと奪い、勢いよく食べ始めた。

「なにを悩んでるのか知らないけどさ、おいしいものはさっさと食べないと取られるんだからね。珠美が大好きなこれも、早く食べないから私に取られちゃうんだよ。それにしてもこれ、おいしいね」

　白玉あんみつが気に入ったのか、あまりにもおいしそうに食べる佐都里に、くすりと笑ってしまう。

「取られちゃうって、佐都里が取ったんでしょ」

「だって、珠美は〝初恋の王子様〟を見ながらため息ついてるんだもん。そんな時に食べてもおいしくないよ。おいしいものをおいしく食べないなんて、食べ物への冒ぼう涜とくだからね。代わりに私がおいしくいただいておきます」

「冒涜って……」

　自分に都合のいい理由を口にする佐都里に呆れながらも、〝初恋の王子様〟と言われて慌てた。誰かに聞かれていないかと辺りを見回して、大丈夫だとホッと息をつく。

「初恋の王子様だなんて、言わないでよ。周りに聞かれたら恥ずかしいよ」

　ささやくような小さな声で、佐都里に釘くぎを刺す。

「あ、ごめん。王子様じゃなくて〝王様〟だったね。経営企画部のエースで葉月常務のお気に入り。そのうえ、あの強気な言葉で自分の意見を押し通す激しさは、王様としか言いようがないもん」

　自分が言った例えに、「私、なかなか的確に言ってるよね」とご満悦な様子の佐都里。

　私の神田課長への想いを知っている佐都里の口からこれ以上余計な言葉が出てこないかとドキドキする。同時に、昨日から続く感情の大きなうねりのせいで、疲労感をどっと感じる。

　お見合いはどうなるのか。両親の思惑どおり、私は神田課長と結婚するのだろうか。そして、神田課長は今でも別れた恋人のことを忘れられずにいるのだろうか。

　考えれば考えるほど、答えの出せない無限のループに紛れ込んでいくようだった。










望まれたお見合い




　神田課長とのお見合いが決まってから、会社でそのことを意識しない日はなかった。

　葉月常務が担当する仕事の多くは経営企画部に関係するもので、必然的に神田課長と絡む機会は多くなる。仕事だとはいえ、神田課長とどんな顔をして会えばいいのかと悩んでいた。

　けれど、偶然にも神田課長は出張続きで、社内で顔を合わせる機会はなく、打ち合わせルームで話したあの日から約一週間、今日まで会うことはなかった。

　大安の日曜日である今日、いよいよ迎えたお見合い当日。

　政略結婚前提のお見合いをすることは、以前から覚悟していたけれど、その相手は神田課長。緊張するのも当然で、夕べはあまり眠れなかった。

　私にとっては初恋の人が相手の特別なお見合いでも、神田課長がどんな想いでこのお見合いを受けたのか、どれだけ考えてもわからない。二年前に別れた恋人への想いを断ち切れずにいるという噂も気になるし、これから私はどうなるのだろう。

　尽きない悩みを抱える一方で、神田課長との未来に期待してしまう自分がいることも否定できない。

　母さんが今日のために用意してくれた淡いピンクのワンピースが似合っているかどうかを何度も鏡で確認し、涼音さんがセットしてくれた髪形が崩れていないかどうかを気にしながら、神田課長が気に入ってくれるといいなと、心の中で何度も願った。




　父さんは会社に顔を出してから直接向かうということで、母さんとふたりでタクシーに乗り込む。先方が予約してくれた料亭に向かう車内では、緊張と期待とで胸がいっぱいになり、つい黙り込んでしまった。

　膝の上に置いた手を見れば、マニキュアも塗っていない、短く切り揃えられた爪が目に入る。

　仕事や家事の邪魔になるからと、特に気にすることなくそうしているけれど、せめてお見合いの時くらい、かわいい指先を演出してもよかったかもしれない。そういえば、人事部の脇田さんの指はキレイな色で彩られていた。

　神田課長への想いを隠すことなく見せる彼女は化粧や髪形に気を遣い、その表情や態度からは自分に自信を持っていることがすぐにわかる。

　私は、父さんや母さんが望むまま習い事に多くの時間を割いてきたけれど、その中にメイクの仕方やセンスある服の着こなし方は用意されていなかった。

　恋愛から距離を置いて過ごしてきた日々に後悔はないけれど、人並みの女子力を身に着けてこなかったことが、今さらながら悔やまれる。

「もしも乗り気じゃないなら、私たちのことや会社のことは気にせず断っていいのよ」

　指先を見ながら考え込んでいる私に、母さんが声をかけてくれた。

「あ……大丈夫。心配しないで」

「そう？　だったら、おいしいお料理を食べて、お見合いというものを楽しみましょ」

　沈んでいる私の気持ちをほぐすように、母さんが笑いかけてくれる。

「うん。おいしいお料理も楽しみだけど、母さんが心配するほど私は悩んでないから大丈夫。それに、神田課長なら……」

『神田課長なら結婚してもいい』。思わずそう言ってしまいそうになって、慌てて口を閉じる。

「珠美？」

「あ、ううん。なんでもない」

　母さんは私を訝いぶかしげに見ながらも、それ以上問いつめることはなかった。

「と、とにかく大丈夫。母さんが言うように、どうしても結婚したくないなら、ちゃんとお断りするから安心して」

「そう？　珠美はいつも我慢ばかりしてるから、母さんは心配なのよ。いっそ婿養子をとって、我が家でずっと一緒に暮らしたいくらいなのに」

　小さくため息をついた母さんに、苦笑する。

　兄ふたりと十歳近く年が離れているひとり娘を大切にしてくれる家族の愛情はありがたいけれど、私はこのお見合いを喜んでいるのだ。そう、神田課長と結婚できるかもしれないと思えば、それだけで胸がいっぱいになる。

　いよいよ、だ。神田課長はもう来ているのだろうか。

　あの日、打ち合わせルームで私の頬を撫でてくれた指先の温かさがよみがえり、胸がとくんと鳴った。

　この年になってようやく経験した初恋。そして、政略結婚のためのお見合い。突然動き出した自分の人生に、心はまだ追いついていないようだ。

　高ぶる気持ちを落ち着けるように、車窓を流れる景色に意識を向けた。




　神田家行きつけだというこの料亭『おりがみ』は、高級住宅が立ち並ぶ郊外にひっそりと店を構えていた。石畳のアプローチを抜けて格子戸をくぐった途端、目に入るのは、数寄屋造りの建物。手入れが行き届いた庭園に建てられ、一見さんお断りだろうと簡単に予想できる佇たたずまいを見せている。

　案内された和室には、すでに神田課長とご両親が席についていた。神田家の三人が並ぶ向かい側には父さんが座っていて、和やかに話をしている。

「遅くなって申し訳ありません」

　母さんが頭を下げながら部屋に入り、私もそれに続いた。

　ちらりと視線を動かせば、神田課長の姿が目に入り、緊張する。

「娘の珠美です。俊希くんとは同じ会社で働いているそうですが、これもまた不思議なご縁ですね」

　父さんがそう言って、私を隣に座らせた。

　席に着いて顔を上げれば、目の前にいる神田課長が小さく笑った。

　仕立てがいいとわかるスーツを普段から身に着けているけれど、今着ているグレーのスーツは初めて見るような気がする。お見合いのために用意したのかもしれない。

　紺色に黄色の細いストライプが入ったネクタイにも見覚えがないけれど、神田課長によく似合っている。いつか一緒にネクタイを選んだり、プレゼントできる機会があればいいな。

「珠美、ちゃんとご挨拶しなさい」

　父さんの言葉に、はっと背筋を正した。

「あ、すみません。あの、初めまして。小笹珠美です。本日は……えっと、よろしくお願いします」

　挨拶を考えていなかった私は、慌てて頭を下げた。

　両隣にいる父さんと母さんも頭を下げているのが視界に入り、いよいよお見合いが始まったと実感する。

「こちらこそ、よろしくお願いします。神田俊希です」

　神田課長の声が聞こえ、ゆっくりと頭を上げると、会社で見る落ち着いた表情とは違う、どこか柔らかな瞳が私を見ていた。

「俊希の母です。珠美さんとお会いするのを楽しみにしていたのよ」

　神田課長のお母さんは、待ちかねたようにそう言うと、私をにこにこと見ている。

　目鼻立ちがはっきりとしていて、ショートカットがよく似合う。華やかな雰囲気を持つ一方で、ワクワクしている気持ちを隠そうともしない子どもっぽさも感じる、魅力的な人だった。

「珠美さんに会ったらいろいろとお話ししたくて、今日まで待ちくたびれたわ」

　まだまだ話したいことがありそうなお母さんの様子に、神田課長は顔をしかめた。

「母さん、余計なことは言わなくていい」

「余計なことは言わないわよ。それにしても、俊希からキレイなお嬢さんだと聞いてはいたけど、いただいた写真よりも実物の珠美さんのほうがたしかにキレイね」

「そうだな、俊希のように愛想のない男にはもったいない」

　神田課長のお父さんはそう言うと、明るい声で笑った。

　彫りが深い顔、そして強い目力を持つ瞳からは、経営者としての威厳が感じられる。それでも、笑うと途端に印象が柔らかくなる口元からは、実はいいお父さんだとわかる優しさが見え隠れしていて、安心した。

「そうよね。珠美さんとのお見合いを申し込む人は多いと聞くし、年も少し離れているから断られると思っていたのに。おまけに今は上司と部下だなんて。まるでふたりの縁を後押しするような奇跡だわ。……ねえ、珠美さん、俊希は会社で嫌われていないかしら。愛想がないどころか厳しいことばかりを言って、誰もついてきてくれないんじゃないの？」

　神田課長のお母さんは、テーブルの向こうから身を乗り出し、興味津々というように私の答えを待っている。

「あ、あの……そんなことはないです。みんなに慕われている、いい課長です」

「気を遣わなくていいのよ。もうすぐ三十歳になるのに結婚しようともしないし、仕事が忙しいと言っては実家にも顔を出してくれないし。息子って、ほんとに育てがいがないわ」

　神田課長のお母さんは勢いよくそう言って、神田課長をじろりと睨にらんだ。

　すると、神田課長は面倒くさそうに顔をゆがめて、私に顔を寄せた。

「俺も聞いたけど、小笹に見合いを申し込む男って多いんだって？　その中から俺を選んでくれてうれしいよ」

「え、あ、あの……うれしい……って」

　聞き間違いじゃないかと、頭の中で何度もその言葉を繰り返す。

「あの、お見合いをすることは子どもの頃から決まっていたんですけど、今回初めて写真を見せられて……選ぶだなんてめっそうもない」

　私はざわつく心を落ち着けながら、しどろもどろに答えた。

「へえ。話がくるたび、お父さんが吟味して手元で止めていたんだろうな。まあ、俺にチャンスが回ってきてよかったけど」

「チャ、チャンス……」

　目の前でくすくすと笑う神田課長に驚いた。

　私とのお見合いをかなり喜んでいるように感じるのは気のせいだろうか。

　普段見ることのない穏やかな表情を浮かべる神田課長と視線を合わせれば、照れくささと恥ずかしさにドキドキする。

「ねえ俊希、珠美さんに見とれるのはわかるけど、お料理を運んでいただいていいかしら？」

　神田課長のお母さんが、笑いをこらえるように神田課長に問いかけた。

「私がこちらのお料理に目がないのは知ってるでしょ？　お話なら、食べながら飲みながら、ゆっくりしましょ」

「……昨日もここに来たって言ってなかったか？」

　神田課長のお父さんが苦笑しながら口を開いた。

「あら、昨日は踊りのお友達と軽くお昼をいただいただけだもの。物足りなかったわよ。今日はお勧めのお料理をたくさん用意してもらっているから、皆さんもゆっくり味わってくださいね」

　この料亭に通い慣れているとわかる言葉に、私は思わず頷いた。

　踊りをされるようだけど、和服姿が自然で所作がキレイなのはそのせいかもしれない。

「すみません。お見合いの席だというのに、うるさくてびっくりしたでしょう？　妻はこのとおり明るいというか、普段からこの調子で落ち着きがないんですよ」

　神田課長のお父さんは、申し訳なさそうな言葉とは裏腹に、そんな妻を大切に想っているとわかる表情を浮かべた。

　相思相愛を隠そうとしないその様子は、父さんと母さんと同じだと気づき、緊張感も少しほぐれた。

　すると、私の様子を見ていた神田課長と目が合った。

「会社の制服姿を見慣れてるから、今日は別人のように見えるな」

「え……？」

「ピンク、似合うんだな」

「あ、あ、ありがとうございます」

　普段着慣れないピンク色のワンピースをどう思われただろうかと気にしていた私は、うれしくなった。

「じゃあ、まずは飲み物を運んでいただきましょうね。乾杯はビールでいいかしら」

　変わらず明るい神田課長のお母さんは、お店の人を呼び、なにやら注文を始めた。

「お見合いで乾杯って、ありなのか？」

　神田課長が呆れたようにつぶやいた。

「まあまあ、春はる香かはこのお見合いを楽しみにしていたんだ。ようやくお前が身を固めてもいいと言ってくれて、そのうれしさが抑えられないんだろう」

　神田課長のお父さんが、なだめるように言った。

「……まったく。あんな浮かれた姿を見せられたら、まとまる話もまとまらないんじゃないのか？」

「それもそうなんだけどな……。いや、すみません。妻は珠美さんと俊希の見合いどころか結婚を楽しみにしていまして。気が早くてお恥ずかしい」

　私たち家族に向かって、軽く頭を下げた神田課長のお父さん。だけど、その口調、その表情から、お父さん自身もそれを望んでいるとわかる。

　神田課長も、呆れた顔をしながらもなにも言わず小さく笑っているとなれば、このお見合いは神田家から持ち込まれた話で、父さんは最初お断りしたというのは本当なのかもしれない。

　私を政略結婚させることによって小笹食品をさらに発展させようと思っているにもかかわらず、相手は大企業の創業者一族である神田家、それも本家だ。その次期社長と目され、いずれ日本経済を動かす立場になるに違いない男性が娘とのお見合いを望んでいると聞き、さすがの父さんも頭を抱えたらしい。

　神田商事ほどの大きな会社でなくとも、小笹食品の発展に役立つ会社であれば十分だと考え、一度は断ったと夕べ父さんが教えてくれた。

　けれど、断りの返事をしたあとも神田課長のお父様である神田信しん吾ごさんは諦めず、再度話が持ち込まれたのだそうだ。それも、父さんを訪ねて直接会社に来られたとなれば、断ることもできず、『一応、娘の気持ちを確認します』と返事をし、そして今日を迎えた。

　あの日、私が初めて神田課長のお見合い写真や釣書を手にするまでに、父さんは神田商事や神田課長自身のことを念入りに調べていたと教えてくれたのは、母さんだ。

　父さんは私の幸せと会社の発展とを合わせて考え、その結果、私を神田課長とお見合いさせると決めたようだ。

　父さんを見れば、神田家の朗らかな様子にホッとしたのか、口元を緩ませている。

「ねえ珠美、すっごく格好いい旦那さんを手に入れられそうね。それに、大切にしてくれそうだし、大当たりじゃない？」

　私の耳元に唇を寄せ、母さんは小声でささやいた。楽しげに神田課長を見つめながら、にこにこ笑っている。

　お見合いしているのは私なんだけど……。

　神田課長のお母さんに負けないほどのんきな人がここにもいたと、ため息をつきたくなる。

　けれど、お見合いの先にある政略結婚が現実味を帯びてきて、それをどう受け止めればいいかわからない。大きく跳ねる鼓動を抑えるだけで、私は精一杯だった。




　その後、目の前に並べられた料理はどれも絶品で、お見合いだということを忘れ、じっくりと味わってしまった。

　お店の落ち着いた空気感にも助けられ、お見合いという堅苦しい場を明るい雰囲気に変えてくれた神田課長のお母さんとのおしゃべりは、もともとお嬢様育ちでのんびりとしている母さんの口をも軽くし、ふたりはすぐに距離を縮めた。「近いうちにふたりでまたこのお店で食事をしましょう」と連絡先を交換し合う姿は、まるで学生のようで微笑ましい。

　一方、父さんたちは、会社経営の難しさやこれからの展望など、この場にふさわしくない話から始まって、趣味である釣りやゴルフの話で盛り上がっていた。

　それぞれが仲よくなるのはけっこうなことだけど、今日の主役は神田課長と私なのに、どうして放ったらかしにされているのだろう。

　目の前でお料理を食べている神田課長のグラスにビールを何度か注ぎ、箸を進めても、神田課長が気になって仕方がない。

「小笹は、酒は強くないのか」

　神田課長が、空になっている私のグラスにビールを注いでくれた。

「あ、すみません。自分で注ぎますのでお気遣いなく」

　慌てて頭を下げた私に、神田課長はくすりと笑った。

「そんなに緊張することないだろ。ここは会社じゃないんだ、もっと気楽にしろよ。とはいっても、会社より緊張してもおかしくないか。一応、見合いだからな」

「……そうですね」

　私の緊張をほぐすような笑顔につられ、私も笑った。

「こちらから強引に進めた見合いを受けてもらって、悪かったな」

「いえ、強引なんてそんなことはありません」

「いや、うちの両親は小笹のことが気に入って、神田家の嫁に迎えるための緊急プロジェクトだとか騒いでるよ」

「プ、プロジェクト……？」

　予想もしなかった言葉を聞かされて、驚く。

「ああ。二年ほど前から俺の結婚相手は自分たちで決めるって言い出して、いつの間にか小笹が最有力候補に挙がってたんだ。いい気はしないだろうけど、あらゆるつてを使って小笹のことを情報収集していたらしい。たまに実家に帰れば、会社での小笹はどんな女性なんだとしつこく聞かれて困ったよ」

「はあ……」

　次々と聞かされる言葉は、本当に私のことを言っているのだろうかと疑ってしまう。私が神田課長の結婚相手の最有力候補だと言われても、ぴんとこない。

「会社で仕事をしている小笹しか知らないから、俺も今日会えるのを楽しみにしていたんだ。予想を裏切らず両親がはしゃいでしまって申し訳ないけど」

「いえ、そんな」

　神田課長は今日のお見合いを『楽しみにしていた』と、はっきりと口にした。そんなことを言われれば、うれしい反面、戸惑いも大きい。

　ご両親が結婚相手をわざわざ探さなくても、神田課長がその気になれば、すぐにでも結婚できそうだ。それなのに、どうして私とお見合いをする気になったんだろう。

　ご両親が私の存在を知り、お見合いの話を父さんに持ち込んだようだけど、親の言いなりになるような神田課長ではない。その気がなければ、お見合いの話なんてすぐに拒否したはずだ。

　だけど目の前の神田課長を見れば、拒否したいと考えているとは思えず、逆に私との結婚を受け入れているような言葉さえ口にしている。

　だけど、なんだかすっきりしない。どうして、どうして、と心はざわざわしている。

　見知らぬ男性と政略結婚する覚悟をしていた私にとっては、初恋であり、今なお心を寄せている神田課長と結婚できるかもしれないとなれば、夢ではないかと思ってしまう。おまけに、こうして今、神田課長の口から私との結婚を望んでいるかのような言葉を聞かされれば、モノクロだった未来が一気に華やぎ、光に満ちたものに思える。

　その一方で、なぜ神田課長は私との結婚を受け入れようとしているのか、わからない。

　特に人目を引く容姿を持っているわけでもないし、人付き合いに自信があるわけでもない。多少自信があるとすれば、子どもの頃から叩き込まれてきた家事や、長く続けている書道や華道くらい。仕事中心で、華やかさとはかけ離れた地味な毎日に満足している私との結婚を、神田課長が心から望んでいるとはどうしても思えない。

　結局は政略結婚をする運命なのだから、見知らぬ誰かではなく多少でも気心がしれた女性のほうがいいと思っただけで、深い意味はないのかもしれない。

　きっと、そうだ。ご両親が気に入ったのがたまたま私だったというだけ。それだけだろう。神田課長に好かれる自信なんて、少しもないし……。

「小笹？　どうかしたか」

　うつむき考え込む私を気遣うような神田課長の声が聞こえた。

「いえ、なんでもないです。まだ緊張しているのかも……」

　私は慌てて首を横に振り、笑顔を浮かべた。

「お料理、おいしいですね」

　思わず口にした私の言葉に、神田課長はうれしそうに口元を上げた。

「ああ。この店の料理に使われる野菜は、農家を営んでいる女将の実家から取り寄せたもので、抜群にうまいんだ。さらに、小笹食品が丁寧に作り上げた調味料が決め手となって、客の舌を満足させてるんだ」

「あ、あの、こんな高級料亭でうちの調味料が使われてるんですか？」

「そんなに驚くことはないだろ。小笹食品といえば、おいしくて健康維持に役立つ食品作りを行っている優良企業として有名だし、知る人ぞ知る名店の多くは小笹食品から調味料や食材を仕入れているんだ」

　まるでそれを自慢しているかのような大きな笑顔で話す神田課長に、目を奪われた。

　厳しい表情で仕事をしている姿も素敵だけど、こうして表情を崩しながら朗らかに話す姿はもっと素敵だ。それになにより、父さんや兄さんが一生懸命盛り立てている会社を誉めてもらい、心がじわりと温かくなる。

「そういえば、この店以外にもたくさん……」

　神田課長はスーツのポケットからスマホを取り出すと、画面になにかを呼び出して私に見せた。

「最近、あの有名なガイドブックで星を獲得したこの店も、小笹食品と取引があるんだ。俺も何度か行ったけど、星が付くのも納得のおいしい料理だったぞ。それと……ほかにもあるんだ」

　神田課長は再びスマホをタップし、新たな画面を呼び出した。

「この店もそうなんだけど……ちょっと見えづらいな」

　神田課長は私に画面を見せようとした手をおさめ、すっと立ち上がった。

「あの、神田課長？」

　驚く私を無視し、神田課長はテーブルを回って私の隣に腰を下ろした。

「ど、どうしたんですか」

「ん？　いや、近いほうが見やすいだろうと思って」

　神田課長は、お互いの膝が触れ合っていることも気にならないのか、平然としている。それどころか、私の顔に自分の顔を近づけ、スマホの画面を見せてくれる。

「この店、料理人たちの隠れ家とも言われている和食の名店なんだけど、ここも小笹食品の調味料を使ってるんだ。小笹食品が作る中でも限定数しか作らない貴重なものの多くがここに納品される。互いの信頼関係も大きいんだろうな。料理長と父さんが知り合いなんだけど、いつも小笹食品のことを絶賛してるらしいぞ」

「そうなんですか……」

　スマホの画面に映し出されたのは、名前だけは聞いたことがある和食店だ。政治家や芸能人たちがお忍びで足を運ぶことでも知られている。

「私、そんなことも知らなくて。社長の娘なのに、恥ずかしいです」

　小さな声でつぶやいた私の頭を、神田課長がぽんと軽く叩いた。

「知れば知るほど、小笹食品はいい会社だぞ。お父さんとお兄さんたちが力を尽くして盛り立てているのがよくわかる」

「……ありがとうございます」

　神田課長が心からそう思っているとわかる強い言葉に、目の奥が熱くなる。

「小笹のことを知ってから小笹食品のことをかなり調べたけど、仕事の質も業績も、魅力的な会社だった。今日ご両親と会って、もっと好きになった」

「好きに……。う、うれしいです」

　神田課長は私の言葉にくすりと笑うと、さらに膝を寄せ、私に近づいた。

　体の右半分すべてで神田課長の体温を感じられるほどの親密な距離。緊張よりも照れくささが先立つ私の戸惑いを煽るように、神田課長が私の顔を覗き込んだ。

　今にも触れ合いそうな神田課長の唇が、私の耳元にすっと動いた。

「小笹のことも、もっと好きになると思う」

「……え」

「小笹も、俺と、俺が継ぐ会社のことを好きになってくれるだろ？」

　ゆったりとした甘い声に、私は目を見開いた。

「ゆっくりでいい。俺と、俺が大切にしているものを、小笹にも大切にしてもらいたい。もちろん、俺も小笹のことを大切にするし、小笹の家族も大切にする。結婚って、そういうもんだろ？」

　神田課長の手が、膝に置いた私の手をそっと握った。その体温は、首をかしげて私を見つめる瞳の温かさと交じり合い、私の心は一瞬でつかまれた。

　お見合いや政略結婚の相手としてだけでなく、人としても男性としても惹きつけられて、どうしようもない。

　黙り込んだ私の頬を神田課長はするりと撫でると、「見合い、進めるからな」と力強い声でつぶやいた。

　反論することを許さないようなその声音に、震えた。

　その時、母さんたちの笑い声が部屋に響いた。屈託のない笑顔を浮かべるふたりは、いつの間にか横に並んで座り、初対面とは思えないほど親しげに話している。

「あのふたり、気が合うようだな」

　神田課長は母さんたちをちらりと見て、小さく笑った。

「この料亭以外にも、よく行く店があるんだ。今度はうるさい両親たち抜きで、ふたりで行こう」

　相変わらずの近い距離で、私を誘う神田課長。

　その声が弾んでいるように聞こえるのが、気のせいでなければいいのに。

　私は複雑な想いを隠しながら、ぎこちなく頷いた。










手っ取り早い結婚




　おじいちゃんが会社の経営を軌道に乗せた頃に建てられた自宅は老朽化が進み、いよいよ建て替えることになった。

　英兄さん夫婦が父さんたちと同居したいと言い出したことがきっかけだとはいえ、父さんと母さんも、広いばかりで使い勝手に不自由が目立ち始めた家を建て替えたかったようだ。

「だけど、こんなに急に家を出て仮住まいが始まるなんて聞いてないよ」

　自宅のリビングのソファに背を預け、私は拗すねた声を上げた。突然聞かされたことに納得できない。

「だって、珠美の結婚が決まるのも時間の問題みたいだし、来年のお正月を新しい家で迎えたいから、早く着工しなきゃ」

　当然だとでもいうように、母さんは言った。

「私の結婚なんて、どうなるかわからないじゃない」

「あら？　先方からは、結婚したいって正式にお返事をいただいたわよ？」

「え？　い、いつ？」

　私は思わず裏返った声を上げ、ソファから立ち上がった。

　どうして今まで教えてくれなかったんだろう。

「いつって、お見合いの翌日よ。俊希さんが結婚したいと言ってるって、春香さんから電話があったのよ。俊希さんからなにも聞いてないの？」

「あ、えっと……特になにも」

　たしかに神田課長はお見合いの時に、話を進めると言っていた。けれど、まさか早速、結婚したいと話しているとは思っていなかった。

「珠美になにも言っていないなんて。まあ、俊希さん、照れてるのかしら」

　母さんは、まるで自分が神田課長と結婚するかのように顔を赤くしている。

「いいわねえ、結婚前のあの幸せなときめき、そして好きな人と一緒にいられる未来へのワクワクをもう一度味わってみたいわ。おまけに俊希さんのような素敵な人が相手だなんて、珠美は幸せね」

「母さん……」

　夢見るような母さんの言葉を聞いて、会社から帰ってきたばかりで疲れている体がさらに重く感じられた。

　結婚前提のお見合いだとはいっても、まずはお付き合いしてから結婚という展開ではないのだろうか。もちろん、私は神田課長のことが好きで、結婚することに不満はない。けれど、たとえ政略結婚でも、互いの気持ちを寄り添わせてから結婚したい。

　だけど、私のそんな想いは母さんには届いていないようだ。

「春香さんも珠美のことを気に入ってくれてるし、嫁よめ姑しゅうとめ問題も大丈夫よ。珠美にも『春香さん』って呼んでほしいってお見合いの時に言ってくれたでしょ？」

「うん。そう呼んだほうが仲よくなれそうだから、春香さんと呼ばせてもらってる」

「まあ、すっかり仲がいいのね。母さん、ちょっとやきもち焼いちゃうわ。大切な娘を嫁に出すって、ほんと寂しいわね」

「母さん、嫁って……。まだ早いから」

「あらあら、照れないの」

　母さんは私の言葉に耳を傾けることなく、軽い足取りでキッチンに向かった。私の横を通り過ぎる時「結婚式はどうしましょう。家の新築と結婚式の準備で忙しくなりそうだわ」と口にしているのを聞いて、私は力なくラグの上に座った。

　その時、近くに広げてあった図面が目に入った。

【小笹邸】と書かれているその図面は、父さんの夢が詰まった家の設計図だ。私の知らないところで新築工事の準備は進んでいたようで、近いうちに仮住まいとして用意した家に引っ越すのは決定事項らしい。

　これを機会に不要なものを処分するとはいえ、運び出す荷物はかなりの量で、母さんは専門の業者さんに頼み、一気に済ませるつもりでいる。おまけに新しい家に私の部屋は用意していないとも聞かされ、私はなにがどうなっているんだと混乱している。

　たしかに、いずれ結婚して家を出ることが決まっている私の部屋を用意する必要はない。とはいえ、まだ神田課長との結婚が決まったわけではない。

　そう反論してみても、母さんは聞く耳持たずで、私がすぐにでも結婚すると思い込み、喜んでいる。春香さんと親戚になれることがうれしいのだろう。

　それにしても、神田課長はどうして私との結婚をあっさりと承諾したのだろう。しかも、私と会社で顔を合わせても、そのことはなにも言わなかった。

　お見合いから一週間、仕事で顔を合わせる機会は何度もあったのに、親しい素振りを見せることもない。私の耳元で『大切にする』とささやき、私の気持ちをぐっとつかんだのも夢だったのかと不安になるほど、神田課長がお見合いについて触れることはなかった。

　今日、仕事終わりに一緒になったエレベーターでも『お疲れ様』と言っただけで、経営企画部の人たちとさっさと帰っていった。私との結婚を承諾したと言われても、信じられない。

「ねえ母さん、私も荷物を整理して、仮住まいの家に運んでもらうんだよね」

　ふと思いついたことをキッチンにいる母さんに尋ねれば、母さんは再びリビングに戻ってきた。

「そうそう、そのことなんだけど。仮住まいの家はここよりも手狭なのよ。父さんはもう一軒借りてもいいって言ってるんだけど、そんなの面倒だから、珠美は俊希さんの家に引っ越すことになったのよ」

「は？」

　母さんの軽やかな声に、私は目をみはった。

　今聞いた言葉を頭の中で繰り返し、整理する。それでも、あまりの驚きに、どう言葉を返せばいいのかわからない。

「結婚が決まってるんだから、一緒に暮らしても問題ないし」

「いやいや、問題あるでしょ。まだ、一緒に暮らせるほど親しくもないし、やっぱり恥ずかしいし……照れくさいし」

　次第に小さくなる私の声に、母さんはにっこりと笑った。

「大丈夫。いつ、こういう展開になってもいいように、家事一切を叩き込んでおいたんだから、自信を持って俊希さんのもとへ行きなさい」

「だから、そういう問題じゃなくって。私の気持ちの問題っていうか……。神田課長だって迷惑に決まってるし、第一、私の荷物もかなり多いんだよ？」

「迷惑なんかじゃないわよ。このことは俊希さんにも了解はとってあるから」

　母さんは心なしか胸を張り、段取りを整えておいた自分を誉めるように言った。

　ひとつずつ逃げ道をふさがれていくように感じて慌てた。

「ちょっと、待って。勝手に進めないでよ」

「だって勝手に進めないと、珠美は複雑に考えすぎて結局いいご縁を失くしてしまいそうでしょ？　大丈夫、俊希さんなら珠美を大切にしてくれるわよ。母さんの勘は当たるんだから」

　母さんは、いつの間にか手にしていた結婚情報雑誌を私の目の前に置いた。

「いいわねえ、あんなに素敵な人とウェディングベルだなんて。あ、もちろん三々九度でもいいのよ。珠美なら黒振袖も似合いそうね。英くんと佳くんの結婚の時は、花嫁さんの準備にはなかなか口を出せなくてつまらなかったけど、今度は娘の嫁入りなんだもん、母さんもめいっぱい頑張るわ。だから、いい結婚式にしましょうね」

　私の意見など必要ないのか、母さんは結婚式の準備に向けて気持ちは一直線。雑誌をめくりながら、衣装や指輪のキレイな写真に目を奪われている。頬をほんのり赤く染めて、まるで自分が結婚するかのようだ。

　こうなったら、母さんになにを言っても無駄だ。意外に頑固な母さんに振り回されるのは、これが初めてではない。

　だけど、近いうちにこの家に住めなくなるとなれば、やはり神田課長の家に住まわせてもらうしかないのだろうか。お付き合いというお付き合いもしていないのに、突然一緒に暮らすなんて考えられない。好きな相手となればなおさらで、緊張ばかりの毎日に、まいってしまいそうだ。

　それにしても、家の新築工事が決まり、そして神田課長の家への引っ越し。

　お見合いをきっかけに、私の人生はさらに大きく動き出したような気がした。




　翌朝、私は神田課長が出社するのを会社の最寄り駅で待っていた。

　私と結婚するつもりなのか、そして一緒に暮らすという話は本当なのか、聞きたいことはたくさんある。待ち伏せして話を聞くつもりだ。

　普段私が出社する時刻よりも、一時間以上も早い午前七時。神田課長はこの時間に出社していると聞いたことを思い出し、早起きをして来た。けれど、オフィス街のど真ん中にある駅だけに乗降客は多く、見つけられるのか不安だった。

　けれど、人混みの中にいても、長身で人目を引く整った顔が改札を抜けるのを見つけるのは簡単だった。

　早朝だというのにキリリとした表情で歩く姿にしばらく見とれたあと、足早に会社に向かう背中を慌てて追いかける。

「神田課長、おはようございます」

　そう声をかけ横に並ぶ私に、神田課長は驚いた顔を見せた。

「珍しいな。いつも始業ぎりぎりに飛び込んでくる小笹がこんなに早く来るなんて。え？　もしかして、俺の時計が遅れてるのか？」

「そ、そんな、私だってたまには早く来ますよ。それに始業ぎりぎりではなくて、三分前には席に着いてますから」

「真面目に言うことかよ。大して変わらないだろ。……で、俺に用でもあるのか？」

　くすくす笑いながら、神田課長が私の顔をちらりと見た。

「あ、あのですね……」

　聞きたいことをちゃんと整理してきたはずなのに、いざ神田課長を目の前にするとうまく言葉にできない。ふたりで話すことに慣れていないし、話す内容が内容だけに、思わず口ごもってしまった。

　すると、神田課長が立ち止まった。

「コーヒーでも飲むか？」

「え、こ、コーヒー？」

「立ち話で済む話じゃないんだろ？　入るぞ」

　神田課長は私の腕をつかむと、目の前のカフェに入っていった。




　ここは、街中でよく見かけるコーヒーチェーン店。私はカフェオレを手にテーブル席に着いた。

　向かいの席に足を組んで座る神田課長は余裕のある笑みを浮かべ、私が口を開くのを待っている。オーダーメイドであろうスーツは神田課長の体にしっくりと馴染み、整った顔をさらに引き立てている。ゆっくりとコーヒーカップを口に運び、ほんの少しうつむいた姿はモデルのようで、目が離せない。

　できることなら神田課長をこのまま見続けていたいけれど、話をするのが先決だ。そのためにはまず、平常心。気持ちを落ち着かせるため、ときめきに反応してとくりと脈打った心に蓋をした。

「考えはまとまったか？」

　黙り込む私に、神田課長は苦笑しながら口を開いた。

「あ、私から呼び止めたのに、すみません。あのですね、えっと」

　なにから話そうかと言葉を探して焦る私を、神田課長はじっと見つめている。

「見合いの時の服も似合っていたけど、今の服もなかなかだな」

「え……」

　その言葉に、私は神田課長の顔をまじまじと見る。今聞こえた軽い言葉のおかげで、緊張していた気持ちがほんの少し緩んだ。

「ん？　この前も言ったけど、制服姿を見慣れてるから私服は新鮮だな。小笹はご両親やお兄さんたちにかわいがられてるから、なんでも買ってもらえるんだろうな。手元にある服は多いのか？」

　そういえば、お見合いの時に私が着ていたピンクのワンピースを見て、似合っていると言ってくれた。

　今着ている服は、ベージュのフレアスカートと白いブラウス。そして、深い緑のカーディガンだ。特に目立つことのないオーソドックスな格好だけど、神田課長はこれも気に入ったのだろうか。

「そんなことはないです。たしかに兄たちや両親が洋服を買ってくれることはありますけど、出かける機会もそんなにないですし、通勤に必要な洋服以外は少ないほうだと思います。あの、私の洋服がなにか？」

「ああ。この何日かで小笹を迎える準備をしたんだ。今の家には最近越したばかりで寂しいくらいになにもない。収納に余裕があるとはいっても女性の荷物は多いだろうし、洋服だけを考えても、俺が想像できないほど持ってくるんじゃないかと気になってたんだ。やっぱり、男に比べれば多いんだろうな」

　神田課長はそう言ったあと、あっと声を上げ、「洋服だけじゃないか。靴も多いんだろうなあ」とつぶやいた。

「私を迎えるって、あの、それはやっぱり私は神田課長のお宅にお世話になるってこと、ですか？」

「そうだけど？　小笹のご両親からも、くれぐれもよろしくとお願いされたよ。この週末に引っ越し業者が荷物を運ぶとも聞いてる」

「わ、私は聞いてません」

　週末に荷物を運ぶなんて、どうしてそんなに急ぐんだろう。もちろん、新築工事が近々始まることは聞いているけれど、そんなに慌てて私を追い出すなんて、聞いてない。長い間住んでいた家が取り壊されると決まって、ただでさえ寂しいのに。もうしばらく名残惜しむ時間が欲しい。

「どうした？　運び込む荷物の多さに気づいて悩んでるのか？　まあ、収納スペースはかなりあるから、とりあえずなんでも持ってこい」

　コーヒーを飲みながら、神田課長はあっさりと言った。

「あの、持ってこいと言われても、それは無理だと思うんです。お見合いしたとはいっても、まだ正式に結婚が決まったわけではないですし、一緒に暮らすのはおかしくないですか？」

「そうか？」

「おかしいですよ。だって、結婚前に一緒に暮らすってことは、同どう棲せいってことですよね……。ダメです。私には無理です」

　恋愛経験のひとつもない私にいきなり同棲なんて、ハードルが高すぎる。

　出会って恋に落ち、気持ちを添わせてお付き合いを重ねる。そして、いつもふたりでいたいという気持ちが高まって、一緒に暮らし始める。同棲は、そんな気持ちの変化やお互いへの愛情の確認があってこそだ。

　そのどれもを経験したことがない私には、たとえ政略結婚予定の男性だといっても、神田課長と今すぐ暮らすなんて考えられない。第一、恥ずかしすぎる。

「無理、です」

　自分の気持ちを確認するようにつぶやき、うつむいた。

「小笹は、俺と結婚するのが嫌なのか？」

「え？」

　さっきまでとは違う神田課長の低い声に、顔を上げた。

「見合いして、結婚。世間にはよくある話だろ？」

「あ、はい。結婚は覚悟しているというか、理解しています」

　いつの間にか真面目な表情を浮かべていた神田課長が、私の気持ちを問うように首をかしげた。

「前に、政略結婚だって、お互いを好きになって幸せになればいいだけだ、と言っていただろ？」

　神田課長は、向かいに座る私に体を近づけた。

　鋭い光をたたえた瞳で見つめられれば、逸らすことができない。

「それを、どうして知っているんですか……？」

　私が小笹食品の社長の娘であり、いずれは会社の将来を考えた結婚をしなくてはならないということは、社内の親しい人たちには伝えている。飲み会やちょっとした会話の中で、それが話題になることもある。佐都里にいたっては『政略結婚なんて時代錯誤だ』と言って憤ることも多く、そのたびに私は彼女をなだめている。

　今神田課長が口にした言葉も、これまで佐都里に何度も言っているけれど、それを聞いていたのだろうか。

「飲み会で、酔った前野があれだけ大きな声で『政略結婚なんて信じられない』なんて言っていれば、嫌でも耳に入るだろ。前野を落ち着かせている小笹の言葉を聞いたんだよ」

「……やっぱり」

「たしかに俺も、政略結婚なんてする気はなかったんだけどな。結婚して、共に人生をまっとうしたいと思う女もいたし」

　ほんの少し、神田課長の瞳が揺れた。自分の言葉にはっとし、口にしたことを後悔したような影も感じる。

　神田課長には、強く心に残っている過去があるのだろう。これまでなにもなかったとは思えないし、結婚を考えた人がいても不思議ではない。

　そう頭ではわかっているのに、やっぱり気になってしまう。

　すると、神田課長は私の視線に気づいたのか、避けるようにまぶたを伏せた。けれど、しばらく間を置いて開いた瞳は、少しの揺れもなかったかのように光を取り戻していた。さっきまで見せていた不安定さは欠片かけらも見えない。

「結婚を考えている相手に隠しごとはなしってことで言うけど。二年ほど前まで俺には恋人がいて、彼女と結婚して人生を終えるつもりでいたんだ。まあ、それは予定どおりにはいかなかったけどな」

　軽い口調の中に今でも彼女への未練はないかと探したけれど、私の願望がそう思わせるのか、未練も悲しみも、なにも見つけることはできなかった。

　とはいえ、神田課長の過去の恋愛を想像するだけで心がもやもやする。たとえ私が単なる政略結婚の相手だとしても、自分以外の女性の存在を心に残している男性の側にいるのはつらすぎるから。

　考えれば考えるほど落ち込んでいく気持ちをやり過ごし、私は平気な振りを続ける。

「予定どおりにいかなくて、残念でしたね」

「うーん。まあ、そうだな。当時は自分自身の境遇とかいろいろ考えて……。いや、それはいいんだ。それよりも一番困ったのは、俺が恋人と別れたと聞いて以来、両親がやたら見合いの話を持ってくるようになったことなんだ。父親の会社で働き始める前に結婚して、社会的に認められる男になっていてほしいんだろうな」

　そう言って「ははっ」と笑った神田課長の目は、乱暴な口調に反してとても優しい。ご両親から向けられる過剰な気遣いや愛情をわずらわしいと思いながらも、やはり心のどこかで受け入れているのだろう。

「それは、私の兄たちもそうだったので、わかります」

「だろ？　実家に戻れば見合い写真が積んであるし、それが面倒で帰らずにいれば俺のマンションに送りつけてくるし。いい加減うんざりしていた時に、小笹が話しているのを聞いたんだ。俺と変わらない状況なのに、見合いに前向きでさ。そういう考え方もあるかと聴き入ったよ」

「は、はあ……」

　なんだか照れくさい。

「たとえ政略結婚でも、相手を好きになれると信じている小笹のほうが大人だな。親が結婚相手を決める運命を淡々と受け止めながら、自分の未来を信じてさ。若い頃の俺なんて、そんな運命から逃げることしか考えてなかったのに。俺が小笹を気にかけるようになるのも仕方ないだろ？」

　椅子の背に預けられていた神田課長の体はいつの間にか前のめりになっていて、表情も真面目なものに変わっている。テーブル越しだとはいえ、ぐっと近づいた神田課長に気づいた私は、慌てて椅子に深く腰かけた。

「私が大人だなんて、そんなことはないと思うんですけど……。それに、私は大したことを言ったわけではないですし。……あれ？　気にかけるって、どういう……」

　私の言葉を聞かれていたのは理解できても、私を気にかけるという意味がわからない。近くで仕事をする機会は何度もあったけど、そんな気配を感じたこともない。業務を進めつつ、いつも当たり障りのない会話しかしていなかったように思う。

　神田課長に想いを寄せている私にはそれが物足りなくもあり、くだけた会話を楽しみたくて仕方がなかった。だからこそ、私との結婚を前向きに考えていると聞いて、驚いたのに。

　記憶にある限り、お見合い以前に仕事以外で神田課長とふたりで話したのは、駅で私を助けてくれた時だけだ。だけど今の話を聞けば、お見合い以前から私のことを気にかけ、結婚を意識していたということだろうか。

　私の戸惑いを察したのか、神田課長はふっと表情を緩めた。

「小笹は気づいてないだろうけど、いずれ政略結婚をしなければならないという枷かせがなければ、かなりの男が小笹にアプローチしていたと思うぞ」

「アプローチ？」

「ああ。キレイな容姿と素直な性格。どんな仕事も嫌な顔をせず引き受けて、そして質の高い結果を出す。まあ、そうでなければ総務部での仕事は務まらないけどな」

「あ、あの……神田課長？」

　たしか、神田課長の家にお世話になるという話をしていたはずなのに、会話の行きつく先が見えない。

「小笹の実家の事情を知らない男たちは、小笹に声をかけたくてうずうずしているし、せめて大人数の飲み会だけでも参加してほしいとチャンスを狙ってる奴もいる」

「それは私ではなくて、佐都里が目当てで……」

「たしかに前野を目当てにしている男もいるだろうけど、小笹だってそれだけキレイな顔をしてるんだから、その気になれば恋愛のひとつやふたつすぐに経験できる」

　神田課長の口から、まるで意味不明の言葉が続き、私は黙り込んだ。

　話が思いがけないほうへと進んでいる。まずは同居の件について話をしたいし、私との結婚をどう思っているのかも聞きたい。恋愛のひとつやふたつ、そんなこと私にはどうでもいい。ううん、そんなこともないんだけど……。

　そんなふうに心の中でつぶやきながら、神田課長に視線を向けた。

　かなり鋭いだろう視線に、神田課長は『お？』という顔を見せる。そして、私の表情を楽しむように口角が上がり、目を細めた。

　それもまた格好よくて心はざわつくけれど、昂たかぶり始めた心を止めることはできない。私は大きく息を吐き出した。

「私が言いたいのは、私との結婚をどう考えているかをしっかりと教えてほしいってことと、結婚前に一緒に暮らすのは無理ってことなんです。ちゃんと答えてください」

「あ、ああ、わかった……」

　声を荒げたわけではないけれど、私の勢いある口調に、神田課長は驚いたようだ。

「わ、私は、政略結婚を受け入れていますし、相手が誰であれ、誠実な関係を築いて愛情を……育てたいし……。だから、相手にもそれを求めてしまって。だから、『気にかける』って言われたら期待してしまうから、簡単に言わないでほしくて。おまけに一緒に暮らすなんて、神田課長は経験したことがあるんでしょうけど、私は周りの目も気になるし、無理なんです」

　……言っちゃった。

　想いを口にして、途端に焦る。手元のカフェオレを手に取り、一気に飲んだ。

　ちらりと神田課長を見れば、面白いものを見るような目を私に向けている。

「葉月常務になった気分だな」

「え、葉月常務……？」

「ああ。いつもマイペースな葉月常務に母親のような言葉をかけてるだろ？　会議の前は必要な資料を用意していろいろ教えてるし、飲みすぎた翌日は常務が好きなお茶を用意してる。俺も小笹に面倒をみてもらってるお偉いさんのような気がした」

　くすくす笑ったあと、神田課長はひどく優しい目で私を見つめた。

「小笹に興味がありながら手が出せない男は多いし、葉月常務のように小笹に世話してもらいたいと思う男も多い。もちろん、俺だってそうだ」

「でも、お世話なんてしなくても神田課長は自分でなんでもできるじゃないですか」

　神田課長の言葉に、私は思わず反論した。

「まあ、それも若手の成長を考えればどうかと思うんだけどな。それで、『気にかける』って話だけど、俺は安易な気持ちで言ったわけじゃない。結婚を投げやりに考えていた俺は、俺と似た立場の小笹が政略結婚に前向きだと知って、気になったんだ」

　そうか……同じ立場だから気にかかるということなら、わかる気がする。

　神田課長の落ち着いた声を聞いて、昂ぶっていた私の心も徐々に鎮まっていく。

「小笹家にとって都合がいい俺なら、ほかの男たちのように手をこまねいて見ているだけでなく、結婚できることにも気づいたし」

「だけど、いきなり結婚は……どうかと」

　結婚という言葉を口にした神田課長に、私は首をかしげた。

　私を気にかけていた理由はわかったけれど、だからといってすぐに結婚するのは違うと思う。

「いきなりなんかじゃない、あの撮影中の小笹を見て俺は……いや、小笹は気づいてないな、きっと」

　ひとりごとのような小声が、店内のざわめきにかき消された。

「今なにかおっしゃいましたか？　声が小さくて聞こえなくて」

「いや、別に、いいんだ。とにかく、俺は小笹を気に入ってるってことだ」

　なにかをごまかしたように苦笑した神田課長に違和感を覚えたけれど、この数分間で聞かされたことを整理するだけでいっぱいいっぱいだ。私は気持ちを整えるように、ふっと息を吐き出した。

　神田課長も話にひと区切りが付いたと感じているのか、コーヒーを飲む表情は落ち着いている。

　伏し目がちな目からは大人の色気も感じられて、素敵だなと改めて思う。

　そう感じる女性は私だけではないはずで、これまでにも恋愛のいくつかを経験してきたんだろう。結婚を考えた相手もいたと話していたし……。あ、もしかしたら神田課長が結婚に対して投げやりになっていたのは、二年前に別れた恋人の影響があるのかもしれない。

　きっとそうだ。だから政略結婚に対する私の前向きな想いを知り、同時に私を気にかけるようになったというところだろう。

「私を気にかけるようになって、そして、結婚を考えたということですか？」

　神田課長の結婚への想いを知りたくて、探るように問いかけた。

　課長は、言葉を選ぶようになにかを考えている。

　ここは会社近くのカフェで、私たちが一緒にいることを会社の人に見られてもおかしくない。もしそうなら、社内に私たちの噂が広がる可能性もある。ここで結婚の話をするのはまずいとわかっているけど、それでもその先が知りたい。

　すると、神田課長はコーヒーを飲み、気持ちを整理するように視線を自分の手元に落としたあと、ゆっくりと口を開いた。

「父親の仕事関係の人が小笹との見合い話を持ち込んできたんだ。奇跡のような偶然だけど、それを知った俺はこの機会を逃したくないと思って『小笹食品のお嬢さんなら、結婚したい』って、言ったんだよ」

「それって、私と……」

「ああ。政略結婚をしなければならない小笹の運命は、俺にとっては好都合だった。いずれ俺が継ぐ神田商事は、小笹食品の業績を上げるのに役立つだろうから、小笹家が考える政略結婚の条件にぴったりだ。それに、社長となる俺を支えてほしいというこちらの条件を、小笹なら受け入れてくれるだろ？　だからこの結婚は、正直、手っ取り早かったんだ」

「手っ取り早い……」

　穏やかな口ぶりで聞かされる話に、背中がすっと冷えた気がした。椅子に腰かけている体が沈んでいくような錯覚を覚える。

　神田課長とよく似た環境で育った私なら、社長夫人という立場を重荷とせず彼のために力を尽くせる。それだけの理由で、私は選ばれた。『手っ取り早い』とは、そういうことなのだろう。

「俺と同じような環境で育って、いずれは会社の利益につながる結婚をする覚悟をしているなら、その相手が俺でもいいだろ？」

「……あ、はい」

　自分の声がどこか遠くから聞こえた気がした。現実味がなくて、他人の声のようだ。

「政略結婚だといっても、俺は小笹を裏切ったり悲しませるようなことはしない」

「……はい」

「それに、小笹が言っていたように結婚してから気持ちを近づけて幸せになれればいいと思ってる。だから、結婚しようと思ったんだ」

　神田課長はきっと、自分の想いに素直なんだろう。私との結婚が、神田課長だけでなく神田商事にとっても都合がいいということを隠そうともしない。そして、それが私を選んだ理由だと、あっさりと口にする。

　ああ、これが政略結婚ということか。なにが『結婚してから相手を好きになればいい』だ。そんな甘いことを信じていた自分は、やはり子どもだった。

　たとえ結婚してから相思相愛になれる可能性があるとしても、結婚の理由は会社のためだとはっきり言われることが、ここまで苦しいとは思わなかった。初恋という、神田課長への想いに舞い上がり、現実をわかっていなかったのかもしれない。

　なにも言わずにいる私の顔を、神田課長が探るように覗き込んだ。

「小笹を大切にする。だから、結婚しよう。それと、小笹の実家の建て替えの話を聞いて、それならいっそ一緒に暮らしたいと思ったのは、小笹との結婚を決めたからだ。もしも世間体が気になるなら、先に入籍を済ませるか？」

「え、入籍、ですか」

　同居することだけでも私には現実味のないことなのに、いきなり入籍と言われ、戸惑いを隠せない。

「ああ。お互いの実家のことを考えれば、盛大な結婚式を挙げないわけにはいかないだろ。そうなると準備にはそれなりの時間が必要だから、先に入籍を済ませておこう」

　そう言うなり、神田課長はスマホを手にし、何度かタップを繰り返す。そして目当てのものを探し出したのか、にやりと笑って画面を私に見せた。

　それは、スケジュールがいくつも書かれているカレンダーだった。

「ほら、あさってが大安だろ。この日の午前中に籍を入れよう」

　いきなりそう決めると、神田課長はあさっての欄に【入籍】と打ち込んだ。

　思いがけない急展開に、私は自分の人生が意思とは関係なく決まっていくような気がして言葉を失った。

　神田課長を信じられないわけじゃない。私を裏切らないという言葉に嘘うそはないだろうし、大切にしてくれると思う。仕事での関係だとはいえ、神田課長の近くで過ごした二年を振り返れば、それは断言できる。

　それに、あの日混雑する駅で私を助けてくれた腕の強さの中に誠実さを感じたし、一度口にしたことは必ずやり遂げるということも知っている。

　あさって入籍をするというのなら、きっと実行されるはずだ。

　結婚か……。

　双方の両親も喜び、会社の利益にもなる、理想的な政略結婚だ。それに、私は初恋の男性と結婚できるのだ。同じ政略結婚でも、なにもかも思うようにいかない結婚をしていた可能性もあると考えれば、今の状況は喜ぶべきもの。

　そう、私は恵まれているのだ。悩む必要なんて、ない。

　心の中で何度もそうつぶやき、余計なことを考えないように唇をかみしめた。










同居の始まり




「え、それでいいわけ？　信じられない」

　テーブルの向こう側から身を乗り出した佐都里の声は怒りに満ちている。

「いいってことはないけど、もう決まったし」

「決まったのは婚約でしょ。まだ結婚したわけじゃないんだから、ひっくり返すことはできる。なんなら婚約破棄のお手伝いでもしようか？　身内に弁護士がいるから、紹介できるし」

　過激なことを言う彼女に慣れているとはいえ、今にもその弁護士さんに連絡してしまいそうで焦る。

　神田課長の家のダイニングテーブルに向かい合い、飲み始めてから一時間が過ぎた。テーブルに並べたお料理たちも、いい感じで減っている。

　食事の合間にここ最近の私に起きた出来事をかいつまんで話したけれど、そのどれもが佐都里の怒りの導線に火を点けたようだ。

　私が神田課長とお見合いをし、結婚に向かって動いていることや、すでに課長の家に住んでいること。佐都里にだけは自分の口からちゃんと伝えたいと思い、課長の自宅であり、今は私も住んでいるこの家に連れてきた。

　神田課長にも許可をもらい、家でゆっくりと話したのはいいけれど、そろそろお酒が回ってきたのだろうか。明らかに不機嫌だとわかる佐都里の様子をうかがうように、私は口を開いた。

「引っ越しも終わったし、ようやく新しい生活にも慣れたから大丈夫。神田課長だって優しいから、心配しないで」

　なだめるように言う私をちらりと見ると、佐都里は大きく舌打ちをし、顔をしかめた。

「優しいなんて、そんなのどうでもいい。私が怒ってるのは、神田課長が親の跡を継ぐ時に備えて珠美との結婚を決めたってことなのよ。そりゃ社長なら、結婚しているほうが社会的な信用も厚いだろうし、珠美みたいにキレイな奥さんがいれば自慢もできるだろうけどさ」

「自慢、なんて。そんなことないない。容姿を自慢したかったら、私よりも佐都里を選んだはずだよ」

「ふん。そんなのまっぴらごめん。私はどんな事情があったって、政略結婚なんて絶対にしない。拒否よ拒否」

　佐都里は溢れる怒りを我慢する気がないのか、グラスのビールを一気に飲み干し、私におかわりを要求する。その合間にも、神田課長への厳しい言葉は続く。よくここまで思い浮かぶものだなと感心するほどだ。

「珠美の人生をどう思ってるのよ。そりゃ神田課長は社内の女の子たちから大人気だし、仕事だって順調で、会社に大きな利益を与えてるよ。おまけに実家があの神田商事だなんて、超お買い得物件だけどさ」

「佐都里、酔っちゃったの？」

　勢いが止まらない佐都里の顔を見れば、いつもどおりのかわいい顔。口ぶりもしっかりしているし、酔っているわけではなさそうだ。

「珠美、もう少し自分の人生というものをちゃんと考えたほうがいいよ。これまでずっと親が決めた人生を歩いてきて、これからは神田課長に利用されて生きていくなんて……。そのどこに珠美の幸せがあるのよ」

「利用、されてるわけじゃないし、これまでだって自分で決めた人生を歩んできたよ」

　佐都里を刺激しないように穏やかにそう言っても、佐都里は鋭い目で私を見る。

「……珠美が納得しても、私はやっぱり納得できない」

　佐都里は、空のグラスに自分でビールを注ぎながら「今の時代、こんなのありえない」とつぶやいている。

「家に帰ってきた途端、洗濯物を取り込んでさ、あっという間においしいお料理を作ってくれて。リビングには完成間近っぽいレース編みの花瓶敷きなんて置いてあったし、珠美ってどれだけ主婦力が高いのよ。それになにより、ピンクのエプロンがこんなに似合ってるキレイなお嫁さんが家にいてくれるなんて、神田課長は自分の幸せをわかってるのかなあ。わかってないんだろうな。自分の人生をうまく動かすための駒としか考えていないに決まってる」

「そ、それは言いすぎだし、私もそこまで誉められるほどじゃないし……」

「そんなことない、珠美は自己評価が低すぎるのよ。政略結婚をするためにお料理やら洋裁やら仕込まれてきたって言ってたけど、それは珠美が努力できる人だからでしょ。親の幸せのための結婚だかなんだか知らないけどさ、神田課長に珠美はもったいない。珠美のことを心から愛してくれる人を探してあげるから、この結婚はやめなさい。実家が家を建てている間、うちに来てくれてかまわないから」

　熱い言葉で私を説得しようとする佐都里に、私は首を横に振った。

「少なくとも私は神田課長が好きだから……それに、大切にしてくれるからいいの。今日も、佐都里とゆっくり話ができるようにって、飲みに行ってくれたんだよ。葉月常務のお守りをしてくるって言ってたから、日付が変わった頃に帰ってくるはず」

「うん、知ってる。今日会社で会った時に『とっておきのワインがあるから、飲んでもいいぞ』って声をかけられた」

「あ、飲む？　佐都里が好きな赤だよ。俊希さん……あ、ううん、神田課長のお気に入り」

「ふーん。〝俊希さん〟ね。一緒に暮らし始めて一週間だもん、神田課長って呼ぶのもおかしいか。まだ納得できないけど、婚約者だもんね」

　佐都里は拗ねた口ぶりで言った。

　この家で暮らし始めた日に『家に帰ってまで神田課長と呼ばれたくない』と言われ、お互いを名前で呼び合うことになった。

　いずれ結婚するのだから、それもそうかと納得しながらも、名前を呼び捨てにされることに慣れていない私は『珠美』と呼ばれるたびにドキドキしている。もちろん、私も神田課長のことを、照れながらも『俊希さん』と呼んでいる。

　神田課長――いや、俊希さんは、そう呼ぶたびにうれしそうに笑ってくれる。

　呼び名が変わっただけでお互いの距離が一気に縮まった気がするなんて、私ってこんなに単純だったんだな。

「あーあ。まだ結婚してないって言いながら、そんな幸せそうな顔をするなんて、新婚さんの甘いオーラが全開ですけど？」

　神田課長のことを考えていた私に、佐都里が呆れた声を上げる。がっくりと肩を落としたような仕草からは、諦めに似た思いも見えた。

「新婚って……。まだ違うし」

「あっそ。じゃあ、あの食器棚に並んでいるお茶ちゃ碗わんや湯のみはお揃いに見えるけど、錯覚かな。それに今日のお昼、たまたま経営企画部に顔を出したんだけど、神田課長は珠美が得意な春巻きがたくさん入ったお弁当を食べてたよ」

「あ……そうなんだ……」

　怒っているのか、それともからかっているのかわからない口調の佐都里の言葉に、私はごまかすように笑った。

　実は同居を始めてから、週に何度か自分のお弁当を作るついでに俊希さんのお弁当も用意している。

　初日に、迷惑かもしれないとためらいながら差し出したお弁当箱を躊躇することなく受け取ってくれた時は、うれしかった。帰宅後に『おいしかった』と言って空っぽのお弁当箱を返され、さらに気持ちは舞い上がった。

「ひと目で珠美が作ったものだってわかったもん。今までは私にだけ作ってくれてたのに悔しいから、ひとつつまんで食べてやった」

「えっ、食べたの？」

「うん。私の大好物を横取りされた気分でむかついたからね。神田課長は驚いてたけど、『うちの春巻き、うまいだろ？』って自慢されたんだよ。春巻きだけじゃなく、鮭さけのチーズ包み焼きも入ってたしさ。いいなあ、神田課長」

　佐都里はふうっと息を吐き、テーブルに頬杖をついた。

「じゃあ、今度佐都里だけにいっぱい作るから」

「よろしくね。そうだ、あれって夫婦めおと茶ぢゃ碗わんでしょ？」

　佐都里が、私の背後にある食器棚を指差した。

「ん？　あれって？」

　私は佐都里が指差す先を振り返った。そこには、俊希さんが気に入っている陶芸家さんが作った食器がいくつも並んでいる。

　一緒に暮らし始めた日に、車で二時間ほどの工房に連れていかれ、お揃いの食器をいくつか手に入れた。中でも、貫かん入にゅうと呼ばれるひび模様が入った夫婦茶碗は俊希さんも私も気に入っていて、大切に使っている。

　佐都里はその夫婦茶碗に気づいたようで、じっと視線を向けている。

「あのぽっこりとした形、珠美が好きそうなデザインだね」

「うん。見つけてすぐに欲しくなったんだけど、俊希さんも気に入ったみたいで。ほとんど即決で買ったの。ほかにも素敵な食器がたくさんあったから、またゆっくり行きたいねって話してるの」

「へえ。それはそれは」

　佐都里は頬杖をついたまま、うなだれた。

「どうしたの？　あの食器が気に入ったんだったら、一緒に行く？」

「行くわけないでしょ。なにが悲しくて新婚さんの邪魔をしなくちゃいけないのよ。今日の神田課長の様子から想像すれば、私が一緒に行くなんて言ったらもう、目で殺されるわよ……。あー、もう、やめた」

「え？　なにを？」

「神田課長が自分の立場だけで無理やり珠美と結婚しようとしているのなら、なにがなんでも反対してぶち壊そうかと思ってたけど」

「ぶち壊す……？」

「だって、神田課長が悪い人だとは思わないけど、身勝手な政略結婚なんて珠美がかわいそうだもん。おまけに自分が社長に就任する時の立場を万全にするためなんてさ。女をバカにするなってのよ。だから結婚を思いとどまるように説得しようと思ってたけど。お揃いの食器を買いに工房まで出かけたなんて聞いたら、バカバカしくなっちゃった。考えてみたら、お弁当もかなりうれしそうに食べてたし」

　佐都里はひと息にそう言って、気持ちを切り替えるように何度か頷いた。

「結局、私は悔しいのよ。珠美のことを一番わかってるのも、一番近くにいるのも私だったはずなのに、あっという間に神田課長が珠美を自分のテリトリーに引っ張り込んで、幸せを見せびらかすんだもん。むかついてむかついて仕方がない」

　次第に大きくなる佐都里の声が部屋に響いた。感情表現豊かな佐都里には慣れているけれど、今日の彼女の言葉はいつも以上に力強い。

「佐都里、落ち着いて……」

「だって、私が心配する必要もないってわかるけど、神田課長に珠美をひとり占めされて、やっぱり悔しいし寂しかったんだもん。今なら結婚を考え直すかもしれないってずるいことも考えたし……」

　佐都里は寂しげにつぶやくと、「珠美が悲しむことを言って、ごめん」と改めて頭を下げた。

「やだ、謝らないでよ。ひとり占めなんて、そんなことないよ。第一、佐都里は私の大切な親友で……」

「うん、わかってる。わかってるけど、どうしても我慢できなくって」

　佐都里は顔を上げて、苦笑した。落ち込んでいるとわかる目は普段よりも力がない。

「佐都里……」

　ここまで佐都里が私を大切に想ってくれていることがうれしくて、言葉が続かない。

「だけど、もういい。珠美が言ってるように、きっかけが政略結婚だとしても幸せになったらいいもんね。会社がらみの面倒くさいあれこれもあるだろうけど、やり手の神田課長が全部引き受けて珠美を大切にしてくれるよ」

　佐都里は朗らかな声で言うと、私への想いを吐き出してすっきりしたように、にっこりと笑った。そして再び箸を手に取り、焼しゅう売まいのお皿に箸を伸ばした。

「これよこれ。珠美が作る焼売は絶品だから、お店で食べられなくなっちゃったんだよね。毎日珠美のお料理を食べられる神田課長が羨ましい」

　いくつもの焼売を取り皿に移し、おいしそうに食べる佐都里。さっきまでの不機嫌な表情が嘘のような明るい様子に、私の気持ちも落ち着いた。

「佐都里が食べたいなら、焼売も春巻きもハンバーグも。あ、この前おいしいって言ってくれた鯛たいのあら煮だっていつでも作るから、食べに来てよ」

　私の言葉に、大きな口を開けたまま視線を向けた佐都里は、「ミートソーススパゲティは？」と期待に溢れた声で問いかける。

　もちろん、ミートソーススパゲティだってコロッケだって、それから、さばの味み噌そ煮にだって。なんだって作ってあげる。

　その気持ちを笑顔に乗せて、私は大きく頷いた。




「ごめんなさい。これだけしか残ってなくて」

　帰宅した俊希さんに、夕食の残りの八宝菜を見せた。ようやくひとり分があるかないかの量に、申し訳なくなる。

　かなりの量を用意していたけれど、食欲絶好調の佐都里がほとんどを平らげて帰っていった。ふたりで過ごす楽しい時間のせいか、私も普段以上に食べてしまった。

「少し待ってくれるなら、なにか作りますよ。時間も時間ですし、あっさりと雑炊でも作りましょうか？」

「いや、だったら八宝菜の残りでいいよ。夕食はいらないって言っていたんだから、気を遣わなくていい。それよりも、遅い時間なのに悪いな」

　キッチンに立つ私に、俊希さんが申し訳なさそうに声をかけてくれる。

「いえ、大丈夫ですよ。あ、先にお風呂に入りますか？」

「あー、そうしようかな。その前に、お茶でも欲しいんだけど」

「はい、ちょっと待ってくださいね」

　私は冷蔵庫から取り出したお茶をグラスに注いでテーブルに置いた。

「俊希さんが好きな水出しの緑茶です。とりあえず、ゆっくりしてください」

「ああ、ありがとう」

　俊希さんはテーブルに着き、お茶を口にした。私も俊希さんの目の前の椅子に腰を下ろし、お茶を飲む。

「電話で、葉月常務が足にケガをされたって言ってましたけど、大丈夫ですか？」

　仕事を終えた俊希さんが会社のエントランスを抜けた時、隣を歩いていた葉月常務が二十段ほどの階段で足を踏み外したそうだ。幸い、俊希さんがとっさに支えて大事には至らなかったけれど、ひねった足首はかなり痛そうで、見る間に腫れたらしい。

　そのままタクシーで病院へと運び、しばらくして奥様が登場。診察を受けたあと、奥様ひとりでは大変だろうということで、俊希さんは葉月常務のお宅までタクシーで送っていった。そのせいで、俊希さんはなにも食べることなく家に帰ってきたのだ。

　途中、どこかで食べようかと考えたらしいけれど、『たいていの店より、珠美の料理のほうがうまいから』と、まっすぐ帰ってきたと言っていた。

　それが冗談だったとしても、私を喜ばせるには十分な言葉だった。

「骨に異常はなかったけど、ひどく腫れて痛みもひどいみたいだ」

「そうですか。骨折じゃなくてよかったですけど、かわいそうですね」

「そうだな。かなり痛いはずなのに我慢してる姿はさすがだと思ったけど、奥さんが病院に駆けつけた途端、『痛い』だの『いつになれば腫れはひくんだ』って、ぐずぐず言い出してさ、子どもみたいで笑えた」

「ぐずぐず……それ、私も見たかったな」

「スマホで写真を撮っておけばよかったな。仕事で無理を言われたら、それを見せてにやりと笑ってやるのに」

　くすくすと笑う俊希さんにつられて、私も笑い声を上げた。

　しばらくふたりで笑っていると、俊希さんが「あ」とつぶやいた。

「あの日……駅で足をくじいた時の珠美は、ぐずぐず言わない、いい子だったのに。葉月常務はまるで子どもだな」

　俊希さんは思い返すように言って、私を見つめた。

「あ、あの日はお世話になりました……」

　俊希さんの瞳が優しすぎて、恥ずかしさを隠すように頭を下げた。いい子だと言われたのは子ども扱いされているようでがっかりしたけど、あの日のお姫様抱っこを思い出して、顔が一気に熱くなった。

「あ、葉月常務の奥様って、どんな方なんですか？」

　赤くなっているに違いない顔をごまかすように、話を変えた。

「ん？　そうだな、誰からも注目される美人というわけでもないけど、誰からも好かれるタイプのかわいい人だな。今までにも何度か会ったことがあるけど、感情がいつもフラットで、穏やかなんだ。なにがあっても動じないというか、優しい強さを持っている人、かな。常務とは高校の同級生で、大恋愛の末の結婚らしいし」

「高校の同級生ってすごいですね。ずっと女子校だった私には無縁の世界ですけど」

「そうだな。あ、俺たちの結婚式に、葉月常務には奥様と一緒に来てもらうつもりだから、会えるぞ」

　なんだか俊希さんの声が弾んでいる。

「あ……それは、楽しみですね」

　そうは言いながらも、まだ現実味もなく、他人事のようにしか思えない。

　こうして俊希さんと一緒に暮らし始めても、その思いはなかなか変わらない。俊希さんへの想いは日増しに大きくなっていくにもかかわらず、ふたりの間にあるなにかが邪魔をして、結婚というものが身近に感じられないのだ。

　その思いは俊希さんに伝え、実は入籍を待ってもらっている。

　俊希さんは『結婚式の準備が始まれば実感もわいてくるだろうから、そのタイミングの入籍でもいいな』と言って、私の気持ちを優先させてくれた。

「今度葉月常務に会ったら、『ぐずぐず言って奥様を困らせてはいけません』って、からかってみろよ。見ものだな」

　よっぽど今日の様子が印象深かったのか、俊希さんは肩を揺らして笑っている。

　いつも落ち着いていて、自分の感情をうまくコントロールしている葉月常務がぐずぐず言っている姿なんて想像できないけれど。会社の稼ぎ頭であるいくつかの部署のトップに立つ責任とプレッシャーは想像するに難くない。奥様の前ではつい、甘えてしまうのかもしれない。

　その時、俊希さんが私をじっと見ているのに気づいた。

「どうかしましたか？」

「ん？　嫁さんにぐずぐずできるっていいもんだなって。……あ、いや、なんでもない。それより、やっぱり……」

「ああ、やっぱり八宝菜だけじゃ足りないですよね。なにか作っておきますから、お風呂に入ってきてください」

　立ち上がり、なにを作ろうかと冷蔵庫を覗いていると、遠慮がちな俊希さんの声が聞こえた。

「この前作ってくれたうどんが食べたいんだけどな」

「あ、ささみとしょうがのうどんですか？」

「そう。あの、ねぎがたっぷりの」

「わかりました。すぐに作りますね。ビールも飲みますか？」

「いや、いい。とりあえず風呂に入って、食べて、寝る。あ、その前にメールをひとつ送らないといけなかったんだ」

　思い出したようにつぶやいて、俊希さんはリビングに足を向けた。家に仕事を持ち帰ることはいつものこと。なにか急ぎのものでもあるんだろう。

　冷蔵庫から食材を取り出しながらリビングをうかがえば、俊希さんがローテーブルに置いたパソコンを立ち上げている。その横顔に疲れが見えるけれど、会社にいる時よりもリラックスしている様子に、ホッとする。

　リラックスしているのは私も同じだ。日を追うごとに俊希さんとの暮らしにも慣れ、緊張することも減ってきた。

　思いがけず始まった同居生活だけど、このまま穏やかに、ふたりの時間を過ごせればいいな、と思う。




　食事を終えた俊希さんは、「遅くまで付き合わせて悪かったな」と言って自分の部屋へと消えた。

　一緒に暮らしているとはいっても、寝室は別だ。

　これまで男性と付き合ったことがない私は、キスすらしたことがなく、もちろんそれ以上の経験なんて論外だ。

　俊希さんとの同居を両親から勧められ、俊希さんもそのつもりだと聞いた時、私が一番気にしたのはそのことだ。なんの経験もない私には、俊希さんにすべてを委ねる覚悟はまだできていなかった。

　俊希さんに恋心を抱いているとはいっても、まだ怖い。政略結婚だけど、お互いの気持ちを通じ合わせ、夫婦として生きる覚悟が生まれてから抱かれたい。

　そんな想いを、たどたどしいながらも伝えた時、俊希さんは気を悪くした様子もなく、あっさりと『じゃあ、珠美がその気になるのを気長に待つか』と、恋愛経験のない私の不安を理解してくれた。

　それどころか、『政略結婚のために今まで恋愛を我慢してきたんだから、その我慢が無駄じゃなかったと思える結婚にしよう』とまで言ってくれた。

　そして、俊希さんは私の寝室を用意してくれた。

　本来、結婚前に一緒に暮らす必要などなく、我が家の事情を快く受け入れてくれただけでもありがたいのに、私の気持ちを優先してくれる優しさに、さらにときめいた。

　会社での〝神田課長〟はクールで厳しくて近寄りがたいけれど、〝俊希さん〟は私を大切にしてくれる温かい人だ。

　同居を始めて一週間が経ち、どんどん好きになっていく。初恋だとはしゃぎ、心弾ませていた頃とは比べものにならないほど、惹かれている。

　俊希さんと結婚して、私は幸せになれるかもしれない。そうなるように努力しよう。そう思えば思うほど、俊希さんともっと心を通わせ触れ合いたいと思う。同時に、『珠美が俺との関係に慣れて、抱かれてもいいと思うまでは抱かない』と言われたことを思い出し、苦しくなる。

　私の不安を取り除くための言葉であり、私だってそれを望んでいたはずだ。それなのに、たった一週間で、私はその言葉に苦しんでいる。俊希さんが好きだという私の気持ちは日に日に大きくなっていて、好きだと思えば思うほど、俊希さんに触れたいと思う気持ちも強くなる。

　だけど、そんな私の気持ちをどう伝えればいいのかわからない。もっと俊希さんの近くに行きたいと思うのに、その想いを伝えるきっかけがつかめなくて、もどかしい。

　ひとりのベッドにもぐり込めば、俊希さんの優しさを思い出して寂しくなる。

　もともと空いていた部屋を私の寝室として用意してくれたのはうれしい。でも、俊希さんが買ってくれたベッドや、実家から運び込んだ家具で手狭になった部屋にひとりで寝ていると、気持ちはずんと落ち込んでしまう。

　頭に浮かぶのは、向かいの部屋で眠っている俊希さんのことばかり。

　さっきまでふたりで仲よくお茶を飲みながら笑い合っていたというのに、今は長い夜をひとりで過ごしている。

　薄い夏ぶとんを頭からかぶり、ぎゅっと目を閉じる。

　寂しくて、ちっとも眠れそうにない。










甘い時間と過去の影




　納期間近の仕事が立て込む慌ただしい日々を終えて、ようやく迎えた土曜日。

　休日出勤が多い俊希さんも、今日と明日はお休みだ。

　夕べ俊希さんのことを考えてあまり眠れなかった私は、夜明けと共に起きて家事を始めていた。

　俊希さんの寝室のドアに耳を当てて中の様子をうかがうと、まだ静まり返っている。私は俊希さんを起こさないように気をつけながら、そっとその場を離れた。

　それから、冷凍庫に残っていた鮭を焼いて、俊希さんが好きなだし巻玉子を用意した。そして、これも俊希さんが好きだと言ってくれたなすの味噌汁を味見していると、ドアが開く音が聞こえた。

「おはよう。いい匂いがすると思ったら、俺の好きなだし巻だな」

「おはようございます。ごめんなさい、うるさかったですよね」

「いや、音というより、このうまそうな匂いに起こされたな」

　俊希さんは眠そうな顔を隠そうともせず私の背後に立つと、まな板の上のお漬物に気づいた。

「お、大根。珠美が作った漬物はうまいから、これだけで十分おかずになるよな」

「それは誉めすぎです。俊希さんがそうやって誉めてくれるから、いつも作りすぎてしまうんです」

「俺、嘘は言ってないぞ」

　俊希さんはそう言いながら私の肩に額を乗せて、ふうっと息をついた。背中から回された俊希さんの両手が、私のお腹の前で交差する。

「あ、あの」

　背後から抱きしめられて、身動きがとれない。俊希さんの体温を贅ぜい沢たくに感じられるこの状態に、息が止まりそうだ。俊希さんが私の首筋に額をぐりぐりと押しつけても、言葉ひとつ口にすることができず、心臓だけが慌ただしく動いている。

「さすがに、眠い。だけど、うまい朝食が出てくるなら、休日の早起きもいいな」

「あ、ありがとうございます」

「朝食だけじゃないな。弁当も夕食も手が込んでるし、シーツはちゃんと洗濯してあるし、靴も磨いてくれてるだろ？」

「それは、えっと……母がいつもしていることなので、私はそれを真ま似ねているだけなんです。大したことじゃないし」

　政略結婚の向こう側に幸せが待っているようにと、家事全般を徹底的に叩き込まれた私にとって、家事は苦でなく生活の一部なのだ。それに、俊希さんのためだと思えば、楽しくこなせる。

「大したことだろ。いつもキレイな花がリビングに飾ってあって、おいしい料理の匂いがして。俺が仕事をさっさと終わらせて家に帰るようになったのは、珠美のせいだな。同じ女なのに……あいつとは、違うんだな」

「え？　あいつ？」

　ふと聞こえた言葉に、振り返る。

「いや、なんでもない……」

　穏やかに笑った俊希さんが、ゆっくりと頭を横に振った。

　熱のこもった俊希さんの言葉と吐息が、私の体を熱くする。首筋を這はう唇に刺激され、なにか気になることを聞いたはずなのに、それどころじゃない。

　ここまで俊希さんと近づくなんて初めてで、私はどうするべきなんだろうと必死で考えてもなにも浮かばない。初めての恋愛を楽しもうと決めたばかりなのに、一気に上級者コースに飛び込んだ気分だ。

　私のお腹の上でするりと動く俊希さんの指にも、どう反応していいのかわからず、じっとその動きを見ているだけだ。

「少しは、俺に慣れたか？」

　くぐもった声が、私の耳を刺激する。

「えっと、慣れ……るように努力中です」

「俺も。まだ一週間だからな。この家に珠美の気配があることを、ようやく心地よく思えるようになってきた」

「心地いい、ですか？」

「長い間ひとりの生活に慣れていたから、もっと気を遣うかと思ってたんだけどな。それに、珠美が意外に早くこの家に馴染んでくれたから、安心した」

　馴染んでいると言われて、妙に気恥ずかしくなった。

　私がこの家に早々に馴染めたのは、俊希さんがここに引っ越して間がないということが大きいかもしれない。

　大学時代から住んでいたマンションは、ひとり暮らしには十分な広さがあり、住み心地も良かったらしい。けれど、いよいよ神田商事に入り、後継者としての勉強を始める時期となれば、セキュリティ面や結婚後のことが問題になってくる。政略結婚だとはいえ、相手との良好な関係を築くためには環境も大切だろうと考えて、このマンションを事前に買ったのだそうだ。

　結婚が決まってから物件を探しても遅くはなかったのに、たまたまモデルルームを見学した時にひと目ぼれし、即決したとのこと。さすが御曹司、一括支払いで購入したと話す表情は普段と変わらなかった。

　まるで好みのスーツを買ってきたとでも話すような口ぶりは、英兄さんや佳兄さんに似ていて、その話を聞いた私は思わず笑ってしまったものだ。

　そして、このマンションに越してくる時に、以前使っていた物のほとんどを処分したらしく、必要なものは私に選ばせてくれたのだ。

『俺にこだわりはないから、珠美の好きなようにしていい』と俊希さんが言ってくれた時は、快く迎え入れてもらえたようで、喜びが胸に溢れた。

　そのうえ、俊希さんの家ではありながら、私が気に入ったもので溢れる空間にいれば、会社から帰ってくるのが楽しみになり、馴染むのもあっという間だった。

　もしも俊希さんが作り上げていた家で同居が始まっていたら、こうはいかなかっただろう。家の中に自分の居場所を見つけられず、いつまでたってもお客様感覚で遠慮していたはずだ。

「珠美好みのこの家を俺も気に入ってる。さすがにお風呂にバラの香りの入浴剤ってのはまだ慣れないけどな」

　俊希さんは、私を背後から抱きしめたまま弾む笑い声を上げた。

　起きたばかりだからだろうか、聞き慣れている声よりも少しかすれて、色気がある。おまけに、俊希さんの温かさを背中に感じて、そこからじわりと溶けてしまいそうだ。恋愛若葉マークの私に、この親密な距離感は手に負えない。

「あ、あの。今日も買い物に出かけるんですよね？」

　力が入らない体をどうにか立て直して、ほんの少し顔を傾けた。すると、目の前に俊希さんの顔があり、慌てて元に戻す。

　思わずうつむいた視線の先には、私のお腹の前で交差された手。見慣れない大きな男性の手に、再び鼓動がとくりと跳ねた。

「今日は、まずはカーテンを買わないとな。ここは二十五階だから周囲から見られる心配がないとはいっても、ないと落ち着かないし」

「そうですね。窓のサイズは全部測って書き出しておいたんですけど……あの、俊希さんの寝室はまだ……」

「ああ、それならあとで一緒に測るか」

「えっと……それは俊希さんが……。脚立があるので、それで……」

　俊希さんの言葉に思わず口ごもる。

　この家に馴染んできたとはいっても、俊希さんの部屋にはまだ入ったことがない。掃除機だけでもかけたいなと思いながらも、部屋に入っていいのかを聞けないまま一週間が過ぎた。寝室を分けている理由を考えれば、なかなか入りづらい。

　そんな私の気持ちは俊希さんにはお見通しなのだろう。背中から、俊希さんの震えを感じる。笑っているに違いない。

「あとで測るのを手伝ってくれるとありがたいな。それと、掃除をするならついでに俺の部屋も頼むよ。触ってまずいものは特にないから」

「わかりました。じゃあ、早速あとで掃除機をかけておきますね」

「頼むよ。とりあえず朝ご飯を食べようか。あ、昼は俺の知り合いの店で食べるつもりだから」

「は、はい」

　私の返事を聞いたと同時に、俊希さんの手がすっと私の体から解かれた。

　力が抜けた体を支えていた温かさがなくなって、ふらりとバランスが崩れる。

「大丈夫か？　自分好みのこの家を楽しめても、俺を完全に受け入れるのはもう少し先みたいだな」

　傾いた私の体を再び俊希さんの手が支えてくれる。

「あ、すみません」

　両肩をつかまれた私はくるりと回され、気づけば俊希さんと向かい合っていた。

　すぐ目の前に俊希さんの顔が近づき、思わず体を逸らす。けれど、シンクに背中を押しつけられて逃げられない。

　俊希さんは私の戸惑いに応えるでもなく、さらに体を寄せ、私を追いつめる。

「あ、あの、俊希さん、どうしたんですか？」

「俊希、どうしたの？」

　私を見つめ、言い聞かせるような単調な声音。

「え？　なにを、言ってるのか……」

「今、なにを言ったの？」

　俊希さんから返ってきた言葉の意味が理解できなくて、目の前にある瞳を見つめ、視線で問いかける。俊希さんも私の視線に応えるように見つめ返してくれたけれど、その意味が読み取れない。

　このままでは彼の視線に酔わされそうで、私は意識して明るい声を作った。

「俊希さん、私、朝食の準備を続けたいので、その、離してもらえないでしょうか」

　出かけるなら早く朝食を済ませないといけない。シンクから体を起こそうとして動いてみる。けれど、俊希さんの腕の中から抜け出せない。

「俊希、朝食を作るから、離してよ」

　相変わらずの淡々とした声。首をかしげ、その視線で私になにかを理解しろと促す。「いつになったら、珠美は俺に慣れるんだ？　家に慣れるのもいいけど、結婚するんだから、俺にも早く慣れてくれ。そうじゃなきゃ、俺が寂しいだろ」

「えっ？」

　俊希さんの声が、普段よりも子どもっぽい声に聞こえるのは気のせいだろうか。それに、『寂しい』と言われても、その理由が思い浮かばない。

「ここは会社じゃないんだから、丁寧に話す必要はないだろ。〝神田課長〟から〝俊希さん〟。その次は、〝俊希〟だろ。それと、敬語は禁止。お互いを近づける努力をしないと、結婚生活を楽しめないぞ」

　そう言って、額がごつんと合わされた。俊希さんの手が私の背中に回され、ゆっくりと引き寄せられる。

「政略結婚だからって、それが不幸なわけじゃない。出会うきっかけのひとつだと思って、仲よくしていこう」

「俊希さん……」

　政略結婚だけど不幸じゃない。そう言われて、私と俊希さんの気持ちの大切な部分が重なり合った気がした。

　きっかけはどうであれ、お互いの気持ち次第で幸せになれる。少なくとも、初恋の人であり今ではとても大切な人となった俊希さんのことが、私は好きなのだ。全然不幸なんかじゃない。

　けれど、なぜか俊希さんの表情は明るいものではない。

「俊希」

「え？」

「俊希って呼べよ。仕事の覚えは早いのに、どうしてこんな簡単なことができないんだ？」

「え、っと……」

　からかうように私の顔を覗き込んだ俊希さんに、たじろぐ。

「優秀な社員しか配属されない総務部で仕事をしている珠美なら、言えるだろ？」

「あ、あの……」

　呼び捨てにすることと総務部に配属されたことは、まったく関係ないと思うんだけど……。そう思いながらも、口にできない。

「言えるよな」

　すっと細められた目は、私の言葉を聞くまで許してくれそうもない。照れくささで顔を熱くしながら、私はしぶしぶ口を開いた。

「俊希……」

　恥ずかしさを我慢し、抑揚のない声でつぶやけば、苦笑した俊希さんの顔が目に入る。

「どうした？　やっぱり慣れないか？」

　黙り込んだ私を心配するように、俊希さんの顔がさらに近づいた。

「あ、はい。照れくさいし、ドキドキするし……」

「まあ、一緒に暮らしていくうちに慣れるさ。とにかく俺は、遠慮なくなんでも話して、珠美との結婚を楽しいものにしていきたいんだ」

「はい……わかります。あ、いえ……うん、わかったよ。……俊希」

　丁寧な私の言葉に眉を寄せた俊希さんを見て、慌てて言い直す。

　すると俊希さんはにっこりと笑い、私の頭を撫でた。

「言い直したのは偉いけど、まだ五十点だな。棒読みでなく、さらりと口にできるようになるまで練習だ」

「五十点ですか。厳しいです。あ、その、違う。……五十点なんて、厳しすぎるよ、俊希」

「すぐに気づいて言い直したから、五十五点。頑張れよ」

　俊希さんはそう言って私の体を抱きしめた。

「え……」

　突然のことに、私は両手を下げたまま再び硬直。おまけに、俊希さんが私の頭に唇を落としたのを感じ、さらに体が強張った。

　その間も俊希さんは私の背中を撫でつつ、今度は私の耳元に唇を移した。

　面白がるような笑い声と、俊希さんの唇から伝わる刺激。緊張と照れくささで、どうにかなってしまいそうだ。

「俺の背中に手を回せばいいんだよ」

「背中……」

「そう。この家、呼び方、それに、俺の体にも慣れろよ」

　そう言って俊希さんは、床に向けて下ろしたままの私の手をそっとつかんだ。

「細い手首だな。どれだけ強い力で俺を抱きしめても大丈夫だから、ぎゅっと抱きしめてみろ」

　俊希さんの手がすっと上がり、そのまま私の手は俊希さんの背中にたどり着いた。

　見た目の印象よりも広い背中に驚く。思わず手を離そうとした私に、俊希さんは「慣れるんだろ？」とそれを止めた。

　緊張しつつも、こうして俊希さんの背中に触れたかったのも事実。私はためらいがちに、するり、するりと、指を這わせた。

　しばらく様子をうかがっていた俊希さんは、「ぎゅっと、だぞ」と、再び私を抱きしめた。

　ぎこちない私の動きを受け入れてもらえ、ほんの少し緊張から解放される。手の置き場に戸惑いながらも体ごと距離を縮め、言われたとおり抱きしめた。

「これで、いい？」

　俊希さんの胸に顔を埋め、くぐもった声で聞く。

　パジャマ越しに伝わる温かい体温と、心臓の音。俊希さんの懐に近づけたように感じてホッとする。

　すると、俊希さんの声が耳元に広がった。くすくすと笑う軽やかな声に、私の脈は一気に跳ね上がる。

「上出来。八十点だな」

「八十？　じゃ、満点を取るにはどうしたらいいの？」

　顔を上げ、首をかしげる。

「それは、これから少しずつ教えてやるから、期待して待ってろ」

　くしゃりと顔を崩し、笑顔を見せた俊希さん。そして、「ひとまず先にシャワーを浴びてくる」と言って、あっさりと私の体を解放した。

　簡単に放り出された私は、熱がこもってふらつく体をシンクに預け、何度か深呼吸をする。

　ふたりで過ごす休日を楽しみにしていたというのに、ううん、楽しみには違いないけど……。大丈夫だろうか、私。

　俊希さんに抱きしめられたほんのわずかな時間だけで、今日一日分の気力をすべて使い果たしたようだ。




　朝食を済ませたあと、俊希さんが車を二十分ほど走らせて着いたのは、最近オープンしたばかりのショッピングモールだった。広い敷地内には多くのお店が入り、飲食店も充実、映画館やあらゆる診療科の病院が併設されている。

　家族連れでにぎわう中を歩き回り、足りないキッチン用品や日用品を買い揃えていく。

　一週間、俊希さんの家で暮らし、あの家にはなにからなにまでないということに気づいた。先週もたくさんの買い物をしたけれど、タオルや掃除道具など、必要なものはまだまだある。

　その中でも、カーテンは今日必ず手に入れたいもので、俊希さんがお姉さんに教えてもらったというインテリアショップに足を向けた。

　広い店内に並ぶたくさんのカーテンを見上げながら、まず、その価格に驚いた。ずっと実家暮らしで、家具や家電に関しては自分の財布を開く必要がなく、物の価格に無頓着だった自分が恥ずかしくなる。

「はい、これ」

　たくさんの種類の商品に圧倒されながらどれにしようかと迷っていると、傍らにいた俊希さんから一枚の紙が手渡された。

「なんですか？　あ、図面」

「そう。あのマンションを買う時にもらった資料の中に間取り図があったんだ。窓の高さや幅もちゃんと書いてあるから、それを見ながら選べばいいだろ？」

　Ａ４サイズの紙を広げて見れば、それは俊希さんの家の間取り図だった。

　出かける前に俊希さんの部屋に脚立を持ち込み、ふたりで必要な長さを測ったというのに、これを見れば、苦労して測る必要はなかったんだとがっかりした。

　俊希さんの寝室に初めて入ってドキドキしている私をからかうように笑っていたのはこういうことなのかと、視線を上げると……。

「契約前にもらっていたのを思い出したんだ」

　棒読みの声が聞こえた。

　絶対に嘘だ。ふふんとでも言いたげな笑顔を見れば、初めからこれがあることを知っていたのだとすぐにわかる。

「苦労して測ったのに、残念だったな。さ、どのカーテンにする？」

　俊希さんは、売り場をゆっくりと歩きながら、カーテンを選び始めた。

　高級マンションの窓ってどうしてこうも大きいんだろうと文句を言いながら、ひとりで家中の窓の大きさを測った私の苦労をどう思っているんだろう。

　今日の買い物はまだ続くというのに、どっと疲れを感じてしまう。

　だけど、私の手料理をおいしいと言ってたくさん食べてくれたり、休日にこうして買い物に連れ出してくれたり、ふたりの生活を楽しんでいる俊希さんのおかげで、私もふたりの生活を楽しむことができている。私をからかって面白がるのも、俊希さんが私との生活に前向きだからだろう。

　そう思い、気を取り直した。

「珠美」

　俊希さんが私を呼び、手招いている。

　私はお店の人に商品のことを聞いている俊希さんの側に駆け寄った。

「俺たちの寝室はこの色がいいんじゃないか？」

「お、俺たち!?」

　一歩あとずさり微妙な距離を取れば、俊希さんはそれにかまうことなく私の腕をつかみ、引き寄せた。

「長く使うものだから、いいものが欲しいんだけどな」

　俊希さんが気に入ったのは、厚みのあるベージュの生地がたっぷりと使われた無地のカーテンで、二倍ひだの贅沢感は広い寝室にぴったりだ。

「寝室はやっぱり落ち着いた色がいいよな」

「そうですね……」

　なんとか返事をしてカーテンに意識を集中しようとしても、寝室という言葉にまだドキドキしている。

　だけど、目を輝かせてカーテンを選んでいる俊希さんを見ているうちに、私も楽しくなってきた。まるで新婚夫婦のような時間に心が弾む。

　その一方で、結婚すれば同じ部屋で夜を過ごすことになるとわかっていても、まだ実感がわいてこない。私が俊希さんに抱かれてもいいと思うまでは抱かないと言われ、なにをきっかけにそう思えるのか、わからないのだ。

　抱かれてもいいと心を決めなければと思う反面、やっぱりまだ怖いという気持ちも強い。これまでに一度でも好きな人との甘い時間や深い関係を経験していれば、俊希さんに飛び込むタイミングがわかるかもしれないのに。今さらそんなことを考えても、時すでに遅しだけど。

「アイボリーって、珠美のイメージだし、これにしよう」

　俊希さんの声に、ふっと我に返る。

　俊希さんは目の前のカーテンを店員さんに注文していて、私の意見は聞いてくれないのかと、少しがっかりした。

「珠美って名前、真珠のように美しい女性になってほしいって願いが込められているんだろ？」

　俊希さんが優しい目を私に向けた。

「は、はい……。ようやく生まれた女の子だったので、かなり欲張りな願いを込めてつけてくれたらしいんですけど。名前負けしていて、恥ずかしいです」

「そんなことないだろ。まあ、そんな勘違いもかわいいんだけど。で、真珠って、真っ白というより光の加減でアイボリーに見えるだろ？　だから、このカーテンにしようって決めた」

「そ、そんな簡単に決めていいんですか？」

「簡単に決めちゃって、いいの？　だろ？」

「あ、はい。いえ、うん」

「アイボリーって、優しい色で好きなんだ。……珠美を思い出す色でもあるし。これにしよう」

　目の前にかけられているカーテンは、無地の生地に光沢のある糸で小花の刺し繍しゅうが施されている。柔らかな風合いで、その場を和ませる雰囲気がある。

「いいね、アイボリー」

『好きなんだ』と言われたのは私ではなくアイボリーのことなのに、その色に私を重ねられて、気持ちは高まる。

「じゃ、寝室はこれに決定ってことで」

　俊希さんは満足げに頷くと、傍らにいた店員さんに家の間取り図を見せ、サイズの相談を始めた。オーダーメイドのカーテンは、仕立て上がるのに一週間ほどかかるそうだ。できれば今日持って帰りたかったけれど、仕方がない。

　選んだ理由のひとつが私の名前だというカーテンが寝室にかけられる時、私はどんな気持ちでそれを見るのだろうか。その時もまだ寝室を分けたままで、自分の気持ちを理解できずうじうじと悩んでいることだけは、避けたい。

　カーテンを選ぶことに限らず、私との時間を楽しむ俊希さんを知れば知るほど、どんどん惹かれていく。

　お見合い、そして同居、いずれは結婚。慌ただしく進む流れに戸惑っていた私の体から、俊希さんへの緊張が解け始めているのを感じた。




　ショッピングモールでの買い物を終えたあと、俊希さんの友達がやっているというお店に連れていってもらった。

　十四時を過ぎ、昼食には遅い時刻。お腹が空いていた私は、車で十五分の道のりが長く感じられて仕方がなかった。

　ようやく着いたお店は、『いろどり』という和食のお店で、純じゅん平ぺいさんという俊希さんの大学時代からの親友が開いているお店だった。

　お父さんの跡を継いだという純平さんは、たくましい体に調理用の白衣がよく似合っていた。学生時代アメフトをしていたというのも納得の大きな体と手から作り出されるお料理は、見た目も味も繊細で、そのギャップが面白い。

　ひとり息子の純平さんは、父親の跡を継いで料理人になると子どもの頃に決めていたそうで、大学卒業と同時にこのお店に入り、数年間の修業を経て跡を継いだらしい。同じく会社の後継者としての未来が決められていた俊希さんとは気が合い、親しい付き合いを続けているのだとか。

　ランチの時間を過ぎ、夜の営業までの仕込みの時間だということで、私と俊希さん以外は誰もいない貸し切り状態。純平さんの迷惑ではないかと恐縮していると、「俊希が婚約者を連れてくるっていうから、気兼ねなく話せるこの時間に来いって俺が言ったんだよ」と教えてくれた。

　お父さんの代から続くこの店は、テーブル席とカウンター席で二十人ほどが入れば満席になる、こぢんまりとしたお店。けれど、吟味されたおいしい食材と純平さんの調理人としての腕、そしてあらゆる種類の日本酒が揃えられていることで有名な人気店だ。来るのは初めてだけど、名前は何度か耳にしたことがある。

　お酒が充実しているとはいっても、車の運転があるため、私たちはお酒は飲まず料理を楽しんでいた。

　純平さんは、夜の営業の仕込みをある程度終えたあと、私たちに料理を出しながら俊希さんとにこやかに話している。

「俊希がいよいよ結婚するなら、みんなに声をかけてここでお祝いしないとな」

「お祝いなんて言いながら、集まるネタが欲しいだけだろ」

「まあな。最近はなかなかみんなで集まる機会も減ったしなあ。たまに顔を出す奴らもいるけど、転勤やらでこの辺りにいる顔ぶれは限られてるし」

　純平さんはそう言って残念そうに笑うと、カウンターの向こうから「熱いうちにどうぞ」と田でん楽がくを置いてくれた。

「いただきます。味噌の香りがいいですね」

「味噌は嫁さんの手作り。うまいだろ？　子どもが小さいから、なかなか店を手伝えないんだけど、味噌や漬物を作って持ってきてくれるんだ」

　誇らしげな表情からは奥さんへの愛情が感じられて、ここにはいない奥さんが羨ましくなった。

「嫁さんも俊希に会いたいって言ってたんだけど、息子が水泳教室に通っていて、付き添いなんだ。悪いな」

　軽く頭を下げた純平さんに、俊希さんはくすりと笑った。

「アメフト部のキャプテンとバスケ部のキャプテンの子どもだもんな。子どもも運動神経は抜群なんだろ？」

「そうなんだよ。水泳と体操教室に通っていて、どっちも才能あるんだ。まだ五歳だけど、いつかオリンピックに出るんじゃないかって期待してるんだ」

　身を乗り出して勢いよく話す純平さんに、私と俊希さんは顔を見合わせた。

「……親バカ」

　俊希さんは、肩を震わせながらぽつりとつぶやいた。

「あ？　なにか言ったか？」

「いや、なんでもない。惚れに惚れた女と結婚して、幸せいっぱいで。おまけに店も順調で、羨ましいだけだよ」

「まあな。せいぜい羨ましがってくれ。と言いつつ、俊希もこんなキレイなお嫁さんをもらうんだろ？　美男美女で輝いてるぞ」

　大きな体に比例した大きな声で笑う純平さん。なかなか豪快な人のようで、俊希さんに遠慮なく突っ込んでいる。

「珠美さんは、小笹食品の社長のお嬢さんなんだよね」

　おいしい料理に舌鼓をうっていると、純平さんが私に声をかけてくれた。

「はい。父の会社をご存知ですか？」

「もちろん。うちも調味料のいくつかは小笹さんから仕入れてるし、食の博覧会なんかで社長さんと話をしたこともあるよ。今はお兄さんたちが頑張って盛り立ててるようだし、これからも安泰だな。で、珠美さんは俊希と結婚して神田商事の社長夫人になるんだよな」

「はい。そうです……よね？」

　ちらりと隣の俊希さんを見れば、『社長夫人』と言われて不安に似た思いを感じた私に気づいたのか、カウンターに置いた手を握ってくれた。

「社長夫人になるのは、まずは俺が神田商事に入ってからだけどな。ただ結婚はそれよりも先にするつもりだから、披露宴には純平も来てくれよ」

　俊希さんは、心からそれを望んでいるように言った。

「もちろん。神田商事と小笹食品だろ？　どれだけ豪華な披露宴になるのか楽しみだな。経済界の重鎮やら政治家の先生やら、芸能人も来るだろうし、嫁さんと一緒にデジカメ抱えて参加するぞ」

　純平さんは、ワクワクしている気持ちを隠そうともしない。

　そんな様子に慣れているのか、俊希さんは小さく笑うだけだ。

　そうか、小笹食品はともかくとして、天下の神田商事の次期社長の結婚だから、かなり盛大な披露宴になるはずだ。招待客は何人で、会場はどこなんだろう。英兄さんと佳兄さんの披露宴もかなりの規模だったけど、それ以上に贅を尽くしたものになるのは間違いない。想像するだけでめまいがしそうだ。

　それにしても、同居の慌ただしさに紛れて、具体的なことをまったく考えていなかった。神田家の意向が尊重されるだろうけど、私も腰を据えて準備しないとダメだな。俊希さんが恥ずかしい思いをしないように、まずはエステにでも通って、見た目を整えておこうかな。

　その前に、神田商事について詳しく勉強しておかなければ。会社の歴史もそうだけど、経営状況や役員さんの名前とか、知っておくべきことは山ほどある。あ、昨日の株価の終値っていくらなんだろう。

　思わずカバンの中からスマホを取り出してチェックしそうになるけれど、おいしい食事の最中だ、我慢しよう。

「どうした？　難しい顔をしてるぞ」

　考え込む私の顔を、俊希さんが覗き込む。

「あの、神田商事の資本金って、いくらでしたっけ？　あと、これから株式を買って、株主総会に出席……って、このタイミングじゃ無理か。今買っても、来年ですね」

「は？　株主総会に出たいのか？」

「あ……はい。でも、すみません、突然。そういえば、父が株主だったような気がするので、聞いてみます」

「聞いてみるって、え？　どうして株主総会に出席したいんだ？」

　箸を片手に、俊希さんは体を私に向け、訝しげに問いかける。

　私が株主総会に出席することが、そんなにおかしいのだろうか。たしかに、若い女性がいそいそと出かける場所ではないけれど、いずれ俊希さんが率いる会社のことを知りたいと思うのは当然だ。

「株主総会にこだわってるわけではないんですけど、結婚するからにはしっかりと俊希さんを支えたいし、神田商事について、ひとつでも多くのことを知りたいんです」

「……そうか」

　私の言葉がよっぽど意外だったのか、俊希さんは少しの間を置いて、ただひと言そう言った。

「もちろん、俊希さんが社長に就任しても、お仕事について口を出すようなことはしません。だけど、会社のことを知っていれば、なにかのお役に立てるかと思って」

　私をじっと見つめる俊希さんの瞳の奥が、ゆらゆらと揺れている。わずかに引き締まった唇がなにかを言おうとして開き、そして再び閉じられる。

「俊希さん？」

　無言で私を見つめ続ける俊希さんに体を寄せ、静かに声をかけた。

　すると、俊希さんは一瞬目を閉じたあと、ふうっと大きく息を吐き出した。

　まるで自分の心の中を整理しているような仕草に、不安を感じる。

　支えたいとか、会社のことを知りたいとか、生意気なことを言って嫌われたのかもしれない。

　私の右手を握っていた俊希さんの手に、左手を乗せて顔を近づける。

「あの、私、なにか気に障ることでも言いましたか……。気に障ったのなら、ごめんなさい。だけど、私は俊希さんの妻として、ちゃんと――」

「違うんだ。気に障ったわけじゃない」

　俊希さんの優しい声が、焦る私の声を遮った。笑いを含んだ口元からは、くすくすと震えた声も聞こえる。

「俊希さん？」

「悪い。いや、怒ってるわけでもないし、大丈夫だ。株主総会なんて言葉が出たからびっくりしたけど。まあ、一部上場企業の社長の娘なら当然か」

「は、はい……。小笹食品の株式を、少しですが持ってますし」

「だよな。今まで付き合ってきた女の口から聞いたことがなかったから驚いたけど、そうだよな。珠美は、あいつとは……違うんだな」

　目を細めた俊希さんの口から落とされたひと言に、心が重くなった。

　私に向ける視線には優しさも感じられるけど、同時に、複雑な感情も浮かんでいる。私を見ているのに、私を素通りして別の人に話しかけているようだ。

　そういえば今朝も、『あいつとは、違うんだな』とつぶやいていた。俊希さんに抱きしめられ緊張していたせいで、その意味を問う余裕がなく聞き流したけれど。俊希さんが『あいつ』と気安く呼ぶ誰か。それは、きっと女性だ。

　それに気づいた途端、俊希さんの手の上に重ねていた自分の手をすっと離した。それでも相変わらず右手は俊希さんの手の中にあり、ぎゅっと押さえられていて離すことができない。

「珠美？」

「あ、あの……」

　突然手を離した私を訝しげに見る俊希さんに、どう答えればいいのかわからない。

「俊希が悪い。結婚しようとしている女性に向かって、過去の女を匂わせるような言葉を口にするなんて、どうかと思うぞ」

　私たちの様子をカウンター越しに見ていた純平さんがからかうように口を挟む。

「は？　過去の女……。あ、ああ。ごめん。付き合ってきた女なんて言ったのを気にしてるのか？」

　俊希さんは慌てた声を上げた。

「勘違いするなよ。そりゃ、この年だから、今までなにもなかったとは言わないけど、この二年は誰とも付き合ってないし、珠美に話せないことはなにもない」

　よっぽど私が落ち込んでいるように見えるのか、俊希さんは言い聞かせるように言って、私の手を取りぎゅっと握る。

　会社で見るクールな姿とも、家で見る飄ひょう々ひょうとした様子とも違う、焦った表情と声が新鮮で、目が離せない。

「嘘じゃないぞ。俺がどれだけ仕事が忙しいかは知ってるだろ？　最近の俺に女と付き合える余裕があったと思うか？」

　普段は見ることのない必死な様子を目の前にして、私の中に意地悪な心が芽生えた。

「神田課長はやり手なので、女性と会う時間を作るくらい、余裕だと思います」

「そ、そんなわけないだろ」

　私の言葉に、俊希さんは顔を赤くし声を荒げた。

　とはいえ、たしかに仕事に追われる神田課長にプライベートを充実させる時間があるとは思えない。それに、もしも特定の女性の影がちらつけば、女性からの人気が高い神田課長のことだ、すぐに噂がたって広まっているはず。そんな噂をまるで聞かないとなれば、この二年は本当に誰とも付き合っていないんだろう。

　だけど私は、どうしても素直になれずにいる。そして、釈然としない。私を誰かと比べるような言葉を何度か聞かされたせいで、すっきりしないのだ。

「珠美？」

「あ、大丈夫です。俊希さんが私との結婚を決めたのは最近ですし、私と違って政略結婚することを子どもの頃から決められていたわけじゃないし……。私が誰ともお付き合いしなかったのは、自分の意志でそうしていただけで……」

　俊希さんの視線を避けるようにうつむき、相変わらず拗ねたような声で答えてしまう。

　覚悟していた以上に、俊希さんの過去の女性の存在に傷ついたのかもしれない。それだけ、私は俊希さんのことが好きだということなんだろう。

「え、珠美さんは今まで誰とも付き合ったことがないの？」

　私と俊希さんの会話を聞いていた純平さんが、私の言葉に驚いて口を開いた。

「はい、恥ずかしながら、そうなんです」

「そっか、こんなにキレイなのに、宝の持ち腐れだね。だけど、近づいてくる男はかなりいたでしょ」

　面白がっている純平さんに、首を横に振る。

「キレイな顔なんて……お世辞は言わないでください。男性から、何度か付き合いたいって言われたことはありますけど……たとえお付き合いをしても、私の立場ではいつかはお別れしないといけなかったし。気持ちを受け止めたことはなかったんです」

「へえ。もったいない。俊希なんて、今まで何人の女を泣かせたり泣かされたりしてきたことか」

「純平っ。お前、でたらめ言うなよ。俺がいつ女を泣かせたんだよ」

　純平さんの言葉に反応した俊希さんが、椅子から立ち上がり大声を上げた。

　俊希さんの性格を把握しているのか、純平さんは俊希さんに「まあまあ、座って料理を楽しんでくれよ」と、慌てることなくなだめている。

　俊希さんは大きく息を吐いて純平さんを睨んでいるけれど、純平さんはどうってことのないように笑い、手元の包丁を手にした。エビを処理しながら、「俊希が好きなエビの天ぷらを揚げてやるから、落ち着いて食べろ。そして、珠美さんを不安にさせたことを反省しろ」と、子どもにお説教をするように声をかけた。

「珠美さんも、エビは好き？　俊希はこれさえあれば満足だから、ケンカでもして仲直りしたい時はいっぱい揚げればそれで大丈夫。エビフライじゃなくて、エビ天だからね」

「……はい。そうします」

　エビフライはこの一週間で作ったことがあったけど、エビ天のほうが、好きだったのか。当然だとはいえ、知らないことばかりだな。

「言ってくれればよかったのに。今度はエビフライじゃなくて、エビ天をたくさん揚げますね」

　拗ねた顔で手元の煮物を食べている俊希さんにそう言えば、「珠美の料理はなんでもうまいから、どっちでもいい」と、私以上に拗ねているような声。

「それより、宝の持ち腐れのままでいいからな。妙なことを考えるなよ」

　俊希さんの不機嫌な声に、私はまごついた。

「妙なこと？」

「ああ。今から恋愛経験を積もうと考えて、近づいてくる男性と仲よくなるとか。それはやめてくれ」

「そうか……。それって、いいかも」

「は？　それっておかしいだろ」

　さらに不機嫌な声がお店に響き、俊希さんが私の言葉を本気にしたとわかった。

「冗談ですよ。私は俊希さんと結婚するんですから、よそ見はしません。恋愛経験ゼロっていうのは、残念ですけど」

　焦っている俊希さんを目の前にして、なぜか軽い言葉が口をついて出る。俊希さんの過去の恋愛を想像して、心が麻ま痺ひしてしまったのかもしれない。

　だけど、残念だなんて本当は思っていない。初恋の人であり、唯一好きになった男性と結婚できるのだから、私は幸せ者だ。いくつもの恋愛を重ねたとしても、結局は最愛のひとりと結婚して幸せになれればそれでいいのだから。

「はいどうぞ。熱いうちに。この塩で食べろよ」

　まだ不満げな顔の俊希さんの目の前に、純平さんが揚げたてのエビ天を置いた。

「珠美さんも料理が得意みたいだね。男なんて、胃袋をつかんじゃえばどうとでもできるんだから、どんと構えたらいいんだよ」

「はい……」

　ささやくような純平さんの声に、私は頷いた。

「ほら、俊希の好きなエビ天だぞ。どんどん食べて機嫌直せよ」

「お前はいつもそうやって食べ物で……」

　俊希さんはひとつ息を吐き、じろりと純平さんをひと睨み。けれど、エビ天に箸を伸ばした時には笑顔になっていて、どれだけ好きなんだとおかしくなる。

　私も揚げたてを食べようと箸を手にした時、俊希さんのカバンからスマホの着信音が響いた。

　エビ天を味わっていた俊希さんは、一瞬面倒くさそうな顔をしたあと、スマホを取り出す。

「葉月常務からだ。休みに珍しいな。……悪い、ちょっと出るわ」

「あ、なにかあれば、私も代わります」

　葉月常務からだと知って、仕事でトラブルでも起きたのかと慌てた。けれど俊希さんは軽く笑い、スマホを片手に席を立った。

「純平、奥の部屋、借りるな。……はい、神田ですけど、休日になにかありました？」

　低い声で葉月常務と話を始めた俊希さんは、お店の奥に歩いていった。一瞬で仕事モードに変わり、その背中は緊張しているようにも見える。

「相変わらず忙しいんだな」

　純平さんが、呆れた声でつぶやいた。

「親の会社を継ぐ前に、別の世界も知りたいとか言ってワンシステムに入ったけど、仕事が面白くなりすぎて、辞めたくないんじゃないのか？」

「そうかもしれません。まさか神田商事の御曹司で、いずれ会社を辞めるなんて誰も思っていないですし。神田課長が退職すれば、仕事に支障が出るのは間違いないんです」

「やっぱり、そうだよな。あいつは昔から真面目で一途で、ひとつのことにこだわるんだ。本当なら、二年前に親父さんの会社に入る予定だったのに、まあ、いろいろあってごねたんだよ。あの神田商事の社長になるなら覚悟もいるだろうし、諦めるものもあったし」

　当時を思い出すように、純平さんがため息をついた。

「諦める？」

「あ、いや、それは、いいんだ」

　私の問いに、純平さんは目を泳がせて言葉を濁した。そして、手元のまな板を何度も布巾でふいている。

　続く言葉をしばらく待ったけれど、純平さんは上手に視線を逸らし、口を閉じたままだ。俊希さんと話していた軽快な様子はまるでない。

　これ以上聞いてもなにも教えてくれないだろうと思い、私はエビ天に箸を伸ばす。さすがプロの料理人が揚げただけあって、さっくりしていておいしい。

　自分で揚げるとどうしても水っぽくなるか、衣がうまく馴染まない。俊希さんの大好物のようだし、コツを教えてくれないかな。

「純平さん、あの、教えてほしいんですけど」

「え？　俺からは、なにも言えないんだ。俊希が親父さんの跡を継がなくちゃならなくて、真ま奈なと別れたのは仕方がないし……って。あれ」

「真奈？」

「あ、あ。なんでもない、なんでもないんだ」

　純平さんは、手にしていた布巾を振り回しながら、慌てた声を上げた。大きな体を揺らし、必死でごまかしている。

　天ぷらのことが聞きたかっただけで、俊希さんのことを深く聞くつもりはなかったのに。けれど、ここまで焦っている様子を見れば、俊希さんの過去に、私には知られたくないなにかがあるとすぐにわかる。

『真奈』という名前に心当たりはないけれど、俊希さんにとって特別な人だったのだろうか。結婚を望み、人生を共にまっとうしたいと思った女性なのだろうか。

　たしか今、神田商事を継ぐために別れたと、聞こえた気がする。何度も出てきた二年前という言葉も気になる。

　俊希さんが二年ほど前に恋人と別れて以来、それまで以上に仕事に打ち込んでいることは、社内では有名な話だ。そして、本来なら二年前に神田商事に入るはずだったのに、それを猶予してもらい、今でもワンシステムで仕事を続けている。

　今、純平さんは、俊希さんはお父さんの跡を継ぐために真奈さんと別れたと言ったのに、これはどういうことだろう。ワンシステムで働き続けるつもりだったなら、どうして二年前に恋人と別れたんだろう。気になって仕方がない。

「珠美さん？」

「あ、はい」

　思わず考え込んだ私に、純平さんが気遣うように声をかけてくれた。

「俺、余計なことを言ったかな」

「いえ、違うんです。俊希さんのことをなにも知らないので、いろいろ想像しちゃって」

「悪い想像はしなくて大丈夫。俊希は珠美さんを裏切るようなことは絶対にしないから。そういう男だ」

「はい、それは俊希さんからも言われました。そのことは心配してません」

「なら、いいんだけど」

　そう言いながらも、まだ私に心配そうな目を向ける純平さんに、小さく笑ってみせた。

　私を気遣いながら、それでいて俊希さんのことも心配している純平さん。俊希さんとは口では素っ気ない言葉の応酬をしているけれど、お互いを心配しているのは明らかだ。今も、俊希さんが消えた店の奥をちらりちらりと見ながらそわそわしている。

　大きな体で不安げにしている姿がかわいくて、私はくすりと笑った。

「純平さん、私が聞きたかったのは、エビ天のことなんですよ」

「え、エビ天？」

「はい。こんなにからっと揚げるコツを教えて欲しくて。俊希さんの好物なら、時々作ってあげたいんで、教えてもらえますか？」

「ああ、エビ天ね。いいよ、コツなんて大したもんじゃないから」

　純平さんは私の言葉にホッとしたのか、うれしそうに笑い、頷いた。

「ありがとうございます！」

「そうなんだよ、俊希はエビ天が好きでさ、ここに来たらいつも大量に食べるんだよな。子どもかって思うほど、好きなものへの執着はすごいんだ。コンソメ味のロールキャベツも好きだから、今度作ってあげてよ。仕上げにコーンをスープに入れてひと煮立ちさせれば、完璧」

「コーンですね。わかりました。今度、なにも聞いていない振りをして作ってみます」

「あとはそうだな。あさりの酒蒸しと中華丼にも目がないから、あいつが疲れてる時とか、落ち込んでる時に作ってあげてほしいかな」

「よかった。私にも作れそうなものばかりで、ホッとしました。好き嫌いはないって聞いていたんですけど、やっぱり好物を作ってあげたいんで」

　セレブ育ちの御曹司だから、なにが俊希さんの舌を満足させられるのか悩んでいたのだ。純平さんが教えてくれたメニューなら大丈夫、簡単だ。

「いや……。俺のほうこそ、安心した。社長令嬢と見合いして結婚するって聞いて、それこそ政略結婚だし、心配していたんだ」

　純平さんはホッと息をつき、表情を緩めた。おいしいお料理を出し、この場を明るく盛り上げながら、私のことを探っていたのかもしれない。

　純平さんだって、職種は違うとはいえ親の跡を継いで料理人になった。俊希さんと似た人生をしっかりと受け止め、そして幸せな結婚をした。愛妻家で子煩悩だと隠さない強さはその幸せに裏付けられたもので、それを俊希さんにも手に入れてほしいと思っているんだろう。

「政略結婚ですけど、私、実は――」

　少しでも純平さんに安心してもらいたくて、俊希さんには内緒にしていることを言おうと、口を開いた時……。

「――だから、わかりました。月曜日の会見で、誰もがワンシステムに入りたいと思うくらい、俺が格好よく決めればいいってことですよね。とっておきのスーツととっておきの笑顔って……俺は芸能人じゃありません」

　奥の部屋から俊希さんの声が聞こえた。葉月常務ともめているとわかる不機嫌な声。

　月曜日の会見ってどういうことだろう。

　首をかしげ、奥から俊希さんが現れるのを待っていると……。

「珠美さん」

　純平さんの、小さな声。

「あ、はい」

「俊希って見た目もいいし、育ちだって申し分ない。だからといって、俊希が幸せかどうかはわからないんだ。あいつ、自分の思いどおりの人生には縁のない男だけど、いい奴だから。幸せにしてやってほしい」

　俊希さんに聞かれたくないのか、純平さんはカウンター越しに体を寄せ、深く頭を下げた。

「え、あの、純平さん、頭を上げてください。私は俊希さんのことが好きなので、えっと、大丈夫です。幸せにしてあげたいって思ってます」

　大きな体を折る純平さんの言葉に驚いた私は、思わず素直な言葉を口にした。

　きっかけがどうであれ、私は俊希さんを幸せにしたいし、私も俊希さんの隣で幸せになりたい。純平さんに言われるまでもなく、そう思っている。

「そう言ってくれてうれしいよ。あいつの意志がどうであれ、神田商事を継がないっていう選択肢はないんだ。奥さんになる珠美さんが背負う責任やプレッシャーも相当あると思うけど、支えてやってほしい。重荷だと感じても、珠美さんだけは俊希から逃げないでやってくれ」

　体を戻した純平さんの低い声には、私を信じているという思いが感じられた。そして、俊希さんを心配する気持ちも明らかだ。

「純平さん……あの、逃げるって。そんなことがあったんですか……？」

「それは……」

　私の言葉に、純平さんは悔しそうに唇をかみしめた。眉を寄せた苦しそうな表情を見れば、私の言葉を認めたとわかる。

「それって、真奈さんという人に関係がありますか？」

　ふと浮かんだ名前が、口をついて出た。さっき純平さんが言葉を濁してごまかそうとした名前が、絶えず引っかかっていたのだ。

　私の勘が当たっていれば、俊希さんの恋人だっただろう人。そうでなければ、ここまで純平さんが話すのをためらうわけがない。

　それに、俊希さんと結婚する私に気を遣って言いづらい気持ちもわかる。私自身、俊希さんがいない時に彼の過去を知ることに、後ろめたさも感じている。

　私は、何度か首を横に振った。

「すみません。答えづらいことなら、なにも聞きません。真奈さんという人のことも、逃げるって意味も教えてもらわなくても大丈夫です。政略結婚だけど、それに感謝しているくらい、私は俊希さんと結婚できることがうれしいんです。今さらなにを聞いても、聞かなくても、逃げません」

　俊希さんを幸せにできるのかどうか、私にそんな自信はないけれど、俊希さんの側から逃げるつもりはない。

「だって、俊希さんは私の初恋の人なんです。入社してすぐ好きになったんです」

　小さなつぶやきは純平さんの耳に届いたようで、一瞬の戸惑いのあと、大きく目を見開いた。

　やっぱり、この年になって初恋だなんて、びっくりされるのも仕方ない。

　私は居心地の悪さを隠すようにお茶を飲んだ。お皿に乗せられているエビ天は冷めて、食べ時を逃してしまった。

　俊希さんの大好物なのに、残念だな。

「珠美さん……」

　純平さんの声に視線を戻した時、かつかつと音が聞こえ、「顔だけはいいんだからって、なに言ってるんだよ」と文句を口にしながら、俊希さんが戻ってきた。

　純平さんははっとしたように私を見て、小さく首を横に振った。『なにも言うな』ということだろうか。

　私は小さく頷いて、それに応えた。

「悪い」

　俊希さんが乱暴に座った。カウンターにスマホを置き、お茶を飲む横顔は不機嫌さを隠そうともしていない。

　いったい葉月常務とどんな話をしたんだろう。

「エビ天、揚げたてを用意しようか？」

　純平さんが、俊希さんの様子をうかがうように声をかけた。

「いや、いい。せっかく作ってくれたんだから、これを食べるよ」

「遠慮するなよ。せっかくって言うなら、おいしい料理を食べてほしいのが料理人なんだぞ」

「そうだな。だけど、今度でいい。うまいエビ天なら珠美が作ってくれそうだし」

「え？」

　突然私の名前が出て、俊希さんを凝視した。

　俊希さんは硬い表情ながらも、好物のエビ天を食べて「冷めてもうまいな」とつぶやいている。

「純平の料理はもちろんうまいけど、珠美の料理に慣らされたし、エビ天も作ってもらうことにする」

「そうだな。奥さんの手料理が一番だよな。ということで、珠美さん、これから俊希をよろしく頼むな。見た目以上に頑固だし、扱いにくい男だけど、根はいい奴だから」

　うれしそうに話す純平さんに、私は控えめに頷いた。奥さんだと言われて、なんだか照れくさい。

「頑固なのは認めるけど、扱いにくいってのは余計だ」

　子どもっぽい俊希さんの声に、私は純平さんと顔を見合わせた。

　エビ天が好きで、思っていた以上に感情を見せてくれる俊希さんを、近くに感じてうれしくなる。

　緩む口元を見られないように、私も再び箸を取り手元のお料理を食べていると、ようやく落ち着いたのか、俊希さんがふっと息をついた。

「水曜日に予定していた記者会見が月曜日になった」

「え？　月曜日ですか？」

「ああ。大きな仕事だったし、もともとはうちが引き受ける予定じゃなかったから、マスコミが早めにいろいろ聞きたいらしい」

　本来ならワンシステムよりも大きな会社が開発する予定だった交通系ＩＣカードのシステム開発は、納期の厳しさにより開発側が降り、最終的にはワンシステムが引き受けて無事に納品を済ませた。そのことが世間の注目を浴び、記者会見を開くことになっている。

「葉月常務の電話は、そのことだったんですか？」

「そう。社長と葉月常務、そして俺と開発リーダーが会見に出る。葉月常務はグレーのスーツを着るから、かぶらないように俺は別の色にしろってさ。で、大学生がワンシステムに入りたいって思うような笑顔で会見に出ろって。いったい常務の頭はどうなってるんだ？」

　ひと息にそう言って、俊希さんは顔をしかめた。

　その顔もなかなか見応えがあって素敵だなと、思わずじっと見ていると……。

「俺の笑顔でどうにかなるわけないだろ」

　舌打ちでもしそうな機嫌の悪さ。相当、葉月常務に怒っているようだけど、私も葉月常務に同感だ。

　笑顔もいいけど、憂いを帯びた顔からも目が離せない。女子大生が俊希さんを見れば、すぐにでも会社説明会に来てくれそうだな。

「葉月常務、きっとうれしいんですよ。俊希さんが指揮を執ったプロジェクトを完了させることができて、マスコミの人に自慢したいんじゃないですか？」

「だとしても、俺は芸能人じゃないし、いずれワンシステムから離れるんだ。今顔を出すことがいいのかどうか、能天気な常務は考えてないんだろうな」

「あ……。そうですね」

　受注のために尽力し、先頭に立ってプロジェクトを進めてきたのに、俊希さんはいずれワンシステムを去る。でも、そのことを俊希さんが望んでいるとはどうしても思えない。

　忘れていたわけではないけれど、俊希さんのため息交じりの言葉に、私の気持ちは沈んでしまった。




　純平さんのお店をあとにして、家に帰ったのは十九時頃。私は洗濯物を取り込んだり、お風呂の用意をしたり、ゆっくりする間もなく動いていた。

　遅い昼食をいただいたけれど、夕食はどうしようかと考えていると、俊希さんは葉月常務からメールで送られてきた記者会見の資料をソファに座り読み始めた。

　かなりの人数が集まるらしく、宣伝部は今日と明日は、出勤しているに違いない。

　俊希さんは、ひととおり読み終えたのか、傍らで雑誌を片づけていた私を手招いた。

「私も資料を読んでいいですか？」

　記者会見がどんな手順で行われるのかが気になって、資料を手にした途端、私の体は俊希さんに抱き寄せられた。

「と、俊希さん、どうした……んですか」

「別にどうもしない」

「あ、あの」

　私の体はあっという間に俊希さんに抱え上げられたかと思うと、気づけば俊希さんの膝の上に座っていた。慌てて降りようとしても、腰に回された俊希さんの手がそれを許さない。

「俊希さん、あの、これって……」

「暴れると落ちるぞ」

「で、でも……」

　戸惑う私にかまうことなく、俊希さんは私の体をさらに引き寄せた。そして私の顔を優しく撫で、くいっと視線を合わせる。

　目の前に俊希さんの顔が現れて、息が止まりそうになった。

「家事を頑張るのもいいけど、少しはゆっくりしろ」

「あ……はい。でも、まだアイロンを……」

「そんなの、あとでいいだろ」

　俊希さんは私の体を抱きしめ、首筋に顔を埋めた。

　突然のことに、私はどうすればいいのかわからない。今朝も俊希さんに抱きしめられたけど、それ以上の親密さに心臓が暴れてもちそうにない。

　どうすることもできず、しばらくそのままでいると、俊希さんが顔を上げて私の体をその胸に引き寄せた。

　すとんと俊希さんの胸に体を預けた私は、さらに緊張して指先すら動かせない。ただ、頬に当たる俊希さんが着ているシャツからお気に入りの柔軟剤の香りがして、ほんの少しだけ気持ちは緩んだ。

「あ、あの」

　慣れない状況の中、なにか話さなければ、と口を開く。

　そんな私の状態を知ってか知らずか、俊希さんは私の背中を優しく撫でてくれた。

「そんな困った顔するなよ。こういうのも、初めてか？」

　くすくすと笑いながら、俊希さんが顔を近づける。

「はい、もちろんです。私、手をつないだことも、ないので……」

「じゃあ、これも、初めてだよな」

「え？」

　目の前が暗くなったと思った瞬間、唇に落とされた熱。初めて感じる温かさに、目を大きく見開いた。

　私の反応を探るように、俊希さんの唇が、ふわりと優しい動きで私の唇に触れる。

　キスしていると気づき、思わず体を逸らしても、いつの間にか後頭部に回された俊希さんの手がそれを許さない。

「恥ずかしかったら、目を閉じてもいいぞ」

　唇に直接告げるその声に、体の芯がくらりと揺れて熱くなる。

『目を閉じてもいい』と言われても、唇に落とされた熱に小さく反応するだけだ。

「もっと緊張して俺にも距離を取るかと思っていたけど」

　かすめるようなキスが繰り返される中で、俊希さんの声が聞こえる。

「あ、あの……？」

「前からこの家で暮らしているみたいに、すぐに慣れたな」

　俊希さんの唇が頬から耳へとするりと動き、当然のように鎖骨を刺激する。

　後頭部と背中にある俊希さんの手に体は引き寄せられ、ぐらりとバランスを崩してしまう。思わず両手を伸ばし、俊希さんの首にその手を回した。

「自分で抱きついてくるほど、俺にも慣れたんだな」

　かすれた笑い声とともに、俊希さんの言葉が私の胸元に落ちる。

　この一週間で、私は自分でも驚くほど、この家と俊希さんとの暮らしに慣れることができた。俊希さんと一緒に家の中を整えることができたことが一番の理由だけど、俊希さんが私の存在を受け入れてくれたことも大きい。

　子どもの頃から覚悟していた私と違い、突然決まった私との政略結婚を、俊希さんが前向きに考えることは容易なことではなかったはずだ。それに、神田商事の社長としての立場を固めるために〝手っ取り早い〟という理由で決めた私との結婚に、複雑な思いもあるはずだ。

　それでも、私を気遣い、愛せる可能性をいくつも見せてくれた。そして、俊希さん自ら私との距離を縮めようと、私を近くに置いてくれた。

　そのおかげで、私は俊希さんに慣れることができたのだ。

　今もこうして私を抱きしめ、キスをして、ふたりの結婚がよりよいものになるよう、努力してくれている。

　そう感じれば感じるほど、私の俊希さんへの想いはいっそう大きくなっていく。

「なにを考えてるんだ？」

　私の顔を見つめ、俊希さんが意地悪な口元を見せる。

「初めてのキスだろ？　なのに、考えごとができるなんて余裕だな」

「余裕なんて、ありません。ただ、俊希さんのことを考えていただけです」

　わざとに違いない不機嫌な声でからかわれて、強い口調で言い返した。けれど体から力が抜けていて、途切れ途切れになってしまう。

「俺のこと？　へえ」

「それに……」

　私を抱きしめる手つきが慣れていることも、気になるのだ。

　これまで俊希さんが付き合ってきた恋人にも、こうして触れていたのだろうか。結婚を考えたこともあると言っていた恋人とも、こんなふうに甘い時間を過ごしていたのだろうか。

　ふと浮かんだ疑問は、私の心に嫉妬として居座り、思わずそれを口にしそうになる。

　過去のことだと流し、意識しないようにしていたのに。俊希さんと触れ合ってしまえば、一瞬で私は弱くなる。俊希さんと体温を分け合った女性のことを想像してしまい、心が痛い。

　今日、純平さんがぽろりと口にした『真奈さん』という名前。きっと、俊希さんが二年前に別れた恋人。

　そのことを察して嫉妬してしまう心をどうすることもできない。

「珠美？」

　俊希さんの手が、私の頬を優しく撫でてくれる。

　まるで私を長く愛しているように見つめる瞳を向けられれば、したくもない勘違いをしそうになる。私は俊希さんに愛されて、そして望まれて妻になる、と。

　そんなふうに錯覚してしまう感情を心の片隅に押しやる。

　相変わらず慣れた手つきで私に触れる俊希さん。真奈さんにも、きっとこうして触れ、気持ちを注いでいたに違いない。

　そう思うと、切なくてたまらなくなる。

「俊希さん、私……」

　過去は過去だと自分に言い聞かせ、そして、初めて自分から俊希さんにキスをした。

　その瞬間、俊希さんの体が強張った。

　こんなことができる自分に驚いたけれど、嫉妬という感情が、私の中に隠れていた強さを引き出してくれたのかもしれない。

　真奈さんとは、どんなキスをしたんだろう。私のようにぎこちないものではなかったはずだ。俊希さんに愛され、自分の想いを素直に伝えられる自信に満ちていたはずだ。ふたりはどんな理由で別れたのか、そして、俊希さんは今でも彼女のことを愛しているのだろうか。

　なにもわからないし、聞くこともできない。嫉妬によって目覚めたのは強さだけでなく、俊希さんの心が知りたくても聞けない、臆病な自分だ。

　私がキスを繰り返すたび、俊希さんは自分からも同じように返してくれる。

　俊希さんが私との政略結婚を決めた理由を思い出せば、このキスに特別な意味はないとわかる。それでも、私を大切にすると決めた優しさに従って、私からのキスに応えてくれていると考えるのが自然だ。

　神田商事の社長としての責任を果たし、社会的な信用を得るためには、俊希さんには妻という存在が必要だ。条件が合えば、それが私でなくてもかまわないということは、私も納得している。

　けれど、俊希さんとのキスがこれほど幸せなものだと知ってしまえば、愛されたいという欲が生まれてくる。それに、私の体を慈しみ、愛でるように動く熱い指先を感じれば、もしかしたら俊希さんに愛されるかもしれないと、錯覚しそうになる。

　そして、俊希さんにも私と結婚したいと望んでほしいと、図々しい願いも溢れだす。だけど、その願いが叶わない切なさに、泣きたくなる。

「月曜日に着るスーツやネクタイは、珠美が選んでくれ」

　私の頬に唇を滑らせながら、俊希さんがつぶやいた。いつもより少しだけ荒い息遣いは、私を求めてくれているということ……だと信じたい。

「外面がよくて目立つことが好きな葉月常務が、俺と一緒にマスコミの前に立ちたくないと思えるくらいに仕上げてくれ」

　俊希さんは、くくっと笑い声を上げながら私の瞳を覗き込んだ。

　葉月常務のことがそんなに気になるのかと、私も思わず笑った。

「俊希さんは、なにを着ても似合います。葉月常務よりも、素敵です……」

　俊希さんの笑顔に促されるように、素直な言葉がこぼれる。

「だったら、これから毎日、珠美にコーディネートしてもらおうか。せっかく結婚するんだ、ふたりで仲よくやっていこう」

「あ……はい。せっかく……ですからね」

　俊希さんが口にした言葉に、やっぱりそうなんだと気持ちが沈んでいく。再び唇に落とされた俊希さんの唇の熱が、さっきよりも冷めているように感じた。

　私を大切にし、裏切らないと言ってくれる俊希さん。その気持ちに嘘はないと信じているけれど、私を愛しているからの言葉ではないこともわかっている。〝せっかく〟結婚するのだから、そうするべきだという責任感から生まれた言葉だろう。

　私が俊希さんを想う気持ちと同じ想いによるものからではないはずだ。

　このキスも、別れた恋人と交わしたキスとは想いの深さが違うのだろうと思えば、再び俊希さんの過去に嫉妬してしまう。

「俺のキスに、そろそろ慣れたか？」

　ぼんやりと考えを巡らしている私の唇に、何度も俊希さんの唇が落とされる。相変わらずくすくすと笑い、ふざけたような軽い動き。

　これも、せっかく結婚してふたりで生きていくのだから、距離を縮めて楽しくやっていこうという俊希さんの前向きな想いからのものなのかもしれない。そう、私を愛しているからキスを繰り返しているわけではないのだろう。

　私は俊希さんの首に回していた腕を緩め、俊希さんの体からほんの少し距離をとった。

「珠美……？」

　黙り込む私を気遣うような俊希さんに、私は首を横に振り笑顔を作ってみせる。そして、飛び込むように俊希さんの首に再び腕を回し、抱きついた。

　たとえ一方通行の想いだとしても、私ひとりを大切にしてもらえるのなら、それでいい。

　俊希さんが愛していた女性への嫉妬と羨ましさは忘れようと、自分に言い聞かせた。

　結局、その夜、俊希さんは私を抱きしめながらキスを繰り返しただけだった。

「珠美の初めては俺がゆっくりともらうから、焦らなくていい」

　昂ぶる私を見透かしたようにそう言って、それ以上なにもしようとはしなかった。

　もちろん、別々のベッドで眠りについた。










結婚するってばれました




　翌日、自分からキスをした私を俊希さんはどう思ったのだろうかと気になった私は、そわそわして落ち着かなかった。

　けれど俊希さんはそんな私に気づく様子もなく、記者会見に備えて資料に目を通していた。そして、葉月常務に指示された〝グレー以外のスーツ〟をふたりで選ぶときも「見た目だけかよ、俺は」と文句を口にしながらも、ネクタイを私に選ばせてくれたり、「夏物のスーツをもう少し増やさないとな」とつぶやいたり、私を意識する様子はまるでなかった。

　ようやくふたりで暮らすことに慣れてきたのに、夕べのキスがきっかけで、ぎこちなくなったらどうしようと思っていた私は、俊希さんの変わらぬ態度にホッとした。

　それに、俊希さんの過去に嫉妬した私からのキスに、俊希さんは応えてくれた。そのことを思い出せば、ぎこちなくなるどころか、ふたりの距離が近づいたような気さえした。




　そして迎えた月曜日。俊希さんと私は、初めて一緒に出勤した。

　電車で三十分ほどの道のりは、俊希さんと一緒のせいか緊張し、いつもより長く感じる。

　同居を始めてすぐ、俊希さんは『結婚するんだから、ばれてもいいだろ』と言って一緒に出社しようとしたけれど、社内でも知らない人はいない俊希さんと並んで出社するなんて、私にはハードルが高すぎた。

　女性からの視線や追及から逃げる自信はないし、どう答えればいいのかわからない。特に、脇田さんをはじめとする俊希さんを気に入っている女性たちからの反応が、正直怖かった。そんな不安をどうにか俊希さんにわかってもらい、別々に出社していたのだ。

　だけど週が変わり、私が新しい生活に慣れたと判断した俊希さんは、これからは一緒に行くと言って譲らなかった。

　せめて結婚式の日取りが決まるまではふたりの関係を公にしたくないと何度私が言っても、俊希さんは聞く耳を持とうともしない。それどころか、『だったら、今晩にでも両家の予定を聞いて、日取りを決めよう』とにやりと笑っていた。

　どうして私と一緒に出社したいのかはわからないけど、純平さんが言っていたように、俊希さんが頑固だというのは、よくわかった。

　その頑固さに、私は白旗を上げたのだ。

　家を出た時から緊張し、会社が近づくにつれて周囲が気になりドキドキしていた私を、俊希さんは面白いものを見るような目で見ていた。

　どうして私が一緒に行くのを嫌がるのかを、わかっているのかいないのか。俊希さんは終始笑顔を浮かべ、楽しそうだった。

「え、あれって、神田課長……だよね。え、どうして？」

「駅から一緒に歩いてたよ。彼女、総務部の人だよね」

「たまたま一緒に来ただけじゃないの？　だけど、あんなに神田課長が優しく笑ってるのって珍しくない？」

　ようやく会社に着いた時、あらゆる角度から視線を感じ、ひそひそと話す声が耳に入った。

　予想していたとはいえ、注目を浴びるのに慣れていない私は、出社早々疲れてしまい、しばらくの間、仕事が手につかなかった。

　そんな私とは対照的に、俊希さんは「別に悪いことをしているわけじゃないだろ」と言って、平然としていた。ぜひともその強さを分けてほしい。

　そして、私と俊希さんが結婚することは、あっという間に社内の誰もが知ることとなった。その発信源はなぜか俊希さんで、経営企画部の女性からそれとなく私との関係を聞かれただけだというのに、お見合いがきっかけで結婚を決めたとあっさり答えたらしい。

『総務部の小笹と、近いうちに結婚することになった』

　俊希さんのその言葉は、経営企画部にいたすべての人の耳に届き、あっという間に社内中に広まってしまったのだ。

　私がいずれ両親の勧める男性と結婚しなければならないことを知っている人は多い。俊希さんが神田商事の後継者だと知られるのも時間の問題かもしれない。俊希さんのことだから、それは想定済みのことなのだろうけど。

　そして、あらゆる人からお祝いの言葉をもらう中で、予想どおり、女性からの視線は複雑なものだった。単純に驚いている人もいれば、好戦的な視線を向ける人もいた。

　俊希さんの女性からの人気を改めて思い知り、やっぱり私にはもったいない男性だなと実感していると、葉月常務が私の席にやってきた。

「披露宴で乾杯の音頭は任せてくれ」

　いきなり大声でそう言って、私の背中を軽く叩く。

「あ、常務……。ありがとうございます」

　喜んでいるとすぐにわかる笑顔を向けられて、照れる気持ち以上にうれしくなる。

「小笹と神田は、今日一番の話題のふたりだな。さっき神田と打ち合わせで会ったけど、あの飄々とした男が口元を緩ませて幸せそうにしていたんだ。ほら、これだよこれ。なにかに使えるかと思って隠し撮りしておいた」

　葉月常務がもったいぶるようにスマホの画面を私に見せてくれた。

「隠し撮り、ですか？」

「そうなんだ。打ち合わせが終わって、その場を離れる振りをしながら、こっそりと。シャッター音が響いたから慌てて逃げたけど、気づかれたかもしれないな」

「逃げたって。常務、子どもじゃないんですから……」

　ははっと笑う葉月常務のスマホの画面には、会議室で後輩たちと談笑している俊希さんの顔が写っている。滅多なことでは表情を崩さない俊希さんなのに、その写真はどう見ても笑っている。

「たしかに……笑ってますね」

「だろ？　あまりにもレアな顔をしてるから、急いで撮って逃げたんだ。あ、あとで小笹のスマホにも送ってやるから楽しみにしてろ。夫婦ゲンカをして腹が立った時は、この写真を見て落ち着くのもいいかもな。それにしても、本当に男前だよな。今日の記者会見でも、この顔が話題になるんだろうな」

　葉月常務は俊希さんの写真を見ながら、羨ましげに笑う。

「そうですね」

　俊希さんは、見た目が注目されることが面倒で仕方なさそうだったけれど、それは口に出さず黙っておいた。




　その後、慌ただしく仕事を終えて、午後に予定されている記者会見の会場に向かおうとエレベーターを待っている時、佐都里につかまった。

「神田課長が珠美とのことをあまりにもあっさりと答えるもんだから、聞いた女の子も驚いて『おめでとうございます』としか言えなかったらしいよ。ていうか、神田課長は珠美とのことを聞かれるのを待っていたみたいなのよね」

「それって、どこからの情報？」

「新入社員研修で担当した経営企画部の男子。つかまえて、いろいろ教えてもらったの」

　エレベーターに佐都里とふたりで乗り込んで、口早に話す。

　誰とでも気軽に話せる佐都里の交友関係は広く、社内のあらゆる情報をタイムリーに手に入れてくる。そんな彼女は、俊希さんと私の結婚の話が大々的に広まったことで私がオロオロしているだろうと心配し、総務部を覗いてくれたようだ。

　心配そうな顔をしながらも、「これでよかったんだよ」と笑う佐都里のおかげで、気づかないうちに張りつめていた気持ちをようやく解放できたような気がする。

　佐都里に感謝しながらホッと息をついたと同時に、エレベーターが一階に着いた。

「じゃ、行ってくるね」

　私は、エレベーターに残ったままの佐都里に手を振った。

「頑張ってね。明日になれば噂話も多少は落ち着くだろうし。めげずにちゃんとふたりで出勤しなさいよ」

「うん。わかってる、じゃ、気を遣わせてごめんね」

「いいよいいよ。こないだおいしいワインを飲ませてくれた神田課長へのお礼だよ」

　明るくそう言ってくれた佐都里に頷いて、私は急ぎ足でロビーを抜けた。そして、記者会見が開かれるホテルへと向かった。

　葉月常務が出席するということで、補佐――というより、雑務担当の私も現場に入ることになったのだ。

　俊希さんを遠目からでも見ることができそうだ。

　私が選んだスーツとネクタイを身に着けた俊希さんを思い浮かべると、自然に足取りも軽くなった。




　会見が行われる広い部屋には、たくさんの記者が詰めかけ、社長や葉月常務、俊希さんたちが登場した途端、フラッシュの嵐となった。

　会見で、俊希さんは開発を引き受けた経緯と、今の気持ちなどを質問され、躊躇なく堂々と答えていた。

　整った顔でよどみなく答える姿はとても素敵で、会場の片隅から見ていた私は目が離せない。あの人と結婚できるんだと自分の幸運に感謝しながら、キスを交わした時のことまで思い出してしまい、仕事というよりは俊希さんのファンのような気持ちで見ている。

　そして、記者の人たちとのやり取りが和やかに進む中、俊希さんの表情がいつも以上に生き生きしていることに気づいた。

　感情の波を自分でコントロールでき、いつも同じ熱量で相手に向き合っているのに、今の俊希さんは仕事に対する思いが強く溢れ出て仕方がないようだ。

　やり遂げた仕事への誇りが力となり、それが言葉となって輝きを放つ。室内を明るく照らす光のせいではなく、俊希さん自身が輝いているのだ。

　これまで気づいていたつもりで気がついていなかった、俊希さんの仕事への深い思いを目の当たりにして、私はさらに目を逸らせなくなった。

「今回の仕事をきっかけに、さらにやりがいのある仕事を手がけたいですね。我が社には信じるに足る優秀な社員が大勢いますので、これからも積極的に手を広げたいと思っています」

　社長や葉月常務が満足げに頷く横で、俊希さんはそう言って表情を引き締めた。

　単に見た目が整っているだけではない、仕事ができる男だとわかる姿はとても魅力的で、女性だけでなく男性をも惹きつけたはずだ。

　その魅力はきっと、仕事が好きで仕方がないという単純な想いから生まれたもの。『さらに』や『これからも』と口にしたことを考えれば、今の仕事をこの先も続けていきたいと思っているとわかる。

「本当は、辞めたくないんだ……」

　生き生きと話す俊希さんを見ながら、そのことに気づいた。

　俊希さんはいずれ父親の会社を継がなければならない運命の中で、やりがいのある仕事に巡り合い、結果を出している。そんな彼に憧れ、その背中を追う若手が多いだけでなく、自分の部下に引き抜きたいと望む部長も多い。

　実質ともに、俊希さんはワンシステムを支えているのだ。

　責任感の強い俊希さんが、会社を辞めたいと思っているわけがない。このまま今の仕事を続けたいと願っているはずだ。そして、それは叶わぬ願いだと、誰よりもわかっているのも間違いない。

　俊希さんが隠している本心に気づいて、胸が痛んだ。

　政略結婚に前向きな気持ちを見せているとはいっても、私とは置かれた状況がまるで違う。俊希さんにとって父親の会社を継ぐということは、これまで築き上げてきた自分の過去をすべてリセットするということだ。今浮かべている笑顔も実績もなにもかも、手放さなければならない。

　それを俊希さんが望んでいるわけではないのは、遠目からでも明らかだ。

　だけど、私にはどうしてあげることもできない。たとえ私との結婚を白紙に戻したとしても、俊希さんが神田商事を継がなければならない運命は変えられないのだから。

　そう、私は俊希さんのために、なにもしてあげることができないのだ。




　十六時頃、記者会見が終わり、いったん会社に戻るつもりでいると、葉月常務に声をかけられた。

「今日はもう店じまいだ。このまま家に帰ってゆっくりしなさい。会社に戻っても、神田とのあれやこれやを聞かれて面倒だろ？　神田の例の写真ならさっきメールしておいたから、ゆっくり眺めて癒されてくれ」

『どうだ俺はいい上司だろ』とでも言うような笑顔で私にそう言うと、マスコミの人と話している社長のもとへ戻っていった。

　その途中で振り向いてガッツポーズを見せなければ、素敵な常務様なんだけど。

　どこかお茶目な葉月常務のおかげで、ほんの少し気持ちが浮上した。そして、大勢の人に囲まれている俊希さんを残し、私はホテルをあとにした。




　家に帰ってすぐ、葉月常務が隠し撮りしたという俊希さんの写真を見た。

　経営企画部の後輩たちと話している表情は穏やかで格好よく、つい見入ってしまう。

　テレビを観ながら声を出して笑ったり、好物のハンバーグを食卓に出せば途端に無口になってひたすら箸を動かしたり。そんな、一緒に暮らして初めて知る俊希さんの表情にときめくことは多いけれど、仕事をしている時の表情は、やっぱり格別だ。

　その時、メールの着信音が響いた。

「あれ、また、葉月常務からだ」

　仕事でなにかあったのかと慌てて開いてみれば、【会いたい珠美ちゃんは帰っちゃった。残念】というタイトルと共に、写真が添付されていた。

　それは、記者会見が終わったあとなのか、ネクタイを少し緩め、辺りを見回しながら歩いている俊希さんの写真だった。

　不機嫌な顔をしている俊希さんもなかなか魅力的だ。まさかこの写真も葉月常務の隠し撮りだろうか。

　訳がわからないまま写真を見ていると、再びメールの着信音。それもまた葉月常務からで、今回は写真は添付されていなかった。

【どうして珠美を先に帰らせたんですかって、怒られちゃったよ。寂しがってる神田くんのお世話、よろしくね】

　どうやら今送られてきたのは、先に帰った私を探している写真のようだ。よく見れば、俊希さんの眉間にはしわが寄っていて、かなり機嫌が悪そうだ。

「私に用があったのかな……。それにしても、格好よすぎる」

　俊希さんの写真を見るだけで癒される。俊希さん本人を思う存分見つめるなんて、恥ずかしすぎてできないけど、写真なら平気だ。もうしばらく見ていよう。

　不機嫌な顔をしているけれど、それでも女性に人気があるのが納得の、整った顔。中でも、ほどよい厚みがある唇には色気があって……温かかった。

「恥ずかしい……」

　自分からキスをして抱きついたことを思い出して、ソファに腰かけている足をばたばたさせた。

　照れくさくてどうしようもないほど体は火ほ照てるけれど、俊希さんの本心を思い出して、切なくなる。

　政略結婚を少しでも幸せなものにしようと私を気遣い大切にしてくれる、優しい俊希さん。決して私を裏切らないとも言ってくれた。そんな、私にはもったいないほど素敵な俊希さんに、せめて大好物のロールキャベツを作ってあげよう。純平さんからこっそり教えてもらったとおり、仕上げのコーンを忘れずに。

『幸せにしてやってほしい』

　純平さんに言われた言葉に、心の中で何度も頷いた。




　私と俊希さんの結婚が社内に知れ渡ってから数日が経ち、ようやく落ち着いて仕事ができるようになった。

　多くの人から『おめでとう』と言ってもらえる一方で、厳しい視線と言葉を投げられることもあったけれど、混み合う社員食堂で脇田女史が『おめでとう。神田課長が鍵愛しているらしいわね。お幸せに』と言ってくれたことで、鎮静化。これまでと変わらない状態で仕事を続けている。

　けれど、俊希さんとの結婚が現実味を帯び、両家で日程の調整が始まった今、いつまで仕事を続けられるのか。そのことが気がかりだ。

　俊希さんが正式に神田商事に入社するタイミングで私も退職するべきか、それ以前に辞めて、結婚準備に励んだほうがいいのか。忙しい俊希さんに相談したいと思いながらも、その時間を作れずにいる。

　先日の記者会見以来、ワンシステムに対する世間からの評価が高まり、新規の顧客が増えたり、システムのメンテナンス契約の拡大や延長、そして、これまでなら他社が手がけていた仕事を依頼されたりと、会社全体が忙しくなっているのだ。

　おかげで、俊希さんの忙しさは半端なものではない。さらに、記者会見で見た目のよさが話題となった俊希さんにはマスコミからの取材依頼が続き、宣伝部は悲鳴を上げているとも聞く。

　ただ、雑誌やテレビの取材を受ければ会社の知名度は今以上に上がり、業績アップにつながるとわかっていても、俊希さんはそれを断り続けている。

　私との結婚を控え、近いうちに退職することが決まっている俊希さんを、これ以上会社の顔のように動かしたくないというのが上層部の一致した意見であり、俊希さんもそれに納得している。

　どうやら、俊希さんが神田商事の御曹司だということは、彼の入社が決まった時から上層部の方々には知られていたらしい。社員の中にも、神田商事の記事や報道の中で俊希さんのことを知った人はいるらしく、完全なる秘密ではなかったようだ。私の身元が知られていることを考えれば、それは当然なのかもしれない。

　だから取材依頼があれば、俊希さんではなく同じ経営企画部の若手数人にあたらせているようだ。

　俊希さんへの取材依頼なのにそれはどうなのかと思うけれど、若手たちも、仕事ぶりはもちろん見た目のよさでも俊希さんに引けを取らない男前ばかり。意外にも評判はいいようだ。

　少しずつ退職への道筋がつけられている俊希さんはこれまでと変わることなく、日々の仕事を精力的にこなしている。その様子を見れば、本当はこのままワンシステムで仕事を続けたいんだろうなと思う。

　このことで私にできることはなにひとつないとわかっていても、俊希さんが生き生きと仕事をしている姿を見るたび、どうにもならない現実にため息が出る。

「明日のお弁当は、サンドイッチがいいんだけど」

　遅い時間の夕食を食べながら、俊希さんが思いついたように言った。

「え、珍しいですね。いつもご飯がいいって言ってるのに」

「明日は一日忙しいんだ。長い間受注を狙っている企業へのプレゼンの最後の打ち合わせとリハーサルだ。一日会議室にこもるから、その合間につまみたいんだ」

「相変わらず忙しいんですね。わかりました。サンドイッチと、俊希さんが好きなかぼちゃスープを作って、スープジャーに詰めておきます。体を壊さないようにしてくださいね」

「大丈夫だ。忙しいのには慣れてる」

『慣れてる』と言いながらも眠そうにしている俊希さんの体が心配だ。

　俊希さんはここ最近、日付が変わる頃に帰ってくる。終電を逃し、タクシーで帰ってくることも何度かあった。

　毎晩起きて俊希さんを待っている私を気遣って、『先に寝ていていい』と言ってくれるけれど、遅すぎる夕食を食べる俊希さんの向かいの席に座り、ふたりであれこれ話すほんの短い時間を、私は楽しみにしている。

　今日はいつもより少しだけ早く帰ってきた俊希さんに食事を用意して、私もお茶を飲んでいる。

「そのプレゼンに、前野も説明員として立つぞ」

　食事を終えた俊希さんが思い出したように言った。

「知ってます。緊張知らずの佐都里が『胃が痛い』って言いながら原稿の確認をしてました。社運がかかってるって言ってたんですけど、それほど大切なプレゼンなんですか？」

「まあ、どの仕事も大切だけど、たしかに大きな仕事だな。もし受注できれば業界内の売上高の順位が変わるだろうし。だからといって、受注できなくても会社の経営に影響はないけどな」

「そうなんですか。佐都里はかなりプレッシャーを感じているみたいで、無事に任務を果たせるように願掛けだって、私の料理を断ってるんです」

「は？　料理？」

　意味がわからないとでも言うように、俊希さんが私を見る。

「はい。佐都里は食べることが大好きなんですけど、その中でも私の手料理が一番好きだからって、プレゼンが無事に終わるまで私の料理を食べないって言ってます」

　ここに引っ越してくるまでは、週に一度は佐都里の家に夕食を作りに行っていたけれど、願掛け中の今はそれも断られている。

「そうか。前野の一番は珠美の料理なんだな。それは、俺と一緒だな」

　くくっと笑いながら、俊希さんがお茶を飲む。

「たしかに大きなプレゼンだし、是が非でも受注したい案件だけど。そうか、そこまで頑張ってるんだな。さすが葉月常務が期待してるだけはあるな。実は、常務はいずれ俺の後継者として前野を引っ張るつもりでいるんだ」

「そ、そうなんですか……」

　佐都里が優秀な開発者であり、将来を嘱望されていることは葉月常務からも何度か聞いたことがある。だから、俊希さんの言葉に大した驚きはない。でも、俊希さんの口から『俺の後継者』なんて言葉を聞かされて、私はどう相あい槌づちを打っていいのか、一瞬たじろいだ。

　今の仕事を続けたいはずなのに、どうして自分が去ったあとのことをこんなふうに話せるんだろう。

「俺の後継者を探せじゃないけど、社内の若手の中で将来有望だと思われている社員を近いうちに呼んで面接するらしい。本格的に経営企画部の底上げをはかるんだ。その候補に前野ももちろん入ってる。あ、このことは、秘密だぞ」

「はい……」

　その〝秘密〟を楽しんでいるように話す俊希さんの表情を見ながら、私は曖昧に頷いた。

「なあ、昨日のプリン、まだ残ってるか？」

　うつむいて考え込んでいた私は、俊希さんの声にはっと視線を上げた。

「プリン……あ、はい、ありますよ」

「じゃ、食べたいんだけど」

「ちょっと待ってくださいね」

　意外にも甘いものが好きな俊希さんに作ったプリンを冷蔵庫から取り出し、スプーンと一緒に俊希さんの手元に置いた。

　プリンをおいしそうに食べる俊希さんの顔を見るとうれしくなる。

　つい、明日はなにを作ろうかなと考えてしまう。私が作った料理やデザートが俊希さんの疲れを癒してくれるなら、なんでも作ってあげたい。

「前野もこのプリンが好きなんだろ？」

「はい。大好きですよ。一度に五個くらいペロリと食べてます」

「そうか。今日会社で『珠美のプリンをひとり占めしてずるい』って言われた」

「ふふっ。願掛けが終わったらいくらでも作ってあげます」

「来週は彼女の開発者人生の中でひとつの節目になるな。ま、本番に強そうだから大丈夫だろう。プリンもだけど、なんでも作ってねぎらってやってくれ。会社を支えていく大切な存在だからな」

　俊希さんはプリンを食べながら、相変わらずにこやかに話している。

　だけど私には、会社を辞めたくない気持ちを隠して無理しているように思えてならない。佐都里を誉められるのはうれしいけど、その笑顔を見ているのがつらくなる。

　どう声をかけようかと悩んでいると、俊希さんはプリンを食べ終え、席を立った。

「仕事を持ち帰ってるから、片づけてくるよ。いつも遅くまで付き合わせて悪いな」

　そう言って謝る俊希さんに、私も立ち上がり首を横に振った。そして俊希さんの横に並ぶ。

「俊希さんのほうが心配です。手伝える仕事があれば手伝いますから言ってください。確認作業とか打ち込みなら、お手伝いできますよ」

　俊希さんに少しでも早く寝てほしい。

　俊希さんの顔を見上げながら体を寄せると、お風呂に入ったばかりの体から、バラの入浴剤の香りがした。私と同じ香りに、一緒に暮らしていると実感する。

「ふたりで頑張れば、早く終わります。リビングのテーブルでしますか？　あ、パソコンが必要なら私の部屋から……え、ど、どうしたん――」

　リビングのテーブルを片づけようと動いた途端、私の体は俊希さんに抱き寄せられた。

「ふたりで頑張るって珠美が言ったんだろ？」

　私の背中に回った俊希さんの手に力が入り、俊希さんの体すべてで包み込まれる。

「俊希、さん？」

　頬に当たる俊希さんの胸に、くぐもった声で問いかけると、俊希さんが「ん」とひと言つぶやく声が聞こえた。

「あ、あの、お仕事……」

「わかってる。今夜中にはちゃんと仕上げるから、もう少し」

「は、はい」

　俊希さんの唇が私のまぶたの上を通り過ぎ、頬に刺激を与える。

　私が思わずのけぞると、背中にあった俊希さんの手がすっと動き、後頭部を支えてくれる。そして熱い唇が私の鎖骨の上を行き来し、何度か鋭い痛みを感じた。

「と、俊希さん、あの」

　続く刺激を与えられ、体が震えた時、私がそれを待っていたのを知っていたかのように、俊希さんの唇と私のそれが重なった。

「開いて」

　唇に直接落とされる声に従い口を開けば、すぐに俊希さんの舌が差し入れられる。

　お互いの舌を絡ませ合い、互いの想いと熱を確認すれば、誘われるまま私は両腕を俊希さんの首に絡ませた。

　角度を変えて何度もキスを繰り返しているうちに、私は俊希さんの体に支えられなければ立っていられなくなるほど体から力が抜けてしまった。

「珠美、かわいい」

　耳元に落とされた俊希さんの声が遠くから聞こえる。

「ふたりで頑張るなら、仕事よりこっちだろ、やっぱり」

　抱きしめた私の体を左右に揺らしながら、俊希さんはのどの奥で笑った。

　私がそう願っているからか、その笑い声は明るく、私を抱きしめることを喜んでいるように思えた。もちろん、それは私も同じだ。

　俊希さんが持ち帰った仕事の中には私が手伝えるものがいくつかあり、三十分だけという約束で手伝わせてもらうことになった。

　必要な資料が揃っているからということで、俊希さんの部屋に入ったのはいいけれど、何度ここに来ても天井まで続く書棚に並ぶ本の多さには驚かされる。

　そして、壁際に寄せられているベッドはダブルよりも大きなサイズで、視線を向けるたびにドキドキして落ち着かない。

　こうして意識しているのは私だけで、平然と机の上のパソコンを操作している俊希さんがそれに気づけば、笑われそうだ。

　あっという間に仕事モードのスイッチが入り、仕事を始めている彼を見れば、ほんの少し前まで抱きしめられ、キスを交わしていたというのが嘘のようで、物足りなさを感じる。

　急いで仕事を手伝わないといけないと思いながらも、読書好きな自分が顔を出し、本棚に並ぶ本をついつい眺めてしまう。すると、多くの本が並べられている棚の片隅に、見慣れないものがあった。

　二重のらせんが階段のように長く伸びたそれをじっと見れば、ＡやＴと書かれたマッチ棒のようなものがびっしりとついている。二十センチほどの高さのガラスケースに入れられたそれは、少し埃ほこりをかぶっていて、大切にされている様子はない。

　けれど、部屋の雰囲気に合わないせいか、目についた。

　ふと思い出したのは、中学か高校の理科の授業。それほど得意ではなかった科目だっただけに記憶は曖昧だけど、これは……。

「遺伝子？」

　そう、遺伝子の授業の時に見た模型とよく似ている。当時見たものよりも精巧に作られているけど、どうしてこんなものがこの部屋にあるんだろう。

　不思議に思い、じっと見ていると、いつの間にか私の背後にいた俊希さんの声が響いた。

「珠美も、ＤＮＡに興味があるのか？」

「ＤＮＡ？」

　聞き慣れない言葉に反応して、俊希さんを振り返った。

「そう。学生の頃、勉強しただろ？」

「はい……たしかに勉強させられた記憶はあります。その後まったく目にする機会はないんですけど」

「だろうな。まあ、普通はそうだよな」

　ホッとしたように言った俊希さんは、じっとその模型を見ている。

　一緒に暮らし始めてから見てきた、私を安心させるような表情とは違い、模型を見ているにもかかわらず、別の何かを見ているような、その柔らかな表情に不安を覚えた。

「俊希さん？」

　思わず出た声がその不安を隠せていなかったのか、俊希さんは気遣うように笑顔を浮かべた。

「あ、悪い。これ……大学時代の知り合いが誕生日にくれたんだ」

「誕生日？　プレゼントですか？」

「そう。俺は特に興味もないし、必要もないんだけど。滅多にこういうプレゼントをもらうことはないし、捨てることができないまま持ってるんだ」

「そう、ですか。たしかに珍しいプレゼントですよね」

　ＤＮＡの模型なんて、どこに売っているのかも検討がつかないけど、相手を驚かせるには十分なプレゼントかもしれない。

「普段ほったらかしにしてるから、ここに置いていることも忘れてたな。まあ、ここにあることに大した理由はないんだ、気にするな。さ、早く仕事を終わらせよう」

　俊希さんはそう言うと、本棚の側から離れるように私の背中を押した。

　私にあの模型を見せたくなかったのかと思うのは気のせいかな。

　腑ふに落ちないものを感じながらも、背中を押す俊希さんの手の力強さが、なにも聞いてほしくないと伝えているようで、俊希さんの動きに従った。

「とりあえず、この数字をここに入力してほしいんだ」

　俊希さんは私をパソコンの前に座らせると、いくつか指示をくれた。そして、私がそれを理解したのを確認すると、厚いファイルを手にベッドに腰かけた。あっという間に表情が変わり、広げた資料に集中する。

　手元の資料をめくるスピードの速さに驚きながら、私もパソコンに向かう。

　早く終わらせて、俊希さんに少しでも長い睡眠時間を確保してあげよう。

　キーボードをリズムよく叩き、数字を入力していく。そのうち私の頭の中からは、ＡやＴや、そして二重らせん構造のＤＮＡの模型のことは、すっかり消えていった。




　何度も『最後まで終わってなくてもいいから早く寝ろ』と言われながらもねばり、俊希さんから頼まれた仕事を終えたのは、約束の三十分をかなり過ぎた一時間後だった。

「ありがとう、助かったよ」

　俊希さんは私が入力した内容を確認し終えると、ホッと息をついた。

「いつでもお手伝いしますので、また声をかけてくださいね」

　そう言ってパソコンの電源を落とし、部屋から出ようとした時、「あ、ちょっと待て」と声をかけられる。振り向けば、俊希さんから白い封筒を渡された。

「これ、参考までに」

「え、なんですか？」

　受け取った封筒と俊希さんの顔を交互に見る。

「社長夫人になるための参考資料。いろいろ勉強して、俺をサポートしてくれるんだろ？」

　俊希さんは面白がるような声で言って、封筒の中身を見るように促している。

　なんだろうと思いながら封筒を開けると、そこには薄い冊子がいくつか入っていた。まとめて取り出して見れば、神田商事の会社案内や事業報告書などがあった。

「ネットで見ることもできるけど、ちょうど手元にあったんだ。おまけに親父の澄ました顔もしっかり載ってるから、笑ってやってくれ」

「あ、本当だ。澄ましてるというか、緊張してますね。でも、俊希さんに似ていて男前です。私の父の写真なんて、頑固オヤジにしか見えないし。あ、これは……」

　封筒の中に残っていた何枚かの紙を見れば、なにかのコピーだった。

「それは、四季報にも載っている程度のものだけど、一応、参考に」

　手にしたＡ４の用紙は、誰かが作成した資料だ。グラフや表などが見やすく書かれていて、神田商事入門編とでも言うべき内容になっている。業務内容や取締役の顔写真つきの一覧はネットで見たことがあるけど、まだ知らない情報もある。

「あ、主幹事さんが小笹食品と一緒ですね」

　ふと目についた、主幹事証券会社の名前。小笹食品と同じ『美み音お証しょう券けん』だと知って、親近感を覚えた。

「小笹食品の担当は和泉いずみさんとおっしゃるおじ様です。父に用事があって会社に行った時に何度かお会いしたことがあります。私が中学生の頃から担当してくださってるので、長いお付き合いなんですよ。私と年の変わらないお嬢さんがいらっしゃるらしくて、かわいがってもらっています」

　そういえば、和泉さんは私の結婚を気にかけてくれていたな。『珠美ちゃんを幸せにしてくれる男性を、見つけてあげるね』と冗談交じりに何度か言ってくれた。今も時々会社に顔を見せては、父さんと仕事そっちのけで世間話をしているらしいけど、元気なのかな。

　人当たりのよさと安心感を与えてくれる笑顔を思い出して、懐かしくなる。

「神田商事はかなり大きな会社だし、主幹事さんも大変でしょうね」

　手元の資料から視線を上げて俊希さんを見れば、戸惑いの表情を見せていた。

「俊希さん、どうかしました？」

「あ、いや……。なんでもないんだ」

　俊希さんは慌てて首を横に振り、視線を泳がせた。

　不自然な動きが気になるけれど、神田商事のことをこれ以上聞かれたくないのかもしれない。

「そうですか……それならいいんですけど」

　顔色もよくないし、やっぱり疲れているんだろう。

「じゃ、私は明日の準備をして寝ますね。俊希さんも早く寝ないと体を壊しますよ」

　そう言って部屋を出ようとドアノブに置いた手が、俊希さんにつかまれた。驚いて振り返れば、浮かない顔をした俊希さんが目に入る。

「あ、あの、なにか」

　小さな声で問いかけても、俊希さんはなにも答えてくれない。

「俊希さん……？」

「あ、いや。言っておくのを忘れていたんだけど」

　慌てたように早口で話す俊希さんに、少し違和感を感じた。

「はい……？」

「今日、母さんから電話があって、結婚式の日取りが決まりそうだから、次の日曜日にホテルの打ち合わせに来るようにって」

「あ、そうなんですか……」

　突然、結婚式という言葉を聞かされて、思わず口ごもった。

「ん？　どうした？」

「い、いえ、なんでもないです。そうですか、いよいよ日取りを決めるんですね。日曜日って、どこのホテルですか？」

「言ってなかったか？　『アマザンホテル』だ。支配人が父さんと仲がいいのと、招待客の数がかなりのものになりそうだからな。一番広い会場って考えると、アマザンになるらしい。珠美にも結婚式に夢はあるだろうけど、ごめんな。俺たちふたりで決められるものじゃないんだ」

　申し訳なさそうに謝る俊希さんに、私は首を横に振った。

「いいんです。アマザンなんて超高級ホテルの名前を聞けば二の足を踏んじゃいますけど、俊希さんがそれでいいなら、別に、私はどこでも」

　そう、俊希さんと幸せな結婚ができるなら、式場はどこでもいい。

　それにしても、結婚式にかかわることすべてを神田家主導で決められていると聞いて、なにも口出しせずにいたけれど、ホテルで行うことも今初めて聞いた。

　俊希さんとの同居に慣れるのに精一杯で、それどころじゃなかった。……なんて、俊希さんが私との結婚を会社のためだと考えている現実から目を逸らしていたことへの言い訳だな。だけど、そうか、今呼び止められたのは、結婚式のことだったんだ。

　俊希さんにつかまれたままの手に視線を落とし、もしかしたら、また俊希さんの体温を感じられるかもしれないと期待していた自分を振り払う。

「珠美？　日曜日、予定でもあるのか？」

　うつむいたままの私を怪け訝げんに思ったのか、心配そうな声が聞こえた。

「あ、大丈夫です。一日空いてます。時間とか、聞いておいてください」

「午後からって言ってたな。アマザンの近くにランチがおいしいカフェがあるって新人の女の子が言ってたけど、打ち合わせの前に行ってみるか？」

「はい、行きます。絶対に行きます！」

　俊希さんに誘われたのがうれしくて、思わず大きな声で返事をした。

　俊希さんはくくっと笑うと、「絶対に行こうな」と言いながら私の手を引き寄せて、抱きしめてくれた。

　今夜二回目の親密な時間。この温かさが、欲しかった。

　私は再びドキドキしつつも、自然に両腕を俊希さんの背中に回した。

　すると、俊希さんは私の耳元に唇を寄せた。そして……。

「日曜日、指輪も一緒に選ぼう」

　今夜私が眠れなくなりそうな言葉を、落とした。










切ないウェディングドレス




　ここ数日、仕事で遅い俊希さんの帰りを待ちながら、結婚情報雑誌を何冊も読んでいた。特に衣装のページは念入りに目を通し、ホテルでの衣装合わせに備えている。

　結婚式の日取りが決まりそうだと聞いて、ようやく俊希さんとの結婚を実感できるようになった。決めなければならないことは多いし、面倒だと感じることもある。けれど、神田商事の後継者と小笹食品の愛娘の結婚披露宴は、必ず開催しなければならない大きなイベントだ。

　広くその名を知られている両社にとって、結婚披露宴という場は祝いの席というだけでなく、多くの会社経営者や政財界の要人が顔を合わせる大切な場。出席したい人は多いと、俊希さんは苦笑していた。

　基本的に神田家主導で準備は進められているけれど、俊希さんのお姉さんである園その子こさんの結婚を経験していた春香さんは、母さんの私への思いを察してくれたのか、積極的に母さんを準備に参加させてくれている。出会って以来、気が合い仲よくしているふたりが張り切れば最強で、すでにホテルの披露宴担当の人と話をしているようだ。

　母さんたちが結婚式の準備を取り仕切ってくれるのはありがたいし、食事の内容や列席していただく方々については社長夫人のふたりのほうが詳しく、むしろ任せたい。

　だけど、神田商事という大企業の御曹司の結婚式だ。新聞や雑誌の記事になることを考えれば、俊希さんの隣に並ぶ私も妻として恥ずかしくない姿でいたい。俊希さんのためにも、ドレスに妥協はしたくない。

　だから、母さんたちが私や俊希さんの衣装に意見を言ってきても、それだけは妥協せずにいようと決めている。




　そして日曜日、ホテルでの打ち合わせの日を迎えた。

　朝食を食べていると、俊希さんが面倒くさそうに口を開いた。

「昨日、母さんから絶対に来いって電話があったよ」

「あ、私にも母さんから電話がありました。来ないと全部勝手に決めるって」

「そうか。あのふたりなら、やりかねないな」

「だけど、今日私たちが行っても、自分たちでどんどん決めちゃうと思います」

「たしかに、準備が楽しくて仕方がないみたいだからな」

「そうですね」

　私たちは、顔を見合わせて笑った。

「まあ、俺は特に希望はないけど、テーブルの数は相当なものだろうし、キャンドルサービスは時間がかかって疲れるから阻止しよう」

　俊希さんは思いついたようにそう言って、肩をすくめた。




　食事のあと、出かける準備を終えた私は、会社からかかってきた電話に出ている俊希さんを待ちながら、リビングでテレビを観ていた。

　たまたま流れていたニュースでは、国内で有名な大学が遺伝子に関する研究で大きな賞を受賞したことが伝えられている。大学の一室で行われている記者会見で、教授らしい人と、若手の研究員らしい人たちがマイクを手に喜びの言葉を口にしていた。

「遺伝子か……。やっぱり、よくわからないな」

　そういえば、俊希さんの寝室にもＤＮＡの模型があったと思い出していると、テレビの画面に、白衣姿のかわいい女性が映った。ショートカットがよく似合い、大きな目が印象的だ。

　今回の受賞に至るまでの経緯と苦労を話す彼女は生き生きとしていて、この受賞を喜んでいるのはもちろん、研究が楽しくて仕方がないようだ。

　その時、画面に【研究員　沢さわ木き真奈さん】と名前が表示された。

「あれ……」

　その名前を見て、なにかが引っかかった。

「真奈……」

　突然聞こえた小さな声に視線を上げると、俊希さんがソファの横に立っていた。

　そうだ、真奈さんは、俊希さんが以前付き合っていた人の名前だ。

　私はテレビの画面を見ている俊希さんと、画面に映っている女性を交互に見た。

　遺伝子の研究をしている、真奈という名の女性。そして、俊希さんの部屋に置かれていたＤＮＡの模型。そのことが私の中でつながり、今、俊希さんが一心に見つめている女性が、以前結婚まで考えた女性だと確信した。

　私は、記者からの質問にはきはきと答えている真奈さんを映し出すテレビに視線を戻した。

　化粧っ気がなく、ピアスやネックレスなどの装飾品はなにも身に着けていないけれど、受賞を心から喜んでいる顔には赤みが差し、とても美しい。

　たとえ今はなんの関係もないとしても、いざこうして俊希さんの過去に触れれば、穏やかではいられない。政略結婚で俊希さんの妻となる私と違い、恋人として俊希さんから愛されていた真奈さんを見ながら、目の奥が熱くなるのを必死でこらえた。

　その時、画面に目を向けたままの俊希さんが、口元を緩めてふっと笑った。その優しい表情は、初めて見る俊希さんの素顔のような気がした。

　あ、違う、初めてじゃない。あの夜、俊希さんが模型を見ながら浮かべていた表情と同じだ。そう、あの時の柔らかな表情と同じ。

「俊希さん？」

　うかがうように、私は声をかけた。

　すると、大きく息を吐いた俊希さんが私に視線を向けた。そして私の横に座ると、いきなり私を抱きしめた。

　勢いあまって、私の体はそのままソファに押し倒される。気づけば、私の視界には俊希さんの顔と天井だけが広がっていた。

「あの、俊希さん、どうしたの？」

「どうもしない。ただ、ちょっと感動してるだけだ。しばらくこのままでいてくれ」

　私の首筋に顔を埋めた俊希さんは、くぐもった声でそう言うと、私を抱きしめじっとしている。そして、私の存在を確かめるように「珠美」とつぶやいた。

　視線をテレビに戻せば、真奈さんがパネルを手になにかを説明している。そのパネルには、俊希さんの部屋にあったあの模型とよく似たらせんが鮮やかな色で描かれていた。

　かわいい顔の中に見え隠れする仕事への自信が彼女をさらに輝かせていて、その輝きは俊希さんの心を今でも揺らしているような気がした。さっきテレビに映る真奈さんを見ていた俊希さんの表情からも、それがわかった。

　私に向けられるものとは質の違う愛情を見せつけられて、心臓がしめつけられるように痛い。

　俊希さんの心の中の特別な場所に、今も真奈さんはいるんだ。そうでなければ今、実らせることができなかった想いを忘れるように私を抱きしめるわけはないのだから。

　わかっていたのに。気づいていたのに。好意と愛情は違うもので、政略結婚をして幸せになることと愛されることが別だということも理解していたのに。

　どうして私はそれを忘れていたんだろう。今私をきつく抱きしめ、私の名前を口にしている俊希さんの心には、今も彼女への愛情が溢れているということを。共に人生をまっとうしたいと思える女性がいたということを。

　俊希さんの体がほんの少し動き、私の右手は自由になった。少ししびれている右手をそっと動かして、俊希さんの背中に置いた。

　高級ホテルに行くからカジュアルになりすぎないようにと、私が選んだ麻のジャケット。手触りのいいそれを何度も撫でて、私は気持ちを落ちつける。

　納得していたことに改めて気づいただけ。こんなことで、俊希さんとの未来を諦めるなんてしない。私を大切にする、裏切らないと言ってくれた俊希さんを信じないでどうするの。俊希さんが真奈さんとどうして別れたのかはわからないけど、ふたりには縁がなかった。そして、私と結婚する未来は変わらない。それでいい。

「俊希さん」

　俊希さんへの想いを確認するように、私はつぶやいた。

「珠美」

　私の呼びかけに答えるように、俊希さんが私の名を口にした。私の体の横に肩肘をつき、体を起こす。そして、照れたような笑みを浮かべて私を見つめた。

「電話が長引いて悪かったな。打ち合わせに行こうか。……ウェディングドレス、珠美に似合うだろうな」

「はい。俊希さんも、タキシードが似合うと……ううん、きっと似合いますよ」

「どうだろうな。父さんに連れていかれたパーティーで何度か着たことはあるけど、慣れないんだよな」

「私は初めてだから、どんな感じなのかわからないです」

　ふふっと笑えば、俊希さんも肩を揺らして笑ってくれる。

　テレビの画面は、次のニュースを映していて、真奈さんは消えていた。

　それでも、一生懸命に研究のことを話す真奈さんの姿ははっきりと記憶に残っている。俊希さんも、過去を思い出して、なにかを感じたはずだ。

　俊希さんの中に、どんな形で真奈さんが存在しているのかはわからない。そのことをはっきりと聞く勇気もない。もしかしたら、俊希さんにはどうにもできない事情があって、お互いへの想いを残したまま別れたのかもしれない。

　……やめよう。いくら考えても、自分を追いつめることしか頭に浮かんでこない。

　政略結婚だけど私との結婚を望み、未来を幸せなものにしようと真摯に向き合ってくれる俊希さんを信じたい。たとえ俊希さんが私を愛していなくても、私は俊希さんのことが好きで、側にいたいと思っているのだから。

　自分を納得させるような想いを心の中で繰り返し、私は俊希さんの背中に置いた手に力を込めた。




　私ひとりが複雑な想いを抱えたまま、ふたりでホテルに向かった。

　俊希さんはいつもよりも明るい表情を浮かべ、運転する車の中でも饒じょう舌ぜつだった。

「おいしいカフェには、また今度行こう」

「そうですね。だけど、仕事は大丈夫なんですか？」

「大丈夫って言いたいところだけど、珠美をホテルに送ったあと、会社に顔を出してくるわ。打ち合わせには遅れると思う。ごめんな」

　運転席の俊希さんが、そう言って軽く頭を下げた。

　ランチを食べに行こうと車に乗り込んだ時、俊希さんのスマホに再び会社から電話がかかってきた。休日出勤している経営企画部の人からの電話で、トラブルが起こったとのことだった。そして、俊希さんの承認がなければ進められない業務があるため、出社してもらえないかと頼まれていた。

　最初は電話で指示をしていた俊希さんも、途中で限界を感じて会社に行くことにしたようだ。

「それほど時間はかからないと思うけど、俺の承認がないと動かせないデータがあるから、それだけを済ませてすぐにホテルに向かうから」

「わかりました。でも、今日は母さんたちが頑張るだけで、私たちは衣装を見る程度だし。無理しなくても大丈夫ですよ」

「その衣装合わせが俺は楽しみなんだよ。なんでこんな日にトラブルが起きるんだ」

　そう言ってため息をついているけど、それほど落ち込んでいる様子はない。これから処理する仕事のことを考えているはずの横顔は、むしろそれを楽しんでいるようにも見える。普段、仕事中に見る俊希さんの顔だ。

「葉月常務も痛む足を我慢して会社に来てるらしい」

「え？　常務が休日出勤ですか？」

「あの人はもともとシステムの開発者だったから、現場に戻りたいんだよ。今日も、自分がする必要のないシステムの設計をウキウキしながらやってるはずだ。経営や対外交渉なんて面倒だっていつも言ってるし。早期退職して、平社員としてもう一度入社してもいいって、あれは本気だな、きっと」

「早期退職って、それはなかなか斬新な考えですね。でも、葉月常務なら平気でやってしまいそうですけど」

　俊希さんを隠し撮りして喜んでいる葉月常務なら、普通は思いつかないこともしてしまいそうだ。

「早期退職か。俺もそうなるといえばそうだよな。責任を背負う仕事をさせてもらってるから、罪悪感はかなりあるけど」

　赤信号で車を停めた俊希さんは、ハンドルの上に置いた手に顔を乗せて、ぽつりとつぶやいた。

「俺が退職しても支障なく業務が進められるように、今、必死といえば必死でさ。後進の育成に邁まい進しん中ちゅうってとこだ。珠美にも面倒な思いをさせるけど、しばらく付き合ってくれ」

　ハンドルを抱くように体を預け、ちらりと視線を私に向ける俊希さん。

　遠慮がちなその言葉に、心がとくりと音を立てた。俊希さんの顔が妙に色っぽくて、目を合わせられない。

「私なら、平気です」

「なるべく早く引継ぎやらを終わらせて、結婚式の準備も手伝うから」

「はい……」

「じゃ、俺は仕事を終わらせてくるか」

　信号が変わり、俊希さんは車を走らせた。すでに意識は仕事に向けられ、頭の中は仕事の段取りでいっぱいのはずだ。

　今の仕事が本当に好きなんだと、改めて気づく。

『早期退職』と口にした時にわずかにゆがんだ口元からは、退職したくないという気持ちが見えた。今の仕事が好きでなければ、休日出勤をここまであっさりと引き受けるわけがないし……。

　そんな思いを振り切るように視線を上げれば、私がお気に入りのお店の近くだと気づいた。

「あ、次の信号で右折してもらえますか？　葉月常務も好きなチーズケーキのお店があるので、差し入れに持っていってください」

　慌てる私に、俊希さんは笑った。

「了解。あの人、酒もかなり強いのに、甘いものにも目がないからな。うちの若手たちにも持っていくよ」

「だったら、みんなでつまめるようにクッキーもいいですね」

「そうだな。奥さんからの差し入れだって、持っていくよ」

「え、そ、それは……」

　俊希さんが普段と変わらぬ声で言った言葉に、私は大きく動揺した。

『奥さん』って、それはうれしいけど……でも、まだ結婚したわけじゃないのに。

「くくっ。冗談だよ。そう言ってみんなに紹介できればいいけどな。俺はもうすぐ早期退職する身だから、無理だな、きっと」

　諦めたような俊希さんの声が聞こえたかと思うと、車は信号を右折し、間もなく目的のお店が見えてきた。

「あの茶色い屋根の店か？　ＯＬ御用達って感じの店がまえだけど、葉月常務のテリトリーの広さはあっぱれだな」

　俊希さんに落ち込んだ様子はなく、朗らかな声で笑っている。お店の駐車場に車を停めて、私に体を向けた。

「うちの若手はかなり食べるんだよな。多めに買って持っていくか。それから、俺の奥さんが好きなザッハトルテもあるのか？」

「お、奥さんって、また……え、どうして、それを知ってるんですか」

　今まで俊希さんにザッハトルテが好きだと言った記憶はないし、一緒に食べる機会もなかったはずなのに。

「俺には前野というおしゃべりな……いや、物知りな知り合いがいるからな」

「あ……佐都里が」

　このお店には佐都里と来たことがあり、私がチョコレート好きで、特にここのザッハトルテには目がないことは知っている。

　なにかのついでにそんな話でもしたのかなと考えていると、不意に目の前が陰った。

「え、あ、あの……」

　目の前に、俊希さんの整った顔があった。

　今にも重なりそうな唇から視線を外せずにいると、俊希さんはにやりと笑った。

「俺も、好きなんだ」

「……っ」

　思いがけない言葉に、私は息をのんだ。

『好き』なんて、突然どうして……。

　あわあわしている私を見て、俊希さんは肩を震わせ笑っている。

「俺も、好きなんだよ。ザッハトルテ。今度ふたりでここに食べに来ような」

「あ……ザッハトルテ……。なんだ、そうですよね」

　私のことを好きだと言ってくれたのかと、一瞬、期待した。そんなことあるわけないのに。

　私は視線を落として表情を隠し、がっかりした気持ちをしまい込んだ。

　そんな私の気持ちにかまうことなく、俊希さんは私の唇にキスをし、「もっと好きなものは、あるんだけど」と意味深な言葉と笑みを残して車を降りた。

　残された私は呼吸と気持ちを整えるだけで精一杯で、なにが起こったのか、すぐにはわからなかった。




　約束の時間よりも早めに着いた私は、ホテルのロビーのソファに座って俊希さんのご両親を待っていた。

　俊希さんは私をここまで送ってくれたあと、そのまま会社に向かった。それほど時間はかからないと言っていたけれど、トラブルによってはそうもいかないだろう。

　ここに来る途中、母さんからも急用で来られないと連絡があり、今日は俊希さんのご両親と私の三人での打ち合わせとなりそうだ。

　神田商事の社長夫妻というだけでも緊張するのに、加えて俊希さんのご両親だ。いくら気さくな人柄だとはいっても、緊張しないわけがない。

　ロビーの入口をちらちらと見ながら待っていると、ふたりが入ってくるのが見え、私は慌てて立ち上がった。

　紺地に白いドット柄のワンピースを着た春香さんは、私を見つけると大きく手を振り、駆け寄ってきた。

「お待たせしてごめんなさいね。俊希から仕事で遅れるってさっきメールで連絡があったけど、ほんとにあの子は。あ、それより美み緒お子こさんも急用で来られないんでしょ？　なにかあったの？」

「あ、私もさっき連絡をもらって、詳しくは知らないんですけど。心配するようなことではないようです」

「そう。病気じゃなければいいけど。でも、昨日美緒子さんと一緒にホテルへの要望はまとめておいたから大丈夫よ。決して後悔しない素敵なお式と披露宴を約束するから期待していてね」

「あ、はい」

　私の手を握りしめ何度も頷いている春香さんに気け圧おされる。

　すると、お義父さんが私を助けるように声をかけてくれた。

「お母さんふたりの希望はさておき、約束の時間も近いから、サロンに行こうか」

「そうね。ちゃんと希望を伝えて、いい結婚式にしなきゃ」

　カバンから一冊のノートを取り出した春香さんは、「ここにお願いするプランをまとめてあるのよ。さ、早く行きましょう」と、そのまま私の手をひいて、エレベーターに乗り込んだ。

　私たちふたりのあとをのんびりと歩いているお義父さんは、『ごめんね』と唇を動かし、私に謝っている。

「ねえ珠美ちゃん、引き出物は今はやりのカタログギフトじゃなくて、ずっしりと存在感がある、これこそ神田家と小笹家の引き出物っていう物を選びましょうね。あ、お仲人なこうどは経団連の会長さんにお願いしているから、今度一緒にご挨拶に伺いましょうね。その時の手土産はそうね――」

　要望をまとめたというノートを広げてなにやら書き込んでいる春香さんの勢いに、思わずあとずさってしまう。上昇するエレベーターの中、今日の打ち合わせがどうなるのか、不安が込み上げてきた。




「まあ、これも珠美ちゃんによく似合うわね。若いとデコルテがキレイで羨ましいわ。さっきのマーメードラインも捨てがたいけど、珠美ちゃんにはプリンセスラインのほうがお似合いよ」

　ウェディングドレスを着た私を見て、春香さんがほおっとため息をつく。それだけでなく、ドレスに指を滑らせ手触りを確認しながら、何度も「私ももう一度結婚式を挙げたいわ」と口にしている。

「なにを着ても似合うから、迷うわよね」

「あ、ありがとうございます」

「でもせっかくだから、これも着てみましょう。あの有名デザイナーの作品らしいわよ。あー、こっちのほうがいいかしら。悩んじゃうわよね。いっそウェディングドレスだけで三回くらいお色直ししてみない？　カラードレスも素敵なものが多かったから、それも三回くらいして、珠美ちゃんがどれほどキレイなのかを見せびらかしましょうよ」

　春香さんはそう言って、なにを想像しているのか、夢見るように目を閉じた。

　かれこれ一時間、私を着せ替え人形のようにして、何着ものドレスを着せてはキャーキャー騒いでいる。

　私たちの担当である青あお山やまさんは、脇目もふらずせっせとドレスを選んでは、春香さんの望むがまま、何着ものドレスを試着させてくれる。私もさすがに疲れてきたけれど、青山さんも疲れているはずで、申し訳ない。

　おまけに当初の予定では、まずはサロンで結婚式の日取りを決定し、招待客の人数やおおまかな流れを相談する予定だった。それなのに、ウェディングサロンに着いた途端、展示されているキレイなウェディングドレスを見た春香さんが、『ドレスを先に見ましょう』と言い出した。

　衣装合わせも予約が必要で、私たちの予約は一時間後だと言っても、春香さんは納得しなかった。

　たまたまその時間の予約がキャンセルされていたおかげで先に衣装合わせができたものの、春香さんの強引さにはお義父さんもお手上げのようだ。

　すると、青山さんが「このようなドレスもございますが。好みが分かれるようですけど、試着されますか？」と言って何着かのドレスを見せてくれた。

　その中には、ミニ丈のかわいいドレスもあり、それまでゴージャスなドレスを試着していた私には新鮮に見えた。

　背が高い私には似合わないかなと思っていると、それが気に入ったのか、春香さんは手に取りじっくり見ている。

「凝った刺繍とめいっぱいレースを使ったゴージャスなドレスで入場して、お色直しでこのかわいらしいドレスを着ましょうよ。珠美ちゃんは足が長くてキレイだもの、みんな見とれちゃうわよ。小ぶりのティアラをつけて、ヒールは高めで。きっと似合うわよ、ね、そうしましょ」

　今にも飛び跳ねそうな勢いの春香さんは、私にそのドレスを差し出した。

「さ、試着しましょう。珠美ちゃんはなにを着ても似合うから楽しいわ」

　すでに十着近くのドレスを試着しているのに、これも試着するのかと、私は気づかれないように小さく息を吐いた。

　一生懸命ドレスを選んでくれる春香さんの気持ちはありがたいし、たしかにこのミニ丈のドレスはかわいいけど、私にはほかに気になるデザインがあった。

　だけど、これも試着しないわけにはいかないなと思っていると、突然、衣装室のドアが開いた。

「衣装は俺と珠美で決めるって言っただろ？」

　大きな声が響き、振り返ると、俊希さんが私たちに向かって歩いてきた。足早に歩くその顔は怒っているようで、声も荒々しい。

「ウェディングサロンに行ったら、まずは衣装室に行くって母さんが無理を言ったって聞いたけど？　式と披露宴は任せてもいいけど、衣装には口を出すなって言っただろ」

　俊希さんは私の横に来ると、春香さんに怒った。

　春香さんは俊希さんの言葉が気に入らないのか、「もう少し遅く来ると思ってたのに」とつぶやくと、ぷいっと横を向いた。

「あ、あの……俊希さん？」

　私を背に隠す俊希さんに声をかける。

「えっと、春香さんは私に似合う衣装を探してくれただけで、別に……」

　悪気があったわけじゃない、と続けようとした時、振り返った俊希さんが私を見て、ふっと息を止めた。まじまじと私の姿を見つめ、立ち尽くしている。

「俊希さん……？」

「俊希？　どうしたの？」

　春香さんが、不自然な様子の俊希さんを見ながら首をかしげた。

　俊希さんは慌てたように目を逸らし、次の瞬間、私の手にあるドレスに気づいた。

「なんだ、これ」

　ドレスを私の手から取り上げると、眉を寄せて唇をかみしめる。

「こんなに丈が短いドレスなんて、俺が許すわけないだろ。胸元だって開きすぎで、男の目ってのを考えろよ。ただでさえ珠美は美人だから披露宴で注目されるに決まってるのに、煽ってどうするんだ。どうせこれは母さんの趣味だろ？」

「え、どうしてそれが……えっと、だって珠美ちゃんに似合うと思ったし」

　怒りのせいかうなるように言った俊希さんに、春香さんは口ごもる。

「俺が遅れるのをいいことに、珠美の衣装をとっとと決めようと思ったんだろ？」

「だって、俊希は衣装には口を出すなって意地悪言うし、珠美ちゃんはかわいいし」

　俊希さんに負けない勢いで言い訳する春香さんに、俊希さんは大きなため息を吐いた。

「いい加減、自分のわがままで暴走するのはやめろよ。会社のための結婚式を挙げるだけでも大変なのに、これ以上面倒をかけるな」

「面倒なんて……」

　俊希さんの言葉がショックだったのか、春香さんは肩を落とし、うつむいた。今まで私のドレス選びを楽しんでいた様子はまるでなく、叱られた子どものようだ。

「俊希、もういいだろ。春香は珠美さんがかわいいだけなんだ。ずっと俊希の結婚を楽しみにしていたんだし」

　お義父さんが、俊希さんをなだめるように割って入った。慣れているのか、声は落ち着いている。

　俊希さんは、いらだたしげに「はいはい」と答えた。そして再び私に視線を戻すと、私が着ているドレスをじっと見つめた。

　腰から下が豊かに波打つ真っ白な生地をそっと撫でながら、「ここまでウェディングドレスが似合うとは思わなかった」と、私の耳元に小さな声でささやいてくれた。

　甘い声と瞳に、私の体はかっと熱くなる。

「珠美が気に入ったドレスはどれなんだ？」

「えっと、さっき着たんだけど……春香さんが写真を撮ってくれたから、見る？」

「いや、いい。実際に着てる珠美を見たいし。だけど、今日は疲れてるだろ？　日を改めてふたりで来よう」

　俊希さんは春香さんに聞こえるように言って、にやりと笑った。

　気落ちしている春香さんがかわいそうに思えたけど、俊希さんが春香さんに「母さんたちをがっかりさせるドレスは選ばないから、安心しろ」と声をかけてくれるのを見て、口を閉じた。

　春香さんには申し訳ないけれど、私も俊希さんとふたりでゆっくりと衣装合わせを楽しみたい。

「私も俊希さんの衣装を選びたいから、また来ましょうね」

　小さな声でそう言って、俊希さんに笑って見せた。




　その後、式と披露宴についての打ち合わせは、問題なく終わった。

　予想していた以上に豪華な披露宴になるとわかり言葉を失ったけれど、これも双方の会社のためだと思い、どうにか受け止めた。

　俊希さんは仕事の合間にホテルに顔を出しただけらしく、残した仕事を片づけるために会社へ戻っていった。どこまで忙しいんだろうかと心配する私に、『仕事をしているほうが体調がいいんだ』と、冗談とは思えない生き生きとした表情を見せていた。

「ほんとに、仕事が好きなのね」と呆れる春香さんの隣で、私も大きく頷く。

　たしかに忙しい日が続いているけれど、眠そうな顔を見せることはあっても表情が曇ることはない。本当に仕事が好きなのだ。

　ホテルのロビーで俊希さんを見送ったあと、少し離れた場所で電話をしているお義父さんを春香さんと一緒に待っていると、近くに行きつけの洋食屋さんがあるからと、夕食に誘われた。だけど、父さんと母さんが今日来られなかったことが気になり、丁重にお断りした。

「残念だけど、美緒子さんのことも気になるわよね。また今度ゆっくりとお食事しましょうね」

　春香さんは、心から楽しみにしているというように、そう言ってくれた。

「ありがとうございます。母も交えてぜひお願いします」

「女同士、いろいろお話ししましょうね。あ、だったら園子にも声をかけようかしら」

「あ、俊希さんのお姉さんですね」

　三年ほど前に結婚し、実家近くのマンションで暮らしているというお姉さんには、まだお会いしたことがない。音大を卒業したあと神田商事の社員である男性と結婚し、今は自宅でピアノ教室を開いていると聞いている。

「私もお会いしてご挨拶したいので、ぜひ」

「園子も珠美ちゃんに会いたいって言ってるのよ。だけど俊希がまだダメだって言って、会わせようとしないのよ。園子は俊希をからかったりいたずらをするのが好きだから、珠美ちゃんに会わせて余計なことを言うんじゃないかと警戒してるのね、きっと。珠美ちゃんに嫌われたらどうしようって不安なのかも。よっぽど珠美ちゃんを好きなのね」

「え、あ……それは、違うかと」

　もちろん嫌われているわけではないと思うけれど、政略結婚の相手として好都合だから気に入っている、というのが正しいと思う。

「ううん、さっき珠美ちゃんのウェディングドレス姿を見て固まってたじゃない。珠美ちゃんに釘づけでメロメロ。まあ、あれほど強引にお見合いの話を進めていたほどだし、当然よね」

「え、強引？」

　春香さんの言葉が気になって問いかけると、春香さんははっとしたように両手で口を押さえ、「きゃー、怒られちゃう」と慌てた。

「春香さん？」

「あ、ううん。なんでもないのよ、本当になんでもないの。私ってもう、なに言ってるのかしら」

　ふふふと笑う様子はぎこちなくて、私と目を合わせようともしない。なにか隠しているとひと目でわかる。

　俊希さんに関して私に言えない秘密でもあるのかな。だけど、春香さんのことだから、またひとりで暴走しているのかもしれない。

「園子なんだけど、今ばたばたしているから、予定を聞いて連絡するわね」

　春香さんが話題を変えるように言った。

「はい、よろしくお願いします」

「だけど、園子よりも旦那さまの和かず良よしさんのほうが忙しいの」

「あ、そうなんですか」

「神田商事を和良さんに継がせてほしいって園子が言い出してね。和良さんもその気のようだし、ばたばたしてるのよ。俊希は俊希で今の仕事が忙しくて、話をする暇もないみたいだし」

　春香さんが、思いがけないことを口にした。

「え、跡を継がせてほしいって、それって……」

「そうなの。今まで会社のことなんてまったく興味がなかったのに、突然園子が言い出して。だけど、考えてみれば和良さんは優秀だし、いいんじゃないかなって私は思ってるのよね」

「そのことを俊希さんは知ってるんですか？」

　あまりにも驚いた私の声は震えている。

「もちろん知ってるわよ。『和良さんが次の社長でもいい？』って聞いたら笑っていたから、きっと俊希も納得してるはずよ」

「え、そうなんですか……」

「俊希も今の仕事が楽しいみたいだし、いいと思うの。ただね、和良さんはおとなしいというか、優しすぎるというか。社員を率いていくのには向いてないような気がしないでもないのよね」

「あ、あの……」

　俊希さんが納得しているのは本当なのかをちゃんと聞きたくて口を開いたけれど、私を気にかけることなく言葉を続ける春香さんに口を挟めない。

「園子は子どもの頃からピアノに夢中で、それ以外のことにはなにも興味はなかったのに、突然どうしたのかしら。いきなり『会社のことは私たちに任せて』って言い出したの。それもね――」

　私の戸惑いに気づかず春香さんは話し続けているけれど、それ以上、なにも耳に入ってこない。

　俊希さんが神田商事を継がないなんて、そんな話は初めて聞いた。しかも、俊希さんも納得しているって、どういうことだろう。一緒に暮らしている私に話す機会なら、いくらでもあったはずなのに。

　それに、俊希さんはワンシステムを退職する準備を着々と進めている。もしかして私がなにも知らないだけで、実は今の仕事を続けていくのだろうか。

　いくら考えても答えが出ないとわかっていても、そのことが気になって仕方がない。

　だけど、今も休日返上で仕事をしている俊希さんにとって、神田商事の後継者としての立場から離れることは、願ったり叶ったりなのかもしれない。

　忙しすぎる毎日でも、愚痴を口にすることも立ち止まることもなく仕事に邁進する姿を思い出せば、そうとしか思えない。

　園子さんの旦那さまが社長としての未来を希望しているのならば、俊希さんは喜んでそれを差し出す。……その可能性は高い。

「あ、そうそう。信吾さん、来年引退するのよね。仕事ばかりで私のことを二の次にしてきたから、そろそろゆっくりとふたりで過ごそうって言ってくれたの」

　俊希さんのことに思いを巡らせていた私は、春香さんのはしゃいだ声に我に返った。

「引退、ですか？」

　春香さんの言葉に驚いて、大きな声を上げそうになる。けれど内容が内容だけに、辺りをうかがいながら小さな声で問い返した。

「そう、引退。社長を辞めて、私とふたりで旅行に行ったり、大好きなヴァイオリンのレッスンに励んだりしたいって言ってるの。今から楽しみなのよね」

　胸の前で両手を合わせ、その日を思い描くように話す春香さんの声が辺りに響いた。

「あ、あの、春香さん、もう少し小さな声で……」

「どうして？　我が家のことを気にする人なんていないわよ」

　私の言葉が理解できないのか、春香さんはきょとんとした表情で首をかしげた。

　あの神田商事の社長夫人だというのに、無邪気すぎる。お義父さんや俊希さんは春香さんのそんな部分を大切にしながら守ってきたのかもしれないけれど、今はそんなことを言ってる場合じゃない。

　私は春香さんの側に立ち、声をひそめた。

「国内屈指の大企業のトップの交代というのは、経済や株価に影響を与えます。事前に情報が漏れたことで会社の売り上げが変わることもありますから、公に発表があるまでは秘密にしておかなければならないんです」

「あら、そういうものなの？」

　初めて聞いたのか、感心するように春香さんはつぶやいた。

「じゃあ、次の社長が和良さんだって、まだ言っちゃダメなのね？」

「はい、それは言わないほうがいいです。あ、あの、もしかして、誰かに言いました？」

　まくしたてるように問いかける私に、春香さんは一瞬口ごもると、私の顔色をうかがうように口を開いた。

「昨日、美緒子さんに言っちゃったわ。まずかったかしら？」

「え、それは……まずいですね」

　母さんに言ったとなれば、父さんにもそのことが伝わっていてもおかしくない。

　父さんが私と俊希さんとの結婚を勧めたのは、小笹食品が神田商事とのつながりを持つことによって会社をさらに発展させるためだ。そのための政略結婚であり、それが実現できるのなら、私の結婚相手が俊希さんでなくてもかまわない。

　おじいちゃんの呪縛に囚われた父さんが、神田商事の社長に就任することなく今と変わらずワンシステムで仕事を続ける俊希さんを、私の結婚相手として認めるとは思えない。

「そうなの？　あらあら、どうしましょう」

　相変わらず軽い口調で首をかしげている春香さんに、「あ、私がなんとか……大丈夫です」とフォローにならない言葉をかけた。

　そうはいっても、父さんが思い描く未来から外れてしまいそうなこの状況の中、俊希さんと私の運命が変わってしまったらどうしようと不安が溢れてくる。

　俊希さんと結婚できないかもしれないなんて、思ってもみなかった。さっきまで私のウェディングドレス姿に『ここまでウェディングドレスが似合うとは思わなかった』と言って笑ってくれたのに……。とにかく俊希さんに聞いてみなきゃ。

　手にしていたカバンからスマホを取り出し、俊希さんに電話をかけようとしたけれど、今は運転中だと思い出す。

　あとにしよう。

　早く話をしたい気持ちをこらえ、スマホをカバンに戻した。

　その時、電話を終えたお義父さんが戻ってきた。

「待たせて悪かったね。急に人と会うことになって、このまま向かうんだ。邪魔な俊希もいないし珠美さんとゆっくり食事ができると思っていたのに、残念だよ。また今度、時間を作ってもらえるかな」

　にこやかな笑顔を向けられて、私は「もちろんです」と答えた。けれど俊希さんのことがはっきりしない今、その機会はあるのだろうかと、不安が増す。

　私と俊希さんの結婚が破談になった場合、神田商事に影響はないのだろうか。……それは、ないか。小笹食品とのつながりが消えたとしても、それが経営に影響するとは思えない。縁を結べば得られたかもしれない食品産業へのひとつの伝つ手てを失うだけで、大勢に影響はないはずだ。

　だとすれば、俊希さんではなく、園子さんの旦那さんが社長に就任することに大きな反対があるとも思えない。やはり俊希さんは、後継者としての立場を降りたのだろうか。

「珠美さん？」

　うつむいて考え込む私に、春香さんが声をかける。

　私は首を横に振って笑顔を作った。

「あ、すみません。えっと……今日は疲れたようなので、このまま帰りますね。お義父さんも春香さんも今日はお疲れ様でした。また……」

「珠美ちゃん、大丈夫？　そうよね、あれだけたくさんの衣装を着たら疲れちゃうわよね。今日はゆっくりして……は、無理なのかしら。俊希が寝かせてくれないわよね。なんて、きゃあ、やだやだ、息子が恋人といちゃいちゃしてるところを想像しちゃった」

『やだやだ』と言いながらも春香さんはうれしそうで、両手で顔を隠しながらぴょんぴょん跳ねている。

　さっきまでしゅんとしていたのに、なんだか憎めないな。

　お義父さんも、そんな春香さんに「静かにしろ」と言いながらも彼女を愛しげに見ている。

　父さんが母さんを見つめる瞳と同じだ。とても幸せそうで、温かい。

　私も俊希さんと結婚して、こんなふうに愛し合える夫婦になりたいと思う。だけど、俊希さんが神田商事の後継者の立場を退いたなら、愛し合う以前に夫婦になることもできないかもしれない。小笹食品にメリットのない結婚を、父さんは許してくれないだろう。

　そう思った途端、衣装合わせで疲れた体がさらに重くなったような気がした。

「珠美さん、慌ただしくて申し訳ないね。私たちはこのまま迎えの車に乗るけど、家まで送っていこうか？　それとも、俊希を呼んだほうがいいのかな」

　落ち込んだ気持ちを持てあまし、うつむいていると、お義父さんの声が聞こえた。

　私ははっと顔を上げて、落ち込んでいることを隠すように明るい声で答えた。

「大丈夫です。今から実家に寄ろうと思ってるので、ホテルの前からタクシーに乗ります」

「そうか。ご両親によろしくと伝えておいてくれるかな。今度お父さんと一緒に釣りに行く約束をしているんだ」

「はい、わかりました。伝えておきます」

　父さんたちがいつの間にかそんな約束をしていたことに驚き、そしてその日が来ることを願いながら、私は頷いた。










逃げ出した婚約者




　久しぶりに実家に顔を出せば、引っ越し準備の真っ最中で、梱こん包ぽうされたダンボールが溢れていた。車で十分ほどの仮住まいの家まで、業者さんが順に運んでいるらしい。

　家に着いた時は、業者さんがその日予定していたものをすべて運び出したあとで、父さんと母さんはキッチンでコーヒーを飲んでいた。

「あら、結婚式の打ち合わせは終わったの？」

　私の姿に気づいた母さんが驚いた顔を見せた。

「うん、さっき終わったんだけど、今日は大したことは決まらなくて、これからってとこかな」

「あら、そう。春香さんと相談したことはちゃんと伝えてもらえたのかしら」

「それなら春香さんが一生懸命伝えていたけど、不可能なものが多すぎて、担当の青山さんは困ってたよ」

「え、どれが不可能なのかしら。入場の時に会場全体をドライアイスで幻想的に彩るとか、ケーキ入刀の時にバックでオーケストラの生演奏だとか、あと経済産業省の大臣のご挨拶の時にはどうにかして花火をひゅるりと……だって、大臣はもともと花火師なんだもの。絶対に喜んでもらえると思うのよね。で、どれがダメだったのかしら。あ、それとも――」

「母さん、そのどれもがダメだから。あの広い会場がドライアイスでいっぱいになったらホテルの人の給仕に影響が出るし、オーケストラの人が演奏できるスペースの確保も難しい。招待客を一割減らせば考えられるらしいよ。で、室内で花火なんて論外。ついでに言えば、お色直しのあとゴンドラで入場も無理。アマザンホテルにそんな設備はないから」

「えー。この前テレビで観ていいなって思ったのに」

　自分が望むもののほとんどが採用されず、母さんは心底がっかりしている。

　だけど、昨日一日かけて春香さんと考えたプランは非現実的なものが多く、打ち合わせの最中はお義父さんも私も、担当の青山さんも顔を引きつらせていた。

「まあ、母さんが珠美の結婚式をいいものにしようと頑張っているのはわかってやれ。英と佳の時には新婦の家に遠慮して、なにも口出ししなかったからな」

　父さんが、落ち込む母さんを慰めるように言った。

　今日の父さんはジーンズにトレーナーという動きやすい服を着ていて、普段の社長然とした姿よりも若く見える。

　ダイニングテーブルで向かい合い、ゆっくりとコーヒーを楽しんでいたふたりは、引っ越し準備の疲れも見せず、緩やかな時間を楽しんでいたようだ。

　ということは、俊希さんがお義父さんの跡を継がないかもしれないことは、父さんはまだ知らされていないのだろうか。

「今日は引っ越しの準備でホテルに顔を出せなかったの？　俊希さんのご両親も心配してたけど」

　私は母さんの隣に腰を下ろし、ふたりの様子をうかがうように聞いた。

「本当にごめんなさいね。ホテルに行く準備をしていたんだけど、突然おじいちゃんが来たのよ」

　母さんは意外そうな声で教えてくれた。

「おじいちゃんが？」

「そうなの。引っ越し準備の陣中見舞いだとか言って、おばあちゃんと一緒にひょっこりとね。あ、お茶でも飲む？」

「いい、今はいらない。だけど、どうしておじいちゃんが来たの？」

　おばあちゃんと郊外に越してからは、この家に顔を出すことは滅多になかったのに、どうしたんだろう。

「おじいちゃん、この土地の名義を父さんに変更するための書類を持ってきたの。それも、弁護士さんと司法書士さんと税理士さんを引きつれてね」

「え、本当？」

　父さんを見れば、うんうんと頷いている。その顔はこれまでになくにこやかで、かなりうれしそうだ。

「だけど、どうしたの、突然。名義変更なんて、税金もかかるだろうしややこしそうなのに」

　おじいちゃんは家を新築するからそれに合わせて済ませようと思ったのかもしれないけど、面倒だということは簡単に想像できる。

　それを父さんもわかっているはずなのに、それさえも楽しみにしているのか、頬が緩んでふにゃりとした表情を浮かべている。

「父さん、よっぽどうれしいんだね。そんなにこの家と土地が欲しかったの？」

「そりゃ、欲しい……というより、男なら自分の家が欲しいと思うのは当然だろう。だけど、それだけじゃないんだよ」

　体を乗り出して私に大きな笑顔を見せた父さんは、もったいぶったようにふふんと笑った。

「なに？　どうしたの」

　私の問いに父さんはにやりとしただけで、母さんと顔を見合わせては意味ありげに笑っている。

　隣の母さんを見れば、頬を染めて父さんを見つめているし。なんだろう、いったい。この桃色の空気は……。夫婦仲がよすぎるとはいえ、娘を前に、それを見せつけるのはやめてほしい。

「ちょっと、なにか言ってよ。それに、ふたりに聞きたいこともあるんだけど……」

　俊希さんが神田商事の社長に就任しないかもしれないことを知っているのか。それを聞きたいのに、私のことなんて関係ないのか、父さんと母さんは顔を見合わせたまま、視線だけで会話を楽しんでいる。

「あの、新婚でもないんだから、そろそろ私がここにいることを思い出してほしいんですけど？」

　私は深いため息を吐いた。

「あ、ごめんなさい。だって珠美ちゃんが俊希さんと暮らし始めて、ようやく私と英ひで明あきさんのふたりきりになったんだもん。結婚してすぐにおじいちゃんとおばあちゃんと同居したでしょ？　新婚気分を味わってもいいじゃない」

　父さんに「ね、英明さん」と首をかしげながら話す母さんの頬はピンク色で、恋する乙女そのものだ。

「あ……そうか、そうだね」

　結婚してすぐにおじいちゃんとおばあちゃんとの同居が始まったふたりにとって、ようやく子どもの手が離れた今は、ふたりきりで過ごせる蜜月真っ最中なのかもしれない。でも……。

「気持ちはわかるけど、子どもの前では気を遣ってよ。私のほうが照れるし」

「だって……まあ、いいわ。今日はうれしいことがあったから、なにを言われても気にしない」

「だから、なにがあったの？　おじいちゃんが名義を変えてくれること以外になにかあったの？」

「あのね、珠美ちゃんにも関係することなのよ」

「私？」

　母さんの弾む声に、なぜか胸がざわめいた。

　そのざわめきは、俊希さんが神田商事の後継者から外れるかもしれないと聞かされた時に感じたものと同じだ。

　私の心の揺れに気づかないまま、母さんは話を続けようとしたけれど、それを手で制した父さんが口を開いた。

「お義父さん……いや、おじいちゃんが、この先会社がどんな状況になっても、いっさい口は出さないし、俺と美緒子を別れさせるようなことはしないと、書面で約束してくれたんだ」

「え、書面？」

「そう、これだよ」

　手元にあった大判の封筒から父さんが取り出したのは、一枚の紙。

　それを手に取り読めば、たしかに父さんと母さんの仲を裂くようなことはしないという意味合いのことが堅い言葉で書かれていた。おじいちゃんの署名・捺なつ印いんがあり、驚いたことに、我が家の面倒を見ている弁護士の戸と部べ先生の捺印まである。

「誓約書？　なんて、大げさな……。こんなの書面にしなくても、おじいちゃんが本気で父さんたちを別れさせるわけがないって、わかってたでしょ？」

　私は呆れた声で言った。

「まあ、頭ではわかってたんだ。おじいちゃんが昔あんなことを言ったのは、娘がかわいくて手放したくない気持ちが暴走しただけだって。……珠美が生まれて、俺も娘の父親になって、それを確信したんだ。珠美がいつか結婚して誰かのものになるなんて考えただけでむかついたし」

　父さんは荒い声で言うと、気持ちを鎮めるように息を吐いた。

　すると、母さんが明るい笑い声を上げ、私に体を向けた。

「英明さんね、英くんと佳くんが生まれた時には全然泣かなかったのに、珠美が生まれた時には『鍵をかけた部屋に閉じ込めたい。どこにもやりたくない』って、しくしく泣いたのよ。女の子が生まれてよっぽどうれしかったのね」

　母さんは当時を思い出したのか、肩を震わせている。

　父さんが私の誕生をかなり喜んだとは聞いたことがあるけど、泣くほどだったなんて初めて聞いた。

「いいだろ。息子ふたりを授かって、後継ぎの心配もなくなって。ようやく生まれた女の子だったんだ。うれしいに決まってるだろ。ずっと見ていても飽きないくらい、俺は珠美に夢中だったんだ」

　照れているのか、早口で話す父さんの顔は赤い。

　わかっていても、親からの愛情をあからさまに知らされる機会は滅多にない。初めての状況に、私の顔も熱くなった。

「珠美が俺に笑いかけてくれるたびに幸せだと思ったし、言葉を覚えて俺に話しかけてくれるようになった時にはもう、生きる喜びを感じた。もちろん英や佳の成長を見るのも同じくらいの喜びを感じたけど、やっぱり娘は違うんだ。愛しすぎて、手元に置いておきたい気持ちをごまかすのが大変だった」

　低く張りのある声は、震えていた。

「父さん……」

「珠美を愛しく想う気持ちが強くなればなるほど、おじいちゃんが美緒子と俺の結婚にいい顔をしなかった理由がわかるようになったんだ」

　父さんは手元にあるおじいちゃんからの〝誓約書〟を見ながら口元をほころばせた。

　母さんとの結婚を、ようやくおじいちゃんに認められたことで、心に巣食っていた重苦しい感情を消すことができたんだろう。

　ふたりの過去を振り返れば、社内恋愛というには難しすぎる相手。なんといっても父さんは大企業の一社員で、恋した相手は社長令嬢だ。悩みを通り越して恐怖すら感じながらの恋だったはず。おじいちゃんが思わず口にした言葉に囚われ続けた苦しい日々が終わり、しがらみから解放された安らぎを感じていると思う。

「そっか。父さん、おじいちゃんに認めてもらえてよかったね」

「ああ。これからは誰からも邪魔されることなく美緒子とふたりで過ごせると思うと、なにもかもが違って見えるし、俺の人生はかなりいいものだって実感できる。これも珠美の結婚が決まったからだ」

　幸せを隠しきれない父さんの言葉を聞いて、私は不思議に思った。

「え、私の結婚？　父さんと母さんの未来に、どうして私の結婚が関係するの？　父さんたちのことは、おじいちゃんの気持ちひとつの問題でしょ」

「いや、そうじゃないんだよ。おじいちゃんは珠美の結婚が決まったから、父さんにこんな誓約書まで作って、美緒子との結婚を認めてくれたんだ」

「……は？　もう少しわかりやすく話してほしいんだけど」

　はっきりとした答えを見つけ出せない私は、いらだつ気持ちを隠さず顔をしかめた。

　それに、俊希さんが社長に就かないかもしれないと聞いてから引きずっている不安のせいで、つい、きつい口調になってしまう。

　俊希さんのことを母さんに確認したいし、あ、俊希さんに電話もしなきゃ。

　落ち着かない気持ちを持て余しながら、父さんの答えを待つ。

「なあ、珠美。それは無理だとわかっているけど、父さんは今でも珠美を家に閉じ込めて、どんな男の目にも触れないようにしたいんだよ。それほど、父さんは珠美を大切に想ってる。だから、今ならお義父さん……いや、おじいちゃんの気持ちがよくわかるんだ」

「それって、いわゆる〝花嫁の父〟の気持ちってこと？」

「まあ、そうだな。俊希くんとの見合いのあと、とんとん拍子に結婚の話が出て、このままだとあっという間に珠美は嫁に行ってしまう。それはもちろん、父さんが珠美に政略結婚をさせようと考えたからだけど……せっかく大切に育てた娘を、突然出てきた男にかっさらわれると思うと、悔しくて寂しくて」

　溢れる感情を我慢しようと、きゅっと口を引き結んだ父さんの目は潤んでいる。

「父さん……」

　私の結婚は会社の発展のためだと譲らなかった父さんの本心を聞いて、胸が詰まった。

「あ、いや、もう諦めたから安心しろ」

　父さんは自分に言い聞かせるようにそう言って、手元のお茶を口にした。

「おじいちゃんに言われたよ。『ざまあみろ』って。そりゃあもう、うれしそうに。俺が美緒子と結婚した時にどれほど切なかったのかをやっと理解したかって、高笑いだ。珠美が生まれた時からずっと、この日を待っていたとまで言われたよ」

　父さんは苦笑し、母さんと顔を見合わせた。

「俺は、おじいちゃんがずっと大切にしていた宝物を奪ったも同然だ。会社の経営状況次第で離婚させると脅かされても仕方がない。その気持ちが今ならよくわかる。だから今、俺と美緒子の結婚を心から認めてくれたんだ。おじいちゃんが口にした言葉の重みとやりきれない想いを、俺が理解したとわかってくれたんだ。そういう意味でも、珠美の結婚が決まって、一番喜んでるのはおじいちゃんかもしれないな」

「ざまあみろ、か……」

　おじいちゃんがそんな言葉を口にするなんて……簡単に想像できて、笑ってしまう。そんな理由で私の結婚を喜んでいるなんて、おじいちゃんらしい。

　小笹食品は、おじいちゃんが指揮を執っていた頃よりも今のほうが経営状態はいい。それは、母さんと別れたくないという父さんの愛情とおじいちゃんへの意地があったからだろう。父さんには重荷に思えるおじいちゃんの言葉だけど、結果的には吉と出たのかもしれない。

　今は英兄ちゃんと佳兄ちゃんが会社を守り大きくしようと奮闘中。つまり、次代に立場を引き継ごうとしている父さんと母さんは、なにからも自由になれるということだ。

　となると、私は政略結婚をする必要はないということ……だろうか。

　俊希さんが会社を継がないかもしれないことだけでなく、父さんが望んでいた政略結婚をする必要もなくなったことに、落ち込む気持ちをどうすることもできない。

　そんな私の気持ちはきっと顔に出ているのだろう、父さんと母さんの表情も硬い。

「父さんの身勝手な想いのせいで政略結婚を無理強いして、すまなかった。今、好きな人がいれば、その人との未来を考えなさい。もし今好きな人がいなくても、これから出会う誰かのために、俊希くんとの結婚を破談にしてもいいんだ。あちらには父さんが頭を下げる。だけど、珠美が俊希くんとの結婚を望むのなら、応援するぞ」

　私を気遣いながらもきっぱりと言った父さん。

　母さんは、そんな父さんに肩をすくめただけで無言のままだ。俊希さんのことを気に入っている母さんのことだ、なにか思うところがあるのだろう。

　父さんの言葉は重く、私の中に鈍い痛みを残した。俊希さんとの結婚を私が望めばこのまま話を進めてくれると言われても、それでいいのかと気持ちは晴れない。

　父さんと母さんの幸せのため、という結婚の目的がなくなった今、たとえ俊希さんが私を大切にしてくれるとしても、片想いのままの結婚に耐えられるのか、不安が尽きないのだ。

　父さんと母さん、そして俊希さんのご両親。互いの愛情によって幸せを手にしている姿を見せられて、私は俊希さんに愛されないまま結婚してもいいのかと、悩みばかりが心に募った。




　家まで車で送ってくれるという父さんと母さんに遠慮して、私は電車で帰ってきた。舗装された道を、カツカツとヒールの音を響かせながら歩く。

　途中、俊希さんに何度電話をかけてもつながらなかった。それほど時間はかからないと言っていたけど、トラブルが長引いているのかもしれない。

　十九時を過ぎ、家の最寄り駅に着いてもう一度かけてみても、留守番電話につながってしまう。

　やっぱり、仕事で電話に出られないのだろう。

　今日は私と俊希さんのこれからを大きく左右することを知りすぎて、心の許容量を示す針はとっくに振り切っている。重いなにかが胸につかえているようだ。

　つい考え込み、落ちそうになる気持ちを盛り上げるようにリズムよく急ぎ足で歩いていると、目指すマンションが見えてきた。

　この辺り一帯を見下ろす高層マンションで俊希さんと一緒に暮らし始めて、約二週間が経った。

　大通り沿いの明るい道を歩きながらカバンを肩にかけ直し、歩みを速めた途端、私は視界の片隅に気になるなにかを感じ、思わず立ち止まった。

「え、嘘……」

　視線を向けた先のカフェに、俊希さんの姿が見えた。

　大通りに面したガラス窓から店内を見れば、窓際から少し離れたテーブル席に俊希さんはいた。向かいには、ショートカットの女性が座っている。

　椅子の背に体を預けて朗らかな笑顔を浮かべる俊希さんは、目の前の女性との会話を楽しんでいるようで、時折肩を震わせている。

「真奈さんだ……」

　相手の女性が真奈さんだと気づき、ふたりの親密な様子にショックを受けた。見たくて見ているわけではないのだから立ち去ればいいのに、私は立ち尽くしたまま動けない。

　自宅から歩いてすぐのこのお店に俊希さんがいたとしても不思議でもなんでもない。帰る途中で立ち寄ることがあると言っていたような記憶もある。

　だから、今こうしてこのお店でコーヒーを飲むくらい、普通のこと。でも、仕事が終わっていたのなら、どうして私に連絡をくれなかったんだろう。それに、どうしてひとりじゃないんだろう。

　私といるよりもその人と一緒にいるほうが居心地がいいのか、普段見ることのない大きな笑顔まで浮かべている。

　会社で見る〝神田課長〟とも違う表情は自然で、おまけにかなり素敵だ。これまでどうして見せてくれなかったんだと悔しくなる。

　向かいに座る彼女の横顔を見れば、化粧っ気のないにこやかな笑顔を俊希さんに向けていて、彼女もまたうれしそうだ。

「父さんにあんなことを言われたばかりなのに。タイミングが悪すぎる」

　俊希さんと無理に結婚することはないと言われ、どうしよう、どうするべきなんだろうと悩みながら電車に乗ったというのに。私ひとりで受け止めるには重すぎて、はやる気持ちを必死で抑えながらここまで帰ってきたのに。どうして今、ふたりの姿を見せられなければならないんだろうかと、切なさが込み上げてくる。

　俊希さんの部屋にあった遺伝子の模型が、頭に浮かぶ。

　引っ越しの時にも捨てることなくあのマンションに運ばれた模型。俊希さんはあれを見るたびに真奈さんを思い出しているのかも、と悲劇のヒロインぶった妄想に浸りながら、それでもいつかは私をちゃんと見てくれるのではないかと期待していた。

　でも、やっぱり俊希さんは、二年前に別れた彼女のことを今でも思い続けているんだ。そうでなければ、こうしてわざわざ会うわけがない。

　身を乗り出して俊希さんと言葉を交わしている真奈さんはテレビで見るよりもずっとかわいくて、遠目からでも目を引く。

　学生時代を恋人同士で過ごしたふたりがどうして別れたのかはいまだにわからないけれど、ふたりの親しげな様子を見れば、嫌いになって別れたのではなさそうだ。

　真奈さんは、テーブルに広げた雑誌を指さして話している。俊希さんはそれに面倒くさそうに答えながらも、彼女と一緒に雑誌の記事に目を向けた。そして、口元だけで笑った。

　私が好きな、優しい笑顔。

「……やだな」

　あの笑顔を、私以外に向けてほしくない。

　真奈さんとの時間を楽しんでいる俊希さんを見るのがつらくて、唇をかみしめ、うつむく。

　俊希さんには『人生をともにまっとうしたい』と願っていた恋人がいたことを忘れたわけではないけど、すでに別々の人生を歩んでいるふたりに、接点があるとは思わなかった。真奈さんからもらったに違いないＤＮＡの模型が部屋に置かれていても、彼女の存在は過去の甘い思い出として俊希さんの心の奥にしまわれていると、なんの根拠もなく考えていた。

　いや、そう思い込もうとしていただけで、本当は真奈さんの存在の大きさから目を背けていただけかもしれない。俊希さんとの同居生活があまりにも順調で、おまけに政略結婚だとは思えないほど甘く優しい時間を過ごしていた私は、なにかを勘違いしていたのかもしれない。

　……俊希さんが思っている〝人生をともにまっとうする〟相手は私だと、誤解、勘違い、ひとりよがり。

　そんな自分の浅はかさを実感して、苦しい。浅い呼吸を何度か繰り返して、気持ちと視線を上に向ける。

　相変わらず話が弾んでいるふたりの姿から目を逸らし、お店に背を向けた。今来たばかりの道を戻り、カツカツと鳴るハイヒールの音に再び意識を集中し、自分自身を立て直す。

　とりあえず、駅に戻ろう。そして佐都里の家に行って、夕食を作らせてもらおう。料理をしていれば、気持ちも落ち着いてちゃんと考えられるはずだ。ついでに、父さんと母さんに言われたことも、冷静に考えよう。

　歩みを速め、佐都里が好きなハンバーグの材料をどこで買おうかと考えていると、カバンの中のスマホが着信を告げた。

　俊希さん専用の着信音に、体がぴくりと跳ねる。駅に向かう人の流れから離れ、通りに並ぶお店の影に慌てて身を寄せた。

　鳴り続ける音に急かされるようにスマホを取り出し、俊希さんの名前が表示された画面を見つめる。

　俊希さんのスマホに残っている私からの着信に気づいてかけ直してくれたのだろう。

　息を詰め、どうしようどうしようと心の中で繰り返すのは、出たくないからなのか、出るのが怖いからなのか。どちらにしても、今の私の精神状態では俊希さんとうまく話せないだろうし、出ないほうがいいかもしれない。

　だけど俊希さんの声を聞いて、安心したい気持ちも、もちろん大きい。真奈さんのことを聞く勇気が私にあるのか、それもわからないけど。

「あ、切れた……」

　鳴り続けていたスマホが、静かになった。

　その途端、俊希さんと会いたい、話がしたいという思いが溢れてくる。

　スマホの画面を見ていると、再び俊希さんからの着信。一度出なかったせいか、音に追い立てられているように感じて、反射的に出てしまった。

「も、もしもし」

《もしもし、珠美？》

　スマホから聞こえる俊希さんの声が普段よりも弾んでいるように聞こえた。

　それはきっと真奈さんと一緒にいるからだと、ひねくれた自分が教えてくれる。

「……あ、はい」

《今、どこにいるんだ？　実家にいるなら悪いと思って電話しなかったんだけど、そろそろ帰ってくるのか？》

「実家は出ました。あ、いえ、その……」

　俊希さんの問いに正直に答えて、すぐに後悔した。

　これから佐都里の家に行こうとしているのに、どう言おうかと言い訳を考える。

《そろそろ家に帰ってくる頃か？　だったら、駅からの途中にあるカフェ――》

「俊希さん、私、これから行くところがあって、帰りが遅くなりそうなんです」

　思わず俊希さんの声を遮った。想像以上に強い声が出てしまったことに驚いていると、俊希さんもそんな私に驚いたのか、不自然な沈黙がふたりの間を行き来する。

　黙り込んだ俊希さんを遠くに感じ、それもまた後悔する。

　なにをやってるんだろう、私。

　スマホを持つ手に力が入り、どうにか言葉をつなぐ。

「私、今日は佐都里の家に行ってきま……え？　あの、な、なんですかっ」

　スマホを持つ手が誰かにつかまれた。同時に、引っ張られた反動で体はバランスを崩し、ピンヒールをはいているせいで足に力が入らず、後ろに倒れそうになる。

　なにが起こったのかわからず背後を見れば、見覚えのある顔が目の前にあった。

「おっと、ごめん。突然で驚いたよな」

「あ、どうしてここに……」

「あそこのカフェに行くんだけど、珠美ちゃんはどうしたの？　会えるのを楽しみに来たんだけど」

　私の腕をつかんだのは、俊希さんの友達の純平さんだった。倒れかけた私を抱きとめ、申し訳なさそうにしている。

「あ、大丈夫です、すみません」

　純平さんから離れて体勢を立て直していると、スマホから俊希さんの声が響いた。

《――珠美！　どうしたんだ、大丈夫なのか？》

　焦っている声を聞いて、純平さんと顔を見合わせた。

《男の声がしたけど、どうしたんだ？　どこにいるんだ》

「大丈夫です、私、今……」

　かなり慌てた様子の俊希さんに、私もオロオロしてしまう。

　すると、私は再び純平さんに腕をつかまれてしまった。純平さんはそのままスマホに向かって話し始めた。

「俊希の大切な珠美ちゃん、俺が確保したから、安心しろ」

《はあ？　誰だよお前、珠美をどうするんだよ。いいから珠美を出せ》

「珠美を出せって、ドラマじゃないんだから。それに、親友の声もわからないのか？　珠美ちゃんに会いたかったら、そのカフェを出て左を見ろ」

　くすくすと笑いながら、純平さんは私にスマホを向けた。

　なにか話せということだろうか。だけど、私はなにを話せばいいんだろう。

　今日一日の感情の浮き沈みに疲れたうえに、一度は俊希さんから逃げようとしている。俊希さんがそれに気づいてないにしても、今は顔を合わせたくない。ううん、会いたいけど、会わないほうがいいような気がする。

「あの、私、これから佐都里の家に行くので、俊希さんは純平さんと楽しい時間を過ごしてください」

　早口で言って、その場を離れようとした時……。

「うわあ、俊希、必死だな。もう店を出たよ」

　面白がっているような純平さんの視線を追えば、カフェを出た俊希さんが、一目散にこちらに向かっている。

　人混みをよけながら足早に歩く表情は、遠目からでも強張っているとわかり、思わずあとずさった。

　結婚式の打ち合わせを終えたあと、私になにかあったのかと心配しているのだろう。今はまだ会いたくないけど、私に向かってくる俊希さんを見れば、それは無理かもしれない……。

　どうしようと思いながら俊希さんを待っていると、その向こうから、真奈さんの姿が見えた。俊希さんを追って、カフェから出てきたようだ。

　彼女はきょろきょろと辺りを見回すと、こちらに向かっている俊希さんに気づき、驚いた顔を見せた。

　その瞬間、私の中のなにかが冷たくなるのを感じた。

　そうだ、俊希さんには、真奈さんがいる。

　向かい合い、笑みを交わしていたふたりの姿を思い出して、涙ぐんでしまう。次第に近づく俊希さんから逃げるようにあとずさり、一気にその場から離れた。

「珠美っ」

「珠美さん」

　背後から俊希さんと純平さんの声が聞こえたけれど、振り向くことなく走った。足に痛みを感じ、これからハイヒールをはいて走るのはやめようと思いながら。

　地下鉄へと続く階段を一気に駆け下り、そのまま改札を抜ける。

　俊希さんに追いつかれなかったことに安堵しながらも寂しくて、飛び乗った電車がどこに向かっているのかもわからなかった。




　気を緩めれば俊希さんと真奈さんの姿が目に浮かび、同時に、政略結婚をする必要がなくなった現実を思い出して泣きそうになる。涙をこらえることばかりを考えながら、じっと座席に座っていると、いつの間にか電車は見知らぬ終点の駅に着いた。

　慌てて飛び降りて駅員さんに「ここはどこですか？」と聞いた時には、俊希さんと純平さんから逃げ出して、すでに一時間以上が経っていた。

　スマホには尋常ではない数の着信とメール。そのほとんどはもちろん俊希さんからで、その名前の間には佐都里の名前もあった。

　自分の居場所がわからない私は、慌てて佐都里に電話をかけた。

「もしもし、佐都里……どうしよう」

《どうしようはこっちのセリフ。ずーっと神田課長から電話やメールが続いて困ってるんだから。で、今どこにいるの？》

　俊希さんからの電話で私の居場所がわからないと知らされていた佐都里は、私からの電話を待っていたようだ。駅の名前を伝えると、すぐに車を飛ばして迎えに来てくれた。

「遠くまでごめんね。……いろいろあって、つい、こんなことになっちゃって」

　思ったよりも早く来てくれた佐都里にひたすら頭を下げて謝る。休日でゆっくりしていたはずなのに、申し訳ない。

　だけど佐都里はそんな私を怒るわけでもなく、普段と変わらない落ち着いた様子というより、むしろ面白がるような表情で笑った。

「いいのいいの。珠美が逃げ出したくらいだから、よっぽどのことがあったんだよね」

　明るく笑い飛ばしてくれた佐都里にホッとして、私も笑顔を向けた。見慣れない場所にひとりでいた緊張感から解放されていく。

「じゃあ、悪いんだけど、家までよろしくお願いします」

　私の言葉に、佐都里は大きく首を横に振った。

「せっかくだから、今日はふたりで素敵なホテルで気分転換しようよ」

「え？　素敵なって、どうして……？」

「たまにはいいでしょ。珠美と一緒にいたいのは神田課長だけじゃないんだから」

　佐都里は戸惑う私を車に押し込んで、会社の女の子の間で人気のホテルへと向かった。

　俊希さんの知らない場所で私をかくまってくれると話す佐都里は、ワクワクとした表情を浮かべていて、さながら悪者から逃げ出したお姫様を救い出した王子様のようだった。




　佐都里の運転で連れてこられたのは、西洋風の建築様式を取り入れた外観が特徴のホテルだった。佐都里が電話をする直前にキャンセルがあったおかげで予約できたツインルームは、淡いオレンジで統一されている。

　並んだベッドのひとつにふたりで腰かけ、どうして私が知らない駅で途方にくれていたのかを簡単に説明すると、佐都里が納得したようにつぶやいた。

「――ふーん。詳しくはあとで聞くとして、とにかく神田課長から逃げたと。で、そこがどこだかわからず、まずいと慌てて私を呼び出したわけね」

「ご、ごめん。どうしていいかわからなくって、つい」

　私は「へへっ」と笑い、何度か軽く頭を下げた。

「『笑ってごまかすな』と言いたいところだけど、我慢強い珠美が逃げ出すなんてよっぽどのことだったんでしょ？　不ふ憫びんだから、この辺でやめておく」

「そうして。もう、私の中の悩みをしまっておくスペースに空きはありません」

「でも、結局は悩みというよりも、のろけとしか思えないけど」

「そんな、ありえない」

「その証拠にほら、会社から持たされてる仕事用のスマホ、神田課長からの着信で埋まってるんだけど」

　佐都里はスマホの画面を私に見せ、面倒くさそうに履歴を消していく。

「珠美をひと晩お借りしますって、ちゃんと連絡したのに。神田課長、しつこい。うわっ、またかかってきた」

　ベッドに腰かけて、佐都里は大きく息を吐いた。

「マナーモードにして放っておこうかなあ。だけど、仕事の電話がかかってきたらまずいし」

「ごめん、ほんと、迷惑かけてます」

「迷惑じゃないし、面白い現場に立ち会えてワクワクしてるのもたしかなんだけどさ。とりあえず、この激しすぎる着信をどうにかしなきゃね」

　佐都里はしぶしぶ、俊希さんからかかってきた電話に出た。

「神田課長、お願いですから、ふたりの時間を邪魔しないでくださいよ」

《いいから珠美と代わってくれ。今どこにいるんだ？》

　スピーカーモードにしているようで、部屋いっぱいに俊希さんの声が響いた。

　予想どおりのお怒りに、私は思わず姿勢を正し、スマホを見つめる。

　けれど、お怒りというより、〝お疲れ〟と言ったほうが近い声を聞いて、その原因は私なんだろうと思い、落ち込む。

「珠美は、今は出たくないって言ってます。明日、家まで送っていくんで、それまでじれじれしながらお待ちください。それと、どこにいるかというと、夜景がキレイなホテルです。モーニングがおいしくて有名なホテルなので、早く寝て明日の朝に備えます。だから、これ以上電話をかけてこないでくださいね。仕事の電話が入ったら困るんです」

　佐都里はひと息に言ったあと、本当に話さないのかと確認するように、私に視線を向けた。

　疲れが隠せていない俊希さんの声を聞いて、どうしようかと心が揺れる。

《珠美は本当に大丈夫なんだろうな。話したくないって言うなら、珠美から直接メールかラインを入れろって伝えてくれ》

　諦めの声が聞こえた。

《それと、思い込みで突っ走るなとも伝えてくれ。珠美のご両親とさっき話して、大体は想像できるけどな。俺たちの結婚にはなんの影響もないと――》

「あ、それ以上言わないでください。これから夜景がキレイなお店で珠美を尋問して、詳しい事情を聞き出すのを楽しみにしてるんで。おいしいお酒でも飲ませてしゃべってもらいます」

《おい、酒はダメだ。珠美の酔った姿をほかの男に見せるな》

　慌てた俊希さんの声に、佐都里と私は顔を見合わせた。

　私の酔った姿なんてかわいくもないし、他人には見せたくないんだろうけど、そこまではっきりと言わなくてもいいのに……と、ただでさえ落ち込んでいる気持ちがさらに沈んでいく。

　そんな私を見て、佐都里は「あーあ、珠美がまた誤解してるよ」とつぶやいた。私がなにを誤解しているのか聞き返す間もなく、珠美はスマホに向かって話し続ける。

「ここは会社の女の子の間で人気のホテルなんですけど、最上階のバーは雰囲気も抜群らしいんですよ。そういえば、葉月常務も気に入ってるとか言ってました。あとで珠美と覗いてきますね。神田課長が一緒なら、存分に飲んで奢おごってもらうんですけど、今日はほどほどにしておきます》

《だから、バーなんて行かずにおとなしく部屋で寝てろ――》

「そんなに慌てないでください。じゃ、珠美はお預かりしますね。失礼しまーす」

　佐都里は俊希さんの言葉を遮り電話を切った。やれやれというように息を吐くと、鳴らないスマホの画面をじっと見つめる。

「ようやく諦めたみたいだね。珠美は本当に話さなくてよかったの？」

「……いいかどうか、よくわからないけど、もう少し気持ちが落ち着いてからにする」

　今俊希さんと話しても、自分の想いをうまく言葉にできない気がする。だから、今は話さないほうがいい。

「そうか。だけど、ひとりで悶もん々もんと考えても仕方のないことは多いんだよ。神田課長を問い詰めてはっきりさせたほうがすっきりすると思うけどな」

　佐都里はスマホをベッドの向こうに放り投げ、「あー、久しぶりに長距離を運転して疲れた」と、大きく体を伸ばした。

　私はベッドに寝転んだ佐都里の顔を覗き込んで、慌てて謝る。

「ごめんね。佐都里しか頼れる人が浮かばなくて……。ルームサービスでなにかおいしいものを運んでもらおうか」

「ほんと？　このホテルって、スイーツのルームサービスがおいしいんだよね。でも、今日は高層階からの夜景を眺めながらおいしいお酒を飲みたい気分だから、バーに行こうよ。実はそれが楽しみでここに来たんだよね」

　佐都里はにっこりと笑い、ベッドから勢いよく下りると、私の返事も聞かず部屋を出ていった。

「あっ、ちょっと待ってよ」

　私は慌ててルームキーをつかみ、佐都里のあとを追った。




「でも、真奈さんだっけ？　神田課長と今さらどうこうしようなんて、思ってないんじゃないの？」

　佐都里のあっさりとした言葉に、私はむっとした声を上げた。

「たとえ思ってなくても、気分が悪い。俊希さんだって、結婚式の打ち合わせをした日に昔の恋人と会うなんて、ダメでしょ」

　私は体ごと佐都里に向き直り、お説教するように話す。

　ホテルの最上階にあるバーの窓際の席から見る夜景は絶景で、そのきらびやかな光に満足しながら、私たちはお酒を楽しんでいた。

　植物と木製の壁で区切られたスペースは個室のようで、カップル席だとすぐにわかるふたり掛けのソファに並んでいると、佐都里を近くに感じる。

　ビールから始まって、キレイな色のカクテルを楽しんでいるうちに気持ちはふわふわ漂い始め、かれこれ一時間以上、落ち込む気持ちを忘れるように飲んでいる。

　そのおかげで気持ちは少しずつ浮上し、知らぬ間に、今日あったことすべてを佐都里に話していた。

「たしかに感じは悪いけどさ。たまたま偶然会っただけってこともあるし」

「俊希さんのマンションの近くで偶然会うなんて考えられない。そ、それに、すごくかわいい人でお似合いだったし、私なんて太刀打ちできない。俊希さんだって、真奈さんのほうがいいに決まってるもん。父さんも、無理して結婚することないって……だけど、諦められない」

　政略結婚の相手にすぎない私よりも、愛情で結ばれていたはずの真奈さんのほうが、俊希さんの側にいるのにふさわしいとわかっている。

「だけど、私だって俊希さんが好きなのに」

　お酒が私の口を軽くしたのか、佐都里に甘えるような言葉が次々と口をついて出る。

「それが本音か……。あーあ。飲ませすぎたかなあ」

　困ったようにつぶやく佐都里に、私はぴくりと反応した。

「なに？　私、そんなに飲んでないよ。ほら、おかわりちょうだい」

「はいはい。あ、これおいしいから飲んでみてよ。レモンの味がするお酒だよ」

　佐都里は私の目の前に、氷が浮かんだグラスを置いてくれた。

「ありがとう……」

　私はレモンの味がするお酒を飲み干し、大きなため息を吐いた。

「今でも俊希さんは、真奈さんと結婚すればよかったって思ってるんだよ、きっと」

「そうだねえ。もてそうな女性だもんね。遺伝子の研究で賞を取るくらい頭もいいし、記者会見の様子をテレビで観たけど、かわいい人だったね。彼女が神田課長の元恋人ってことか。かなりの面食いだね」

　落ち込む私の横で、佐都里はナッツをつまみながらスマホを操作している。

「ほら、見て。彼女のプロフィールが出てるよ」

　佐都里のスマホには、沢木真奈さんが所属している大学の研究室のブログが表示されていた。

　研究員の紹介ページには、もちろん彼女の笑顔もあり、それをちらりと見てさらに落ち込む。

　白衣姿がまぶしすぎる。今日、お店で俊希さんと話している彼女もかわいくて、店内でも目立っていたけど、仕事中の写真もまた素敵だ。

　見ないほうがよかったと後悔している私にかまうことなく、佐都里はスマホを凝視している。

「彼女、神田課長と同じ大学なんだね。どっちが最初に告白したんだろう。美男美女だから注目されただろうし、もしも結婚してたらキレイなお子様が誕生していただろうね」

　結婚……お子様……。佐都里が言うように、俊希さんと真奈さんの間に赤ちゃんが産まれたら、本当にかわいいだろうな。

　そこまで想像して、頭をがつんと叩かれたような痛みを覚えた。想像するだけで泣きそうだ。

「やっぱり私は彼女の代わりにはなれないし、政略結婚でもなければ奥さんにもなれない。いくら花嫁修業をしてきたといっても、愛されてなければ本当の意味で俊希さんを支えるなんてことできるわけない」

　自分で自分を追いつめるような言葉を吐き出せば、それが正解のような気がしてさらにつらくなる。のどが詰まったように苦しくて、呼吸もままならない。真奈さんの笑顔が俊希さんに寄り添っている姿まで浮かんでくる。

「俊希さんも彼女の笑顔に笑顔で応えて、ふたりで手をつないでどこかに行ってしまう……嫌だ」

　悲観的な妄想を繰り返した私は、「そんなの耐えられない」と頭を振って、テーブルにグラスを乱暴に置いた。

「わかってるけど、私だって、ずっと好きだったのに。俊希さん……神田課長が私を守ってくれた時から、ずっと見てきたのに」

　目の奥が熱くなったと思うと、頬にすっと涙が流れた。

「あの時、私のことをお姫様みたいだって言ってくれたのに、嘘つき。ほんとのお姫様は真奈さんに決まってる。だけど、そんなのやだ」

　とめどなく溢れる涙のせいで、目の前が滲にじんでくる。キレイな夜景が広がっているはずなのに、ぼんやりと揺れて、輪郭が曖昧になっていく。体は大きく揺れ、ふわりふわりと彩り豊かな水の中を漂っているようだ。しかも、さっき頭を振ったせいで、くらくらしてきた。

　飲みすぎた。こんな私を俊希さんに見られたら、叱られるに決まってる。

「俊希さん……」

　止まらない涙を手の甲でぬぐい、揺れる体をソファの背に預けた。背中に並べられている柔らかなクッションにぱふっと深く弾んだあと、意識が遠のいていく。

　佐都里がいるはずの場所に手を伸ばせば、そこにあるはずの温かさはなかった。おかしいなと思いながら手を上下させても、なにもない。

　だけど目を開けようとしても、眠りに誘う力には逆らえない。すっと体から力が抜けた時……。

「飲ませすぎるなって、言っただろ」

　遠くから俊希さんの声が聞こえた。

　幻聴だ。俊希さんが私の居場所を知っているわけがない。

「すみません。最後は単なるレモン水を飲ませたんですけどね。だけど、珠美の本心が聞けて、うれしいでしょ？　少し前から近くにいることには気づいてましたよ。あーあ、ほっぺが緩んでます」

　佐都里の声が聞こえた。冷やかすような声音に、どうしたんだろうと思うけれど、目を開けることもできない。

「悪いか。惚れてる女から、俺のことを諦められないって言われて、平然としてられるかよ」

「はいはい。だったらどうして昔の女と会ったりするんですか。それも家の近くのカフェなんて、詰めが甘すぎます」

　佐都里が早口で俊希さんを責めている声が聞こえる。

　今、こんなに近くに俊希さんの声が聞こえるなんてあり得ないのに、あまりにもふたりの会話がリアルで、手を伸ばせば俊希さんの体温すら感じられそうな気がする。

　どういうことだろう。……ああ、きっとこれは、夢だ。

　私はとっくに眠っていて、夢を見ているのだと納得する。

「あのカフェなら珠美が帰ってきた時、すぐに呼び出せるだろ？　純平を交えて珠美との結婚を報告しようと思ってあの店で待っていただけだ。まさか、珠美が留守中の自宅に女を入れるわけにはいかないだろ」

　夢の中の俊希さんが、私の頬を撫でてくれる。

「まあ、そうですね」

「珠美は久しぶりの実家でご両親と一緒だから、連絡するのを遠慮したけど、それが裏目に出たから焦った焦った」

　そういえば、カフェの近くで純平さんと一緒にいた時、俊希さんの焦った声を電話越しに聞いた。いつも落ち着いている俊希さんでも、焦ることがあるんだな。だけど、焦る声も素敵だった……。

「じゃ、連れて帰るよ。ここの支払いはしておいたから、前野も気をつけて帰れよ。あ、まさか飲んでないよな。それと、部屋の料金も俺に回すように言ってあるから、泊まるなら泊まってもいいぞ。モーニングが有名だとか葉月常務が気に入ってるだとか、ヒントをくれたおかげでこのホテルがわかったからな」

「ふふっ。ありがとうございます。さすが、勘がいいですね。でも、珠美と違ってすぐに来てくれる恋人もいないので帰ります。神田課長も、気をつけて帰ってくださいね」

　夢の中なのに、相変わらずリアルなやり取りだな。それに、あんなにかわいい佐都里に恋人がいないことまで現実と同じだ。

　だけど、夢の中だけでも俊希さんの優しい声を聞くことができて、幸せだ。

　このままずっと、夢の中で過ごしてもいい……。










実はひと目ぼれ




　温かいなにかに包まれながら体が沈んだ衝撃で、目が覚めた。

「おはよう。びっくりして言葉も出ないか？」

　面白がるような声と、あまりにも近くにある瞳に、寝起きでぼんやりとした意識があっという間にはっきりとした。体が沈んだのは、俊希さんがベッドにもぐり込んできたからのようだ。

「あ、あの、どうして……」

　目の前にある俊希さんの胸を押し返し、距離を取ろうとしてもその胸が動くことはなく、逆に私の体が引き寄せられた。

「かなり飲んだみたいだけど、二日酔いはどうだ？」

「あ、大丈夫です。……あ、あれ」

　どうして、こんなことになっているんだろう。

　辺りを見回せば、ここは俊希さんの部屋で、おまけに俊希さんのベッドにふたりで寝ている。それに、私の体は俊希さんの体にすっぽりと包まれている。

「二日酔いもないなんて、けっこう強いんだな。珠美のお父さんも強いらしいから、遺伝かな」

「あ、あの……？」

　もぞもぞと動きながら、この状況はどういうことかと考えても、なにもわからず混乱する。

「まだ早いから、このまま寝よう。珠美をベッドに運んでからずっと寝顔を見ていたから眠い」

「寝顔？　え、ど、どうしよう」

「心配しなくても、キレイな寝顔だったから慌てるな。今まで見逃していたかと思うと悔しいけど、これからはこうして一緒に寝よう」

　俊希さんは私の首筋に唇を這わせながらそう言って、さらに強く私を抱きしめる。

「一緒にって……あの、私はどうしてここにいるんでしょう。それに、昨日は佐都里と……」

　そうだ、昨日は夜景がキレイなバーで佐都里とお酒を飲みながら愚痴をこぼしていたはずなのに、どうしてこんなことになっているんだろう。

「さ、佐都里とモーニングを食べようって話してたのに、うわっ」

　私は慌てて起き上がった。

　サイドテーブルの時計を見れば、朝の五時。

　えっと、タクシーで向かえば間に合うはずで、その前にシャワーと着替えと……。

　あわあわしながらベッドから降りようとした時、俊希さんの手が背後から回され、再びその胸に戻された。

「まだ寝ぼけてるのか？　前野なら、俺たちと一緒にホテルを出て帰ったぞ。無事に家に着いたとメールが入ってるから安心しろ」

「あ……そうですか」

　目が覚めたつもりでいるのにまだ混乱しているのか、モーニングなんてことを思わず口走ってしまった。

　結局、佐都里は突然私から呼び出され、愚痴を聞かされただけだ。せっかくの休日だったのに、本当に申し訳ない。

　同時に、真奈さんと一緒に笑い合っていた俊希さんの姿も思い出した。

「そ、そうだ、真奈さん。どうして真奈さんとあのカフェにいたんですか」

「ん？　俺と真奈が以前付き合っていたことは、知ってるんだよな」

　意外にあっさりと答えてくれた俊希さんに、こくこくと頷いた。

「はい……。あらゆる状況を勘案しまして……そうだろうなと」

「純平からも聞いたんだよな。いい気分じゃなかっただろ、ごめんな」

　ベッドヘッドに背中を預け、私の体を足の間に引き寄せた俊希さんは、私を背後から抱きしめる。

　体がかあっと熱くなって、身動きひとつとれない。男性とこんなふうに朝を迎えたこともなく、お腹の前で組まれた俊希さんの手にドキドキが止まらない。

　昨日着ていたはずの服は脱がされたようで、俊希さんのシャツを着せられ、足が露わになっている。

　俊希さんが着替えさせてくれたのかな。それしか考えられない。

　私には大きめのＴシャツの裾を手で引っ張りながら、必死で足を隠した。

「昨日、仕事が終わって帰ろうとしていた時に純平から突然連絡があったんだ。真奈が会いたがってるって」

　俊希さんがいつもと変わらない声で話し始めた。

『真奈』と呼び捨てにしていることに、ズンと落ち込む。結婚を考えていたと聞いた時より動揺していることに、驚いた。

　俊希さんが真奈さんとの結婚を考えていたと知っても、ふたりの距離感や親しさに直接触れる機会がなかったせいで、悲しい気持ちはあれど現実味を覚えることはなかった。だけど、いざふたりが会っている姿を見たり真奈さんを呼び捨てにするのを聞くと、本当に付き合っていたんだと実感して、苦しい。そしてそれは、単なる嫉妬だ。

　そんな私の気持ちに気づく様子もなく、俊希さんの言葉は続く。

「真奈とはこの二年、一度も会っていないし連絡を取ることもなかったんだ。取りたくてもお互いに忙しすぎてそれどころじゃなかった。俺の忙しさは珠美がよく知ってるだろうけど、真奈だって、あれだけの研究成果を上げてでかい賞まで取ったんだ。尋常じゃない忙しさだったと思う」

「だったらどうして、突然会いたいなんて連絡があったんですか？」

　自分でも驚くほど、拗ねた声が出た。

　すると、俊希さんは私の体をさらに強く抱きしめた。

「俺が珠美との結婚を決めたように、真奈にも結婚したいと思える人ができたんだよ」

　ゆっくりとした口調は、私にそれをわかってほしいからだろうか。一語一語、静かに私の耳元に入ってくる。

「結婚？」

「そう。もう入籍は済ませたらしい。相手は、長い間真奈たちの研究を取材している雑誌社のカメラマン。私生活を犠牲にしてまで研究に没頭する真奈に惚れて、強引に結婚まで持ち込んだイケメンらしい。真奈も幸せそうだったよ」

「結婚……そうだったんだ」

　まさか、そんなことは予想していなかった。

「純平と真奈はたまに連絡を取り合ってるんだ。で、俺の結婚のことを聞いて、会いたくなったみたいだな。二年前、社長夫人としての窮屈な未来が待つ俺との結婚よりも研究の道を選んだことを気にしていたから、ホッとしたんじゃないか」

　私に言い聞かせるような声は、とても明るくすっきりとしている。

「だから、真奈のことで悩むことはない。もう、昨日みたいに逃げるなよ」

　突然低くなった声に驚いて振り返ると、目の前の俊希さんの瞳には、ほんの少しのいらだちと深い悲しみが浮かんでいた。

「あ、えっと、ごめんなさい」

　私の勘違いのせいで俊希さんを振り回し、どうしようかとオロオロしてしまう。

「あんなことが続いたら、さすがに俺もめげる。女を必死で追いかけたのは初めてだった」

「あ、それは、だって、真奈さんがかわいくて、お似合いだったし……」

　耳元に届く面白がる声に、言い訳をする。そして、俊希さんの満足そうな顔が照れくさくて、慌てて背を向けた。

「真奈のことはなにも気にしなくていい。気にするのは俺のことだけにしろ」

　背中から私を抱きしめ、体重をぐっと私にかけた俊希さんの吐息が首筋を刺激する。余裕のある口調ながらも声が震えていて、それが俊希さんの本音だと感じて安心した。

　そっか。昨日、嫉妬して逃げる必要はなかったんだ。それに夕べ、どこのホテルにいるのかを遠回しにヒントを出して教えていた佐都里に感謝していたのは、夢の中のことではなく、現実のことだったんだろう。

　佐都里は初めから、俊希さんが私を迎えに来られるように企んでいたに違いない。

　自分は体調がよくないと言って一滴もお酒を飲まなかったのは、計画どおりに俊希さんが私を迎えに来たあと、車を運転して帰ろうと思っていたからだろう。人形のようにかわいいあの笑顔の裏側でそんなことを考えていたなんて……ありがたすぎて、胸がいっぱいになる。

「だけど、誤解しても仕方ないじゃない……。真奈さんと本当にお似合いだったんだから」

　ぷいっと顔を背けた私に、俊希さんが「かわいいな」とつぶやいた。そして、その言葉をきっかけにして、俊希さんはいっそう強い力で私を抱きしめ、私の背中全部が俊希さんの体温で覆われた。

「俊希さん……ちょっと、重いんですけど」

　押さえ込むように背中から体重をかけられ、そのままずるずるとふたりの体がベッドに倒れる。同時に、俊希さんは私の体をくるりと仰向けにして覆いかぶさってきた。

「あ、本当に二日酔いは大丈夫か？　今、けっこう頭が揺れただろ」

　思い出したような俊希さんの言葉に、私は頷いた。

「大丈夫です。今こうして頷いても、全然痛くないです」

「気分は悪くないか？」

「はい、今まで二日酔いになったことはないんで。……というか、えっと、あの、俊希さん……？」

　私の髪をゆっくりと梳すいている俊希さんに、どうしてこんな状況になっているのかと視線で問いかける。だけど、間近にある俊希さんの顔があまりにも色っぽくて、思わず目を逸らした。

「酒には強そうだけど、ほかのことにももう少し慣れておこうか……」

　深く響く俊希さんの声に、私の体が震えた。

　俊希さんはそれに気づいているはずなのに、「慣れるのは、俺限定で」と言葉を続け、私の耳たぶを甘がみする。

　いつの間にか私の背中に回されていた俊希さんの手が、意味ありげにすっと上下するのを感じた。体の芯に生まれる甘い感覚に、「あ……っ」と思わず声が出てしまう。

「と、俊希さん、私……」

　自分の声が恥ずかしくて、ベッドに押さえつけられていた体をよじり、与えられる刺激から逃げようともがく。

「やっぱり、かわいいな」

　俊希さんは私を見つめながら、満足したようにつぶやいた。そして私の頬に唇を落とすと、「この続きは結婚式のあとにしようか？」とささやいた。

「え……？」

　思わずもがくのをやめた私は、頬に残された温かさを意識しながら、俊希さんの唇に視線を向ける。

「だけど、これくらいはいいだろ」

　そう言って、俊希さんはお互いの熱を交換するように、私を強く抱きしめた。

「これくらい……」

　俊希さんの言葉を繰り返し、目の前の胸にそっと顔を預ける。

　すると、その胸越しに、俊希さんのくくっと笑う声が聞こえた。

　こうして私を抱きしめるだけで満足しているような笑い声に、私はなぜかがっかりした。

　そうか、これで終わりなのか……と、さっき俊希さんから離れようともがいていた自分を棚に上げて、残念な想いをかみしめる。

　こういう時、どうするのが正解なんだろう。

　一緒に暮らし始めて以来、日に日に増す密着感には慣れないままだ。俊希さんには慣れていることでも、恋愛を一から勉強中の私はどう応えていいのか答えが見つけられない。もうお手上げだ。

　それに、同居のことといい結婚の準備といい、俊希さんのペースで進められる毎日は、居心地がよすぎて困るのだ。こうして俊希さんのベッドで目が覚めたことも、俊希さんに抱きしめられたまま『おはよう』と言われたことも、実はうれしくてたまらない。

　恋愛初心者だというのに、それ以上のことすら求めそうになるなんて、お見合い前の私には想像もできなかった。

　ふと緩んだ俊希さんの腕の中で考え込んでいると、「そういえば」と俊希さんが口を開いた。

「昨日着ていた服、神田商事が展開しているブランドだったな」

「あれは兄嫁の涼音さんからもらったんです。そうなんですか、神田商事が……えっと、俊希さんが着替えさせてくれたんですよね。まさか私が自分で着替えたなんてことは……」

「ない。ワンピースがあんなに脱がせにくいってこと、初めて知った」

　からかうような俊希さんの言葉を聞いて、私は思わず起き上がり、自分のシャツの中を覗き込んだ。

　インナーの上下をちゃんと身に着けていることにホッとしたのも束の間。

「それは、ワンピースの中も見たってことですか？」

「もちろん」

　私に続くように俊希さんも起き上がり、当然だと言うように答えた。

「そんな……。昨日はドレスの試着がしやすいように、インナーはあっさりとしたかわいくないデザインで、それに色もベージュなのに」

　今さら遅いと思いつつも、私は両手で胸を隠した。

　これを俊希さんに見られたなんて、どれだけ女子力のない女だと思われただろう。お酒はもう飲まない……多分。

　落ち込む私を見て、どうってことないように俊希さんは笑った。

「脱がせればどれも同じだから、気にすることないだろ。あ、今回は酔っていたから脱がせなかったけど、もう我慢しないからな」

「え？」

　その言葉に思わず振り向いた私は、俊希さんに後頭部を固定され視線を合わされた。

「やっぱり、結婚式まで待てそうにない」

　唇に、俊希さんのそれを感じた。

　私からも応えるようにおずおずと体を寄せ、舌を絡ませ合っていると、再び押し倒された。小さく弾んだ体をつかまえるように抱きしめられる。

　広いベッドの真ん中で私に覆いかぶさった俊希さんは、Ｔシャツの上から私の胸を揉もみしだき、私の顔中に唇を這わせた。そして……。

　次第に緩慢になる動きが気になり始めた時、俊希さんは私の体に身を預け、静かに寝息を立て始めた。

「え？」

　驚いて顔を向ければ、私の鎖骨辺りには、キレイな寝顔。夕べ、私の寝顔を見ていて眠れなかったというのは、冗談ではなかったようだ。

　私は俊希さんの体の下からどうにか抜け出し、規則正しく上下する体の横で頬杖をついた。

　私の寝顔を見ていた俊希さんへの仕返しのつもりでじっと見つめても、整いすぎている俊希さんの寝顔では仕返しにもならない。すると、次第に私も眠りに誘われまぶたが重くなってきた。無意識に俊希さんの体に手を回せば、眠りの中から応えるように抱き寄せてくれた。

　そしてしばらくの間、私たちは抱き合いながら眠った。




　俊希さんの寝顔を初めて見てから十日が過ぎ、私と佐都里は仕事のあと、純平さんのお店に来ていた。

　俊希さんから逃げ出した時にお世話になった佐都里へのお詫わびも兼ねて、おいしいものを食べてもらおうと思って連れてきたのだ。

　お店に来た途端、なぜかひどく驚いた純平さんに案内されたのは、混み合う店内で唯一空いていたカウンター席だ。なにか言いたげな純平さんを気にしながら腰を下ろした途端、隣の席にいた女性から声をかけられた。

「俊希の……俊希の奥さん。珠美さんでしょ？」

　その声に振り向けば、見覚えのある顔がそこにあった。

「えっと……あの、もしかして、真奈さん……ですか？」

　きっとそうだと思い、尋ねれば、目の前の女性は驚きを隠さない表情で頷いた。

「うわあ、偶然。最近、ここに俊希と一緒に来たって純平から聞いていたから、私もゆっくり話したいなあって思ってたのよ。ね、純平」

　真奈さんは弾む声でカウンターの向こうにいる純平さんに言うと、体ごと私に向き直った。

　純平さんを見れば、なにか言いたげな様子を見せながらも、真奈さんの勢いに気圧されたように苦笑している。

「ちゃんと話すのは初めてね。……こんにちは。お会いできてうれしいわ」

　私の目をしっかりと見つめ、真奈さんは軽く頭を下げた。すると、真奈さんの旦那様だろうか、彼女の隣に座っている男性も、会釈をしてくれた。

「あ、こちらこそ。初めまして。小笹珠美です」

　この十日ほどの間に、私は俊希さんの側にいてもいいという自信が持てるようになっていた。それは俊希さんと真奈さんの関係への不安が消えたからだ。

　だからだろうか、こうして純平さんのお店で偶然真奈さんに会っても、思った以上に心は落ち着いている。

「せっかくだから一緒に飲みましょうよ。あ、私の旦那も仲間にいれてあげてね。純平、おいしいお料理をお願いね」

　真奈さんのあっけらかんとした声に、純平さんは仕方がないなとでも言うように「はいはい」と答えた。

　真奈さんの隣の男性は、やはり旦那様のようで、純平さんと視線を合わせ、苦笑している。

　そして、真奈さんの旦那様と佐都里、そして純平さんを交えた乾杯を合図に、思いがけない時間が始まった。




「これこれ、もう、むかつくほど甘ーい顔で珠美さんを見てるでしょ？」

　お酒を飲み始めてすぐ、真奈さんはもったいぶるように一枚の写真を私の手元に置いた。その写真は先日の記者会見で撮られたもので、記者の人たちからの質問に答えている俊希さんの横顔が写っていた。その視線は、広い会場の片隅で俊希さんの姿を心配そうな表情で見つめている私に向けられていた。

　俊希さんの目はとろけそうに甘く、口元に浮かぶ笑みは私への愛しさを隠すことなく伝えている。

「あ、あの、これ……」

　思わず写真を手に取り、真奈さんと写真を交互に見た。

「そうなの。珠美ちゃんのことが大好きな俊希の写真よ。愛情溢れる視線の先にいるのはだーれだ。それは珠美ちゃんでーす」

　ふふふと笑うと、真奈さんは隣にいる旦那様に視線を向け、肩を震わせている。

　真奈さんがこんなに明るい人だと知って驚きながらも、写真から目が離せない。優しさだけでなく愛しさも隠すことなく私に向けている俊希さんの表情には、彼の想いが溢れている。

「神田課長の目がハートに見える……。珠美にベタぼれだね」

　隣に座っている佐都里が写真を覗き込み、呆れた声を上げる。

　その言葉を聞きつけた真奈さんは、「そうなのそうなの」と言って佐都里に頷いた。

「あの日、珠美さんが留守だから家には上げられないって言われて、近くのカフェで純平を待ちながらこれを俊希に見せてからかってたのよ。とうとう俊希が結婚するって聞いて、政略結婚なんて相手の女性も不幸になるからやめなさいって言おうと思ってたんだけどね。余計なお世話だった」

　真奈さんは思い返すように言った。

「あ……でも、政略結婚というのは、そのとおりです」

「それも聞いた。まさか政略結婚ってのを利用して惚れた女を手に入れるなんて、どこまで策士なんだろうね。ま、それくらいじゃなきゃ、神田商事の社長にはなれないだろうけど」

「惚れた女？」

　私は、それはいったい誰のことだろうと思い、真奈さんに問いかけた。

「ん？　わからない？　この写真で、俊希の甘すぎる視線が向けられている、この女性のことよ。あ、照れない照れない。これを見れば、俊希の気持ちは丸わかりでしょ。ね、珠美さん」

　真奈さんはふふふと笑い、「もう、羨ましすぎる」と、私の背中を何度も叩いた。

　佐都里がもうひとりいるみたいだ。

　真奈さんは、誰からも救いの手を差し出してもらえるようなかわいい容姿なのに、いざ中身を知れば、自分の世界は自分で切り拓くとばかりに強気で突き進む格好よさが満ちている。

　その一方で、俊希さんの元恋人である自分の言葉が、私を傷つけないかと気にかける繊細さも強く感じる。そんな優しさも、佐都里にそっくりだ。

　よく似たふたりに挟まれ、純平さんのお店のカウンターで食事をしているなんて、夢じゃないだろうか。おまけに私の目の前には、それこそ夢に違いないと思うほど、驚きの写真がある。

　隣の席で料理を楽しんでいた佐都里も、その写真に目を奪われ、箸も止まっている。

「このデレデレ感、神田課長が珠美に骨抜きにされてるって世間に発表しているようなもんでしょ」

　佐都里は、相変わらずの呆れた声で言ったあと、真奈さんの隣にいる旦那様に声をかけた。

「この写真、もらってもいいですか？　ふたりの披露宴で使いたいんです。神田課長が珠美に惚れてるってこと、これですぐにわかるでしょ。愛のない政略結婚だのなんだのと外野がうるさく言っても大丈夫」

　佐都里は自分の考えに満足したように、うんうんと頷いている。

「仕事で必要な写真は別に撮ってあるので、プレゼントしますよ。必要なら、データも送ります」

　真奈さんの旦那様の凌りょう介すけさんは、佐都里の言葉にあっさりと頷いた。

　日焼けしているせいか引き締まった印象を受ける凌介さんの顔は、笑うと目元に優しいしわができる。時折真奈さんに向ける笑顔からは、とことん彼女を愛しているとわかる温かさが伝わってくる。真奈さんより少し年上だろうか、お酒を飲む仕草は落ち着いていた。

「ありがとうございます！」

　佐都里は大きな声で凌介さんにお礼を言うと、膝の上で小さくガッツポーズをしている。

「だ、ダメだよ。それは、まずい」

　会社で見せる〝神田課長〟のキリリとした表情からはかけ離れた甘すぎる表情。そんな写真が披露宴で使われてしまえば、俊希さんはその場で怒りだすに違いない。

　慌てて佐都里を止めたけれど、佐都里は聞こえない振りでお料理に箸を伸ばした。

　その時、真奈さんがうなりながらつぶやいた。

「珠美さんのことが本当に大切だって、この表情全部で伝えてるよね」

　私も真奈さんの言葉に心の中で頷いた。

　こうして写真で見れば、俊希さんが私を大切に想っていることは一目瞭然で、想いの強さが写真越しに伝わってくる。

　だけどこの記者会見の日、私は今の仕事を続けたいと願う俊希さんになにもしてあげられない自分が情けなくて、落ち込んでいた。そのせいで、俊希さんに見つめられても、その想いに気づくことができなかった。

「明日から、神田課長を見るたびこの顔を思い出しそう」

　佐都里は写真を見ながら面白そうに笑っている。

「そんなに笑うことないじゃない」

　私は軽く責めるような声で、つぶやいた。

　それにしても、あの記者会見の最中にまさかこんな写真が撮られているとは思わなかった。それも、真奈さんの旦那様に撮られていたなんて、偶然にしてはできすぎだ。

　出版社でカメラマンをしている凌介さんは、取材でその場に居合わせ、この写真を撮ったらしい。自分の妻である真奈さんの元恋人だということは事前に聞いていて、複雑な心境でシャッターを切りながらも、あまりにも甘い視線を私に向ける俊希さんの姿を見て、嫉妬することはなかったそうだ。

　佐都里がこの写真を本当に披露宴で使うのかはもちろん気になるけれど、それ以上に気になるのは俊希さんの仕事のことだ。お姉さんの旦那様が社長に就任するかもしれないというのは本当のことなのだろうか。

　ここ数日、俊希さんは家に仕事を持ち帰り、遅くまでパソコンに向かっている。いつもなら私の手料理をゆっくりと味わってくれるのに、そそくさと食事を終えて自分の部屋にこもってしまう。

　俊希さんがここまで忙しいのは、退職前の引き継ぎのせいだと思っていたけれど、実は神田商事で働く必要がなくなり、やりがいのある今の仕事に思う存分取り組んでいるだけなのかもしれない。そのことをはっきりと確かめたいと思いながらも、疲れている顔を見れば、まずは睡眠時間の確保をしなければと後回しにしてしまう。

　おまけに、俊希さんのベッドで一緒に眠るようになったというのに、そこでゆっくり話すこともなく、文字どおり眠るだけ。抱きしめられる以上のことはなにもない。

『結婚式まで待てそうにない』と言ったのに、なにもしないなんて嘘つき。

　そんな想いを口にも顔にも出さず、密かに拗ねていた。

「そんなに俊希の写真を見つめちゃって。今すぐ会いたくなった？」

　写真を睨みながら考え込んでいた私に、真奈さんがからかうように声をかけてくれた。

「あ、いえ、大丈夫です」

　私は慌てて首を横に振り、ごまかすように笑った。

「だけど、俊希にこんな顔をさせるなんて、珠美さんは大変ね。絶対逃げられないわ。この前も逃げる珠美さんを必死で追いかけていったし。あの時の俊希の顔……今思い出してもおかしい。写真に撮っておけばよかった」

　真奈さんは大きな声で笑い、体を揺らした。

「あの、大変だなんて、そんなことはないです……。大切にしてもらってます」

　俊希さんが私を追いかけていたと聞き、私は照れてつぶやくようにそう言った。

「照れない照れない。俊希は今日も仕事で遅いんでしょ？　さ、おいしいお酒とおいしい料理を楽しみながら、いろいろ話そう」

　そう言って真奈さんは私のグラスにビールを注ぐ。

　俊希さんがいない場所では飲みすぎないと決めたのにどうしようと考えていると、私たちの会話を聞いていた純平さんの声が届いた。

「真奈、それ以上珠美さんをからかうなよ」

　釘を刺すような低い声に視線を向ければ、カウンターの向こうに立つ純平さんが真奈さんに困ったような目を向けていた。

「ようやく手に入れた珠美さんのこと、俊希は本気で大切にしてるんだ。余計なことは言うなよ」

「大丈夫。俊希がヘタレすぎて、ひと目ぼれした珠美さんになにも言えずに二年が経った、なんてことは言いません。あら、ひとりごとのつもりだったんだけど、聞かれちゃったかな」

　純平さんの真面目な声を気にすることもなく、真奈さんは軽い口調で笑顔を返した。

「真奈、頼むからこれ以上暴走するのはやめてくれ。ただでさえ、さっきの写真を珠美さんに見せたってことが俊希に知られたら……怖すぎる。いいか、ちゃんと考えて口を開けよ。凌介さんも、頼みますよ」

　純平さんは真奈さんにまだなにか言いたげにしていたけれど、ほかのお客さんからの注文が入り、しぶしぶこの場を離れた。

　真奈さんは純平さんの背中にひらひらと手を振ると、私のほうに向き直った。

「この前は本当にごめんなさいね。婚約者が昔の彼女と会ってたら、そりゃいい気はしないもんね。だけど、なーんにもないから安心してね」

「あ、それは、大丈夫です。……ご結婚されたって聞きましたし」

「そうなの、この男前とね。寝食を忘れて仕事に励む私に惚れたんだって。物好きでしょ」

　真奈さんは、隣にいる凌介さんの腕に抱きついた。

「俊希に比べれば、見た目も地味だし収入も少ないけど。でも、私の一番の理解者なの」

「地味なのは認めるし、収入は……たしかに真奈のほうが稼いでるよな」

　大きな笑顔を浮かべた真奈さんに、凌介さんも笑顔を返す。

　ふたりともジーンズとシャツというラフなスタイルで、真奈さんの色白の肌は化粧なんて必要もないほどキレイだ。ふたりの間には、強い信頼と愛情が見える。

「理解って、大切よ。私と俊希には、それが足りなくて結婚できなかったの」

「あ、はい」

　突然真面目な声で俊希さんの名前を出されて驚いていると、凌介さんが私に向かって苦笑しながら頷いている。私の戸惑いに気づいているのかもしれない。

「知ってる？　俊希はね、なによりもお父さんの会社を大切にしてるのよ」

「は、はい……」

　真奈さんは凌介さんから離れると、自分のグラスにもビールを注ぎ、おいしそうに飲み干した。

「二年前、社長になるのを諦めない限り、私は結婚しないって言っちゃったの。学生時代からの夢だった研究室にようやく入ることができて、これからって時だったし、あんな大企業の社長夫人なんて絶対無理。私を好きなら会社を継ぐのは諦めてって言ったのよね。負けない賭けだと思ったんだけどなあ、結局は私の負け」

　真奈さんの口調は明るいけれど、微かに震える声は泣いているようにも聞こえ、切ない。

「諦めてって、言ったんですか？」

「そうなの。あの頃の未熟な自分を叱ってやりたい。私にとっての遺伝子の研究が、俊希にとっての神田商事だなんて考えもしなかった。たまたま父親が社長をしていて、仕方なく跡を継ぐんだって思ってたの」

　その言葉を聞いて、私は口をつぐんだ。同じような思いを、私も俊希さんから感じていたからだ。

「俊希とはお互いに好きになって付き合っていたんだけど、当時から私は研究を優先していて。それを俊希は見守ってくれていたし、結婚してもそれは変わらないって思ってたの。俊希が会社を継ぐのは聞いていたけど、いざとなれば私を選んで支えてくれるって安心してた」

　真奈さんの声から、当時への後悔を感じた。

「俊希にとってお父さんの会社は重荷でしかないって思ってたし、彼は自分がこうと決めたら絶対に貫く人だから、私への愛情を貫いてくれるって思い込んでいたのよね」

　その言葉に、佐都里も「そうそう、一途と言えば聞こえはいいけど、神田課長って頑固だからなあ。時々面倒くさい」と大きく頷いている。

「でしょう？　頑固というか石頭というか。まあ、それも彼のいいところではあるんだけど。だから、私への愛情はあるけど、お父さんや会社を捨ててまで手に入れたいとは思わないってはっきり言われた時には、どうしようもなかった。どう説得しても俊希の意志は変わらなくて、いずれは神田商事の社長として会社を守るの一点張り」

「うわあ、恋人より会社をとったんだ」

　驚く佐都里に、真奈さんは首を横に振った。

「私には、私を選んでもらえるほどの魅力がなかったってこと。言い方は悪いけど、その程度しか愛されてなかったってことなの。それだけ」

　真奈さんは一瞬だけ寂しそうに笑うと、気持ちを切り替えるように大きく息を吐き出した。

「いったいなにを考えてるんだ、バカ野郎。私を好きだと言ったのは嘘だったのか、消えてしまえ。そんなふうに言ってやりたかったんだけどね。社長夫人にならなくていいんだってホッとした気持ちも大きくて、俊希からさっさと逃げるようにして別れたの。それこそ、ちゃんとしたお別れもせずにいきなり連絡を絶って。今さらだけど、俊希の力になれなくて申し訳なかったって思う。彼にも不安があったはずなのに、私は支えてあげられなかったから」

　うつむき、くぐもった声からは、明らかに謝罪の想いが感じられる。

　ふと、以前純平さんから、私だけは俊希さんから逃げないでほしいと言われたことを思い出した。

　察してはいたけれど、やっぱり真奈さんのことを言ってたんだ。

　真奈さんの言葉がそのとおりだとすれば、俊希さんも傷ついたはずだ。俊希さんには、真奈さんが研究を捨ててまで結婚したいと思えるほどの魅力がなかったということだから。

　いずれ社長に就任した時には、真奈さんに傍らで支えてほしいと思っていただろうし、突然真奈さんと別れて不安も大きかっただろう。それでも、俊希さんは次期社長という立場を放棄せず、その状況を乗り越えたんだ。

　……かなり、切ない。

　誰が悪いわけでもないふたりの悲しい過去を想像し、息苦しくなった。だけど当時の俊希さんは、もっと苦しかったはずだ。

「本当なら、俊希は二年前に神田商事に入社して将来に備える予定だったの。だけど、私と別れたせいかどうかはわからないけど、それも延期して今の会社で働いているし。なんだか、ずっと後ろめたい思いがあったのよね。私があの時我慢して俊希を選んでいたら……って何度か考えたけど、やっぱりそれはないなって。いつも同じ結論」

　すると、静かに話を聞いていた凌介さんが、真奈さんの頭をぽんと叩いた。

「真奈も俊希さんも、間違ってない。真奈には俺がいるし、俊希さんには珠美さんがいる。当時はふたりとも苦しんだだろうけど、結局は正しい選択をしたんだよ」

「凌介……。そうだね、俊希はこんなにキレイなお嫁さんを見つけたし、幸せ者だよね」

　真奈さんと凌介さん、ふたりからの視線に照れた私は、恥ずかしさをごまかすように笑顔を作った。きっと引きつっているに違いない。

　今日初めて真奈さんと言葉を交わし、俊希さんとの過去のほんの一部を聞いただけ。私が感じている切なさは、ふたりが味わったものの比ではないだろうけど、俊希さんの過去を思えば苦しくなる。お父さんの会社を継ぐべき立場からは逃げられないし、逃げたくなかっただろうと、私にはわかるから。

　それなりに大きな会社の社長令嬢として生まれ、両親の幸せのための政略結婚を望まれながら育った私。きっと本気で拒めば、そんな時代錯誤ともいえる結婚から逃げることはできただろう。そうすれば、学生時代に恋愛を楽しんだりと、大好きな人とのあらゆる時間を経験できたはずだ。

　だけど、私は両親の思いを優先し、政略結婚を受け入れた。

　俊希さんが神田商事の社長になることを受け入れたのも、同じ理由からだろう。大切な家族が守り育てたものを、自分の感情だけで壊すことはできない。苦しいながらもそう結論を出し、真奈さんとの別れを選んだのではないかと、勝手に想像した。

　真奈さんは、私と話したことで気持ちに区切りをつけたのか、すっきりとした表情を浮かべて食事を再開した。隣にいる凌介さんに守られるように、寄り添いながら。

　ちょうどその時、純平さんがやきとりを私と佐都里に出してくれた。

　できたての香ばしい匂いに食欲がわいてくる。

　佐都里はカウンターに置かれた途端、ひと串手に取り、ふうふう言いながら口にした。

「おいしい。雑誌でこのお店を見てからずっと来たかったんです。有名なやきとりを食べられるなんて、珠美と神田課長に感謝感謝。ふたりが会社を辞めても、ちょくちょく来ます」

　佐都里はやきとりを手に、テンション高めに笑っている。

『ふたりが会社を辞めても』という言葉に、俊希さんは結局どうするつもりなのだろうと考えてしまう。

　結婚式の準備が両家の母親主導で続いている中、俊希さんはそれを止めるわけでもなく、衣装合わせをやり直すと言って、新しい予約もとっていた。

　お姉さんの旦那様のこともあるし、社長としての未来をどうするのかも合わせて、俊希さんがなにをどう考えているのか、私にはわからない。

「ねえ、珠美ならこの煮物を再現して作れるでしょ？　今度遊びに行ったら作ってね。それにしても、本当においしい」

　純平さんのお料理を堪能している佐都里を見ながら、私は今すぐにでも俊希さんに会いたくてたまらなくなった。

「あ、いらっしゃいませ。お久しぶりですね」

　私もやきとりを食べようと手を伸ばした時、純平さんの声が店内に響いた。

　その声につられてお店の入口を見れば、見知った顔がそこにあった。

「和泉さん……」

「珠美ちゃん」

　美音証券の和泉さんが私の声に気づき、驚いた様子で立っていた。そして、ふわりと優しい笑顔を浮かべると、感慨深げな声でつぶやいた。

「俊希くんと結婚するんだって？　俊希くんのお父さんに頼まれて仲をとりもったかいがあったよ」

　その言葉に、私は言葉を失った。










相思相愛の政略結婚




　日付が変わる頃、私はお風呂を済ませ、明日の朝食とお弁当の下ごしらえも完了させた。最近お気に入りのハーブティを淹れてホッとひと息ついた時、ようやく俊希さんが帰ってきた。

「ただいま。遅くなるって連絡しただろ？　先に寝ていてよかったのに」

「そう言いながらも、私が起きて待っているのを期待してたでしょ？」

　俊希さんが脱いだスーツをハンガーにかけながら返事をすれば、俊希さんは「お？」と目を大きくした。

「それに、お酒を飲んだあとにお味噌汁が飲みたくなるって知ってるから。ちゃんと作ってあるよ。もちろん、飲むよね」

「あ……ああ。飲むけど」

　俊希さんの戸惑った声にくすりと笑い、スーツを寝室の壁にかけた。

　ふたりで使っている寝室に入ることにも今では慣れ、クローゼットには私の服が増えてきた。

　俊希さんとの距離がさらに近づいた証拠だなと感じて、笑顔も浮かぶ。

　リビングに戻れば、俊希さんはソファに座り、テレビを観ていた。

「今すぐお味噌汁を温めるね。あ、先にシャワーを浴びるなら、着替えが置いてあるから」

「……珠美？」

　明らかに普段と違う私の様子に、俊希さんは首をかしげている。

　私はそれに気づかない振りでキッチンに行くと、コンロの上の鍋に火を点けた。

「なに？」

「いや、なにかあったのか？　しゃべり方が違うっていうか、敬語、やめたのか？」

「あ、気づいた？　さすが俊希さん、すごいね」

「そりゃ気づくだろ。あれだけやめろって言っても照れるとか恥ずかしいとか言ってやめなかったのに、突然どうしたんだ？　俺の帰りが遅いのを怒ってるのか？」

　戸惑う俊希さんの声、それもまた素敵だ。

「そんなの毎日でしょ。それに、仕事を頑張ってる俊希さんを誉めることはあっても、怒るわけない」

「だったら、どうしたんだ？　あ、仕事で嫌なことがあってイライラしてるとか、それとも……体調が悪いのか？」

　そう言うなり俊希さんは私の側に来ると、私の額に手を当てた。

「熱はないな。もしかして、前野とふたりで飲みに行ったのか？　酔ってるから俺にも気軽に話せるんだろ？」

「……違う。たしかに佐都里とご飯を食べたし、多少は飲んだけど、酔ってないよ」

　私の答えに、俊希さんは困った顔をしながらため息をついた。

「じゃあ、どうしたんだよ。俺がなにかやらかしたのかって心配するだろ？」

「やらかした覚えでもあるの？」

「ない。まったくない。ていうか、珠美にいろいろやらかしたいのに毎日忙しくて我慢してるんだ。一緒に寝ていてなにもしない自分の忍耐力を誉めてやりたい」

　早口でまくしたてる俊希さんの勢いに気圧されて、私はお味噌汁をお玉で混ぜながらぴくりと反応した。

　忍耐力って……。露骨すぎる言葉には、どう切り返せばいいんだろう。

　敬語をやめて意識的にくだけた言葉で話しているけど、そっち方面の話題にはまだまだ未熟者。俊希さんとの会話を気安く楽しめない。

　さっきまで、聞きたいことは全部聞き、言いたいことは全部言おうと決めていた気持ちが鈍りそうになる。ダメだダメだと心の中で唱え、お味噌汁をよそった。

「はい、俊希さんが好きなわかめとねぎのお味噌汁。熱いから気をつけて。それと、いろいろ聞きたいことがあるから、座ってください」

　私はお味噌汁をテーブルに置き、椅子に腰かける。そして、俊希さんが私の隣に座るのを待って、呼吸を整えた。

「神田商事の次期社長は、誰ですか？」

　直球で問いかける。これも今日の課題のひとつだ。

「は？　俺だろ？　今はそれに備えて退職の準備をしてるって、知ってるだろ？」

「知らない」

　俊希さんは、私の言葉がまったく理解できないとでも言うように、眉を寄せた。

「なに言ってるんだよ。もともと俺が神田商事の後継者だから珠美のお父さんは俺との見合いを受けてくれたし、俺はそれより前から跡を継ぐつもりでいたんだ。なにを聞くかと思えば、やっぱり酔ってるのか？」

　俊希さんは私に視線を合わせ、声を荒げた。

　強い口調にひるみそうになるけれど、顔には出さず平気な顔を作る。

「じゃあ、お姉さんの旦那様は？　次の社長をやってもいいって言ってるんでしょ？」

　私の言葉に、俊希さんはしばらくの間じっとなにかを考えていた。そして、「そういうことか」と小さくつぶやいた。

「それって、もしかして母さんから聞いたのか？」

　俊希さんは面倒くさそうに言って顔をしかめた。

「姉さんひとりが盛り上がってるけど、ありえない。たしかに、長女の婿が社長の座に就くってのもありだけど、長男の俺がいるのにおかしいだろ。第一、和良さんは販路を拡げたり新しい取引先を開拓することには長けていても、人の上に立ったりまとめたりすることには向いてない」

　それまで見せていた私への戸惑いをすっと隠し、仕事モードの声で言った。

「とにかく、姉さんは俺がワンシステムで仕事を続けたがってると誤解して先走ってるみたいだけど、人がよすぎる和良さんに社長は向いてないんだ。それこそ会社の存続にかかわる。社長には、俺みたいに多少腹黒い男じゃないとダメだ。さっき父さんと母さんにもそう言ってきた。まあ、母さんと姉さんが俺を思って言ってくれたとしても、俺が社長に就くことは変わらない」

「あ……そ、そうだったんだ」

　私の驚いた様子に、俊希さんは不安げな表情を見せ、私の手首を強くつかんだ。

「もしかして、珠美は俺がワンシステムに残るほうがいいのか？」

「そんなこと、ないけど」

　俊希さんの立場を考えれば、それが難しいことは簡単にわかるのに、どうしてそんなことを聞くんだろう。

「だけど、俊希さんは今の仕事を続けたいんでしょ？」

「まあ、そうだな。やりがいはあるけど、父さんの会社を継がずに続けたいとまでは思ってない」

「だけど周囲から頼られて、あんなに生き生きと仕事をしてるし、大きな成果も上げてるし。辞めたくないのかなって……」

　これまでの俊希さんの仕事ぶりを思い出せば、そう思わざるを得ない。

「もちろん、俺は今の仕事が好きだし、続けられる立場なら続けたいとも思うけど、自分が背負うべき責任も自覚してるんだ。珠美は、そんな俺を支えるって言ってくれただろ？」

　小さな声に、はっとした。

　俊希さんとの結婚は、社長である俊希さんを妻の立場で支えるということだ。俊希さんの健康を気遣うことはもちろん、妻として神田商事の発展に力を尽くさなければならない場面も多いはずだ。

　それに、俊希さんが忙しい時期には、ふたりで過ごせる時間は限られてくる。なにより、私が自分自身のために使える時間にも制限があるだろう。

　そんな未来を受け止められなかった真奈さんは、俊希さんを支えることなく離れていった。俊希さんは、その時の寂しさを思い出しているのかもしれない。

　私の両手をつかむ俊希さんの手の力がさらに強くなり、痛みを覚えた。

「あ、あの、俊希さん、あの、手が痛くて……」

　俊希さんの手から引き抜こうとしても、その力があまりにも強すぎて、無理だ。

「俺が社長になるのが嫌なのか？　というより、社長の妻ってのが嫌になった？」

　不安げな声で、俊希さんは私の顔を覗き込んだ。

　本気で私がそんなことに悩んでいると思っているのだろうか。だとしたら、私を見くびらないでほしい。

「嫌になるわけないでしょ。私は俊希さんがどうしたいのかが気になっただけで、今のままでも、社長になっても、どっちでもいい」

「そうか……」

　私の強い口調にホッと息をついた俊希さんは、ようやく手の力を緩めた。

　それでもまだ、私の手は俊希さんの手の中にある。まるで私が逃げ出すのではないかと心配しているようだ。

　今の俊希さんは私の言葉ひとつで気持ちを揺らしている。それがうれしい反面、悔しくもある。もっと私を信用してほしい。

「私は真奈さんみたいに逃げないから安心して。たとえ窮屈で面倒なことばかりで、大きな責任を背負わなければならない社長夫人になるとしても、私は逃げずに頑張るから」

「珠美……お前」

　俊希さんは、ぐっとなにかをこらえるように声を漏らした。

「それに、社長の奥さんがどれだけ大変かってことは、母さんを見てきたから今さら不安に思うわけがない。それに、愛する人のために尽くすことがどれだけ幸せなことかもちゃんとわかってる」

　俊希さんが私の覚悟を疑って不安に思うのなら、いくらでも言葉にして伝える。決して私は俊希さんから離れないと。

「私は俊希さんに愛されてるって教えてもらったから、今の私は無敵なの」

「は？　愛されてるって、俺、言ったか？　いや、言いたくてもまだ……」

「え？　私のこと、愛してないの？　和泉さんが絶対だって教えてくれたのに、それは間違いなの？」

　わざと傷ついた声を出せば、俊希さんはさらに慌てる。

「いや、勘違いするな、そうじゃない」

「私は、ちゃんと俊希さんのことを愛してる。駅で助けてもらった時にひと目ぼれしてからずっと、好き」

「おい、突然どうしたんだ。愛してるとか、好きだとか、俺は言いたくても言えないのに。それに、和泉さんってあの和泉さんか？　美音証券の……は？」

　俊希さんの混乱は、かなりのもの。言葉もしどろもどろだ。

「和泉さんから、俊希さんが私にひと目ぼれしたって聞いたの。それがうれしすぎて、恥ずかしいとか照れくさいとか、どうでもよくなっちゃったの」

「なっちゃったのって、え、おい、珠美？」

　私は、混乱している俊希さんにかまうことなく抱きついた。俊希さんの膝の上に横抱きにされるように座れば、俊希さんの手が反射的に私の体に回された。

　鼓動は大きく跳ねるけど、それを無視してさらに体を密着させる。

　勢いだけでここまで頑張ったものの、実は恥ずかしすぎて体が熱くてたまらない。俊希さんの顔を見るのも、真っ赤に違いない自分の顔を見られるのも嫌で、俊希さんの胸に顔を押しつけた。

　……ここまでの私のセリフや動きに間違いはないはずだ。

〝俊希さんを素直にさせる大作戦〟は、ただいま順調に遂行中だ。

　あのふたりがお酒に酔った勢いで計画したこのミッション。俊希さんに愛していると言ってもらえれば完了だけど、なかなか手ごわそうだ。

　だけど、俊希さんに素直になってもらうにはまず自分が素直にならないとダメだと真奈さんに言われたことは、そのとおりだと納得できた。

　そして、『まず敬語をやめて自分の想いを勢いよく口にする』という難しすぎる課題にチャレンジしている。私が俊希さんを愛していると素直に伝えれば、同じ想いを返してもらえると信じて。

　俊希さんの胸に顔を埋めたまま、気持ちが落ち着くように深呼吸する。

「珠美」

　頭上から聞こえる俊希さんの声も聞こえない振りで、さらに顔をぐっと押しつけた。

　すると、俊希さんは私の体を無理やり引き離し、顔を近づけた。

　目の前にある俊希さんの顔に思わず見とれながらも『恥ずかしくない恥ずかしくない』と心の中で唱え、跳ねる鼓動が早く落ち着くようにと願う。

「ひと目ぼれしたのは、珠美を助けたあの時じゃない」

　私の強引な態度に気圧されたのか、それとも諦めたのか、俊希さんが「仕方がないな」とぽつりとつぶやいて話し始めた。

「え、だったら、いつ？」

　とっさに考えても、思いつかない。

「珠美が入社する直前だ。経済誌で、【社長の家族写真】っていう特集があったのを覚えてるか？」

「家族写真……あ、私だけ後ろ姿で載せてもらったあれかな」

「そう。アイボリーのスーツを着て、ひとりだけカメラに背を向けていたあの写真を撮っている時、ひと目ぼれしたんだ」

　そう言って、俊希さんは照れたように笑った。

　生まれて初めて私の姿が雑誌に載ることになったものの、小笹食品とはまったく関係のない企業への就職が決まっていた私は、顔出ししないでおこうということで、家族の中で唯一背を向けて写真に納まった。

　小笹家のひとり娘はどんな顔をしているのかと多少の話題にはなったけれど、それ以上に絵美さんと涼音さんの美しさが大きな評判となり、独占欲に満ちた兄さんたちは、嫉妬に似た複雑な感想を口にしていた。

「でも、あの写真に私の顔は写ってないのに、どうしてひと目ぼれ……？」

　横顔すら掲載されることなく、名前も公表しなかったのに。

　訳がわからずにいる私に、俊希さんはくすりと笑った。

「写真を見て珠美を好きになったんじゃない。写真を撮っている小笹家をスタジオの隅から見ていて、好きになったんだ」

「え、あの時、俊希さんもいたの？」

「そう。小笹家の前に神田家の撮影は終わっていたんだ。帰る前にスタッフの人に挨拶しようと思って戻ったら、ちょうど珠美たちが撮影していてさ」

「本当？　そんなに近くにいたの？」

　父さんたちの仕事の都合で深夜の撮影となったあの日、俊希さんと私はニアミスしていたんだ……。

「珠美ひとりがカメラに背を向けていたんだけどさ、家族みんなで仲よく話しながら撮影を楽しんでいるのを見て、というより珠美があまりにもキレイで、目が離せなかった。雑誌に顔を載せないって聞いて、俺以外の男が珠美の顔を見ないことに安心したし。……なんでだろうな、一瞬で好きになったんだよな」

　当時のことを思い出しているのか、目の前にある俊希さんの顔がふっと緩んだ。

「あの時隠したこのキレイな顔と、家族を大切にしている珠美の優しさ。それがきっかけだけど、駅で俺の腕の中で震えながらもそれを隠そうとする強さ、仕事に真摯に向き合う態度。そして、俺を見つめる甘い視線。これだけ揃えば俺が珠美を好きになるのは当然だろ」

「そ、そんなことを簡単に言われても、あの、どうすれば……」

　俊希さんの口から次々と出てくる言葉に、私は思わず口ごもった。あまりにもうれしくて照れくさくて、どう反応すればいいのか困る。

　すると、頬にあった俊希さんの手が背中に移り、抱き寄せられた。

「俺の気持ちはしっかりと伝えたから、次は珠美だ。俺が駅で助けた時に好きになったことは聞いたけど、さっき『和泉さん』って言ってたよな？　それはどういうことなんだ？」

　俊希さんは低い声でそう言って、にやりと笑った。

「実は――」

　私は、今日純平さんのお店で和泉さんに聞いたことを俊希さんに話した。

　神田商事と小笹食品両社の幹事証券会社である美音証券の部長の和泉さんは、両社の社長と懇意にしている。その付き合いは長く、仕事だけでなくプライベートの話ができるほど親しい間柄だ。

　そんなある日、俊希さんのお父さんは一向に結婚する気配のない俊希さんを心配し、いい縁はないかと和泉さんに相談した。そして、私の存在を思い出した和泉さんは、俊希さんに相談したあと、父さんに俊希さんとのお見合いの話を持ちかけた。

　これがすべての始まりだ。

　親しい間柄である和泉さんからの申し出を、父さんはできることなら受け入れたいと思ったらしいけれど、相手はあまりにも大きな企業の次期社長だ。二の足を踏み、結局はお断りした。

　それを聞いた俊希さんは、自分からあっさりと離れた真奈さんへの複雑な想いを抱えながらも、写真撮影の時以来私を気にかけていたことも手伝い、和泉さんに『どうしても見合いをセッティングしてほしい』と頼んだそうだ。

　俊希さんの積極的な様子を喜んだご両親は、私をぜひとも息子の嫁にしようと決めた。そして、何度も父さんのもとに足を運んでお見合いを実現させた。

「で、そのことを純平の店で和泉さんから聞いたんだな？」

　私の話にじっと耳を傾けていた俊希さんは、これまで抱えていたなにかを吹っ切るように言うと、「だけど和泉さん、バラしすぎだろ……」と独りごちた。

「あ、それに、私が政略結婚させられることを利用して、お見合いを強引に進めたってことも、聞いた」

「まあ、そうだな。偶然にも珠美と同じ会社で働いてるし、自分から動くことも考えたけど、政略結婚を前面に出して強引にいくほうが確実だし手っ取り早いって思ったからな」

「手っ取り早いって、そういうことだったんだ……。だけど、そんなの関係ないのに」

　俊希さんにひと目ぼれして、遅い初恋に悩み続けた二年間。いずれは父さんと母さんのために政略結婚をしなければならないと思って諦めていた。それなのに、俊希さんはそれを利用して私との縁をつなごうと画策していたなんて……。

「お見合いなんてしなくても、ひと言好きだって言ってくれれば……ううん、私が好きって言えばよかった」

　俊希さんの胸に顔を押しつけて、目の奥から溢れる熱いものを我慢する。

　今日、純平さんのお店で偶然和泉さんと顔を合わせ、私の結婚を本当に喜んでいると聞かされた。

　私がまだ中学生だった頃からずっと、私の成長を見守り、そろそろ結婚の話が出てもおかしくないと楽しみにしていた矢先、俊希さんから私への想いを知らされたと、笑いながら話してくれた。

　俊希さんは、私の俊希さんへの想いになんとなく気づいていたらしいけど、スムーズに結婚の話を進めるためには、私本人の気持ちよりも、まずは父さんから結婚の許可をもらうほうが先決だと判断したのはあっぱれだ。

　だけど、せめて同居を始めた時にはそのことを教えてほしかった。私を好きだから、結婚しようと言ってほしかった。

「ごめん。俺の弱さとずるさのせいだな。真奈との別れを引きずっていたんだ。ただ好きだと言って結婚しようとしても、神田商事という大きすぎる看板が邪魔して珠美を手に入れられないかもしれないって考えて、言えなかった。それなら、お互いの会社のための政略結婚として強引に進めて、珠美を手に入れようって考えたんだ」

　そのことを反省しているのか、気落ちしているような低い声。こんなに弱っている俊希さんを初めて見る。

　実は、今聞いたことは、和泉さんからすでに教えてもらっていた。

『俊希くんは、どんなことをしてでも珠美ちゃんと結婚したかったんだよ。一緒に仕事をしている間にその想いは強くなったって言っていたし、結婚してから恋愛するつもりだから、早く結婚したいってごねてたよ』

　その話を聞かされた時、私は驚きすぎて頷くことも文句を言うこともできなかった。

「俊希さん……バカ。だけど、好き」

　私は俊希さんの背中に手を回し、抱きしめた。

　すると、俊希さんが気持ちを整えるように大きな息を吐いた。

「珠美、俺は近い将来、神田商事の社長に就任して、大きな責任を背負うことになる。珠美が苦労することは多いだろうし、寂しい想いもさせるけど、幸せにする。政略結婚だけど、愛してるから、俺の奥さんになってくれないか？」

　いつもの強気な声でも、過去の恋愛の悲しみに揺れている声でもない。私を大切にしているとわかる愛情に満ちた優しい声。

　そして、愛していると、奥さんになってほしいと、初めて言ってくれた。

　そのことだけで、これからのふたりの日々を明るいものにできるような気がする。

　もちろん私の答えは決まっている。

　私は俊希さんの胸から体を起こし、姿勢を正した。

「私も、政略結婚だけど愛してるから、奥さんにしてください」

　人生最初で最後の言葉。

　言い終えたタイミングで俊希さんの胸に再び戻される。

　私たちは、ただの政略結婚ではなく、相思相愛の政略結婚。

　そのことを実感して、まぶたの奥が熱くなるのをこらえた。




　翌朝、私はいつものように俊希さんの腕の中で目が覚めた。

「あ……いつもと同じじゃない」

　夕べ、俊希さんと私は服を脱ぎ去り、初めてお互いの肌と肌を重ねて眠った。

　ひとつのベッドで眠るようになってから十日が過ぎ、ようやく私は俊希さんに抱かれたのだ。

　生まれて初めての経験は、想像していた以上に恥ずかしかった。思い出しても顔を覆いたくなるような声を上げ、俊希さんにしがみつき、うれし涙をこぼした。

　もぞもぞと体を動かせば、生まれて初めて自分以外の人が触れるのを許した場所に痛みを感じ、体中に残る違和感に気づく。スムーズに動かせるのは足首だけかもしれない。

　でも、幸せだ。私を抱く俊希さんから滴り落ちた汗や、普段見ることのない苦しげに目を閉じた表情を思い出せば、もっとじっくり見たかったな……と心は騒ぎ出す。

　これまでなんの経験もなかった私が、いきなりそんなことを思うなんて信じられないけれど、愛する人に抱かれた喜びが、私を素直にさせるのかもしれない。

「ん……珠美？」

　その時、目の前にある俊希さんの目がゆっくりと開いた。

「あ、ごめんなさい。起こしましたね」

　私がもぞもぞしていたせいで、俊希さんを起こしてしまったようだ。

「おはよう……」

　俊希さんは、寝起きでも整っている顔で私を見つめ、にっこりと笑った。

「体、大丈夫か？」

　手の平で私の頬を撫でながら、俊希さんが唇を寄せた。

　かすめるだけのキスを交わしたあと、私は小さく頷いた。

　見つめ合った途端、抱かれていた時の恥ずかしさがよみがえり、私は顔を隠すように俊希さんの胸にしがみつく。

「……朝から煽るなよ」

　頭上に聞こえる俊希さんの声に、「そんなことしてません」と答えながら、さらにぎゅっとしがみつく。

　すると、俊希さんは私の言葉に応えるように私の頭を抱いてくれた。

　肌と肌を合わせて互いの体温を分け合うことがこんなに幸せなことだなんて、知らなかった。とくとくと規則正しく響く俊希さんの鼓動を聞けば、今まで感じたことがないほどの喜びが満ちてくる。

「珠美？　大丈夫か？」

　私の頭を撫でる俊希さんの声が聞こえた。幸せすぎておかしなことになっているはずの顔を見られたくなくて、俊希さんの胸に向かってこくこく頷く。

　俊希さんの胸からくくっと笑ったに違いない音が響いてきて、私もつられて笑ってしまう。ふたりでこんな些さ細さいなことで笑えるなんて、本当にいい朝だ。

　目を閉じて、そんなのんきなことを考えていると、俊希さんの手が私の背中をぽんぽんと叩いた。

　どうしたんだろうと顔をのそのそ上げると、俊希さんが私の顔を覗き込んできた。

「……今日、仕事だよな？」

　それを残念に思っているとひと目でわかる悔しそうな目と声に、私はあっという間に現実に戻される。

「……水曜日、ですね。もちろん、仕事です」

　慌ててベッドサイドに置かれている時計を見れば、午前六時を少し過ぎていた。

「そろそろ起きて準備をしないといけませんね……」

　そう言って、俊希さんの腕から抜け出して起き上がろうとしたけれど、俊希さんは私を抱きしめ離してくれない。

「俊希さん、あの、遅刻しちゃいます。朝ご飯の支度もしなくちゃ……」

「わかってる。だけど、もう少しだけ、このまま」

　もがく私をその腕の中におさめ、俊希さんはささやいた。

　これまで聞いたことのない色気のある艶っぽい声に、体が震えた。

　その途端、私はもがくのをやめ、おとなしく寄り添う。こうして俊希さんの腕の中にすっぽりと包まれていると、愛されていると実感できるから不思議だ。

「もう少しと言わず、一日中でもこうしていたい」

　俊希さんの腕の中があまりに心地よくて、思わず本音が口をついて出た。

「そうだな、このままこうしていたいよな」

　そう言いながらも、俊希さんも今日は仕事を休めないとわかっているはずだ。

　今日は、株主総会。葉月常務の準備も手伝うとなれば、早めに出社しなければならない。

「俊希さん、そろそろ起きましょうか……」

「とっくに夜が明けてるんだな」

「え？」

　俊希さんのゆったりとした声に視線を上げれば、ベランダに面した窓のカーテンのすき間から、朝の光がいくつもの筋となって差し込んでいた。

「今日も天気はよさそうですね」

「そうだな。……カーテンが日差しに映えてキレイだ」

「カーテン……？」

　揺れる朝の光を見ながら、俊希さんは感慨深げにつぶやいた。

　俊希さんの部屋にかけているカーテンは、同居を始めてすぐに買ったカーテンだ。厚みのあるアイボリーのカーテンは、俊希さんも私も気に入っている。

　そのカーテンを、俊希さんは目を細めて見つめている。

「俊希さん？」

　あまりにもカーテンを凝視している俊希さんに声をかければ、ちらりと私を見て、すぐさま視線をカーテンに戻した。

　どういうことだろうと不思議に思い、私は俊希さんの腕の中からはい出した。

　ベッドの上で俊希さんと並び、俊希さんが見ている先に私も視線を向ける。

「カーテン……ですよね？　それがどうかしたんですか？」

　特に興味をひく模様があるわけでもなく、じっと見ていても面白くもないはずなのに。

　すると、俊希さんがゆっくりと口を開いた。

「俺が珠美にひと目ぼれしたあの日。雑誌に載せる家族写真の撮影の日だ。アイボリーのワンピースが、珠美によく似合っていた」

「アイボリー……？　あ、そうでしたね。涼音さんが用意してくれたワンピースだったんです。彼女が考えた設定は、〝清楚なご令嬢の反抗期〟でした」

　当時のことを思い出し、思わず笑ってしまった。

「反抗期？」

　意味がわからないとでも言うように、俊希さんがつぶやく。当然だ。

「涼音さんいわく、アイボリーのワンピースは清楚な女性の象徴だけど、それを無理やり着せられたお嬢様が反抗し、背を向けて家族写真を撮るという設定だったんです」

　あの日、夜中の撮影だったこともあり、家族も撮影スタッフのみなさんも妙なハイテンションの中で撮影をしていた。

「そうか、たしかに顔出しＮＧだったな」

「そうなんです。だから、私ひとり背を向けて写真を撮っていて……あの、それがカーテンと関係があるんですか？」

　カーテンの話から、気づけばワンピースの話に変わっていた。それはどういうことなのだろうか。

「ん？　俺にとってアイボリーのワンピースは反抗期の象徴ではなくて、惚れた女を思い出す象徴だよ。珠美の名前の由来の真珠を連想する色でもあるし。だから、カーテンもアイボリーにしたんだ」

　俊希さんはカーテンから視線を戻し、私の耳元に、くすぐったいくらいに甘い言葉を落とした。

「あのアイボリーのカーテンを見ると、俺が珠美を好きになった日を思い出すんだ」

　俊希さんに愛されたばかりの体はその言葉にすぐに反応し、全身がしびれた。

　……そういえば、アイボリーのカーテンを選んだのは俊希さんだった。自分ひとりでさっさと決めていたけど、そっか、アイボリーにはそんな思い入れがあったのか。

　なんだか幸せすぎて、泣きそうだ。

　俊希さんの隣で熱いものが込み上がるのをぐっと我慢していると、そんな私に気づいているはずの俊希さんがさらに甘い言葉を続けた。

「ウェディングドレスもアイボリーがいいけど、やっぱりそこは、定番の純白の花嫁さんがいいかな」

「ウェディング……」

「そう。一生に一度の盛大な親孝行ともいえるし、会社のためだっていうのも間違いないけどさ、俺は結婚式を楽しみにしてるんだ」

　そう言った俊希さんの声は、かなり弾んでいる。本当に結婚式を楽しみにしているのだろう。

　初めて聞く俊希さんの想いに触れ、私の心も弾んだ。

「珠美が俺のためにキレイなドレスや着物を着るだけでもうれしいのに、珠美は俺の嫁さんだと思う存分見せびらかすことができる記念の日だからな。楽しみで仕方がない」

「俊希さん……」

　まさか俊希さんがそこまで結婚式を楽しみにしているとは思わなかった。

　準備は当初の予想どおり、ふたりの母親が順調に、そして少々強引に進めているようで、俊希さんは特に口を出すこともなく丸投げ状態。私も衣装さえ自分たちで選ばせてもらえれば、あとは母さんふたりにお願いしてもかまわない。

　だから、結婚式や披露宴を重要なものだと思っていても、熱意を込めて準備に取り組んでいるわけでもなかった。

　だけど俊希さんから楽しみにしている理由を聞けば、私もその日が待ち遠しくなる。

「私も……俊希さんは私の大切な旦那様だって、誰にでも言っちゃいそうです」

「ああ、いつでも誰にでも存分に言ってくれ。俺は珠美のものだ。これからずっとな」

　すっと近づいた俊希さんの唇が、私の唇に落とされた。

　突然感じる熱にはっと息を詰めれば、たちまちキスは深いものに変わっていく。俊希さんの舌が私のそれと絡み合い、体が溶けそうになるほど気持ちいい。

「私も、俊希さんのものです、これからもずっと」

　重なる俊希さんの唇にそう言って、幸せをかみしめた。




　桜の開花を告げる朝のニュースに心和んだ日曜日。私は俊希さんの花嫁として、多くの人たちから祝福を受けている。

　午前中、ホテル内にある神殿での式を終えたあと、いよいよ披露宴は始まった。

　白しろ無む垢く姿すがたでゲストを迎え、そして色打掛での入場。大勢の人が見守る中、金きん屏びょう風ぶを目指して広い会場を歩くのは大変だった。

　国内屈指の高級ホテルでの結婚披露宴は、招待客が約四百人。その中には、政財界の重鎮や国内外に名前を知られた音楽家、スポーツ界では神様と言われる有名選手も含まれる。

　大企業同士の結婚とはこういうことかと、花嫁衣裳の重みを実感した。

　披露宴が始まり、乾杯や祝辞などが続いたあと、俊希さんと私は会場を退席し、お色直しを済ませた。。

「やっぱりその色にしてよかった。珠美に似合ってる」

「そうですか？　俊希さんの希望どおりの純白の花嫁さん。キレイなドレスで満足です」

　俊希さんと一緒に選んだオフショルダーのウェディングドレスはレースの襟がついていて、俊希さんの望みどおり、露出は控えめだ。ふわりと裾が広がっていて、ハイヒールをはいている足がまったく見えない。だから、背筋を正してキレイに歩きたいのに、それはなかなか難しい。

「さっきもつまずいてたけど、大丈夫か？」

　控室から会場に向かいながら、俊希さんが心配そうな顔を向けた。ぎこちなく歩く私を、かなり心配しているようだ。

「大丈夫。会場を歩く時には俊希さんと腕を組むから平気。でも、もしもつまずいたら……どうしよう。ウェディングドレスで転んだら恥ずかしい……」

「ゆっくり歩くから大丈夫だ。俺にしがみついてろ」

　緊張している私の背中に手を当てて、俊希さんは優しく言ってくれた。グレーのタキシードが似合っていて、思わず見とれてしまう。

「さっきの色打掛も、よく似合ってた」

　会場の前に着いた時、俊希さんがささやいた。

「俺の嫁さん、キレイだろうって、会場にいる全員に言って回りたいくらいだ」

「そんなこと……。俊希さんのほうこそ格好よすぎて、みんなに自慢したくて仕方がないです」

「みんなじゃなくて、珠美がそう思ってくれればそれでいい」

「わ、私もです」

　会場の入口の前に並んで立ち、私たちは腕を組んで寄り添った。結婚式の魔法にかけられたかのような甘いやり取りを繰り返し、足元がふわりと浮くような夢の時間を過ごしている。

「扉が開いたあと、おふたり並んで入場してください。そして一礼したあとゆっくりと歩いてくださいね。リハーサルどおりに楽しんでくだされば、大丈夫です」

　私たちの担当として結婚式と披露宴の準備を熱心に進めてくれた青山さんが、最終確認をしている。

　緊張感が拭えない私を気遣い、絶えず優しい言葉をかけてくれる青山さん。この結婚式は彼女にとっても今までで一番盛大なものらしく、『担当させていただけてうれしかったです』と言ってくれた。

　青山さんは現在妊娠五カ月で、もうしばらくすると産休に入るらしい。旦那様が働く住宅会社で建てた新居への引っ越しも控え、幸せそうだ。

「では、まもなくご入場です」

　青山さんの声に、私は背筋を伸ばす。隣に立つ俊希さんと腕を組み、深呼吸を一度。どうやら、楽しもうと思う気持ちと同じくらい、緊張しているようだ。

　すると、俊希さんが私の耳元に唇を寄せ、甘い声でささやいた。

「もしも転んだら、あの日のように〝お姫様抱っこ〟で金屏風まで連れていってやるから安心しろ」

　あの日……きっと駅で助けてもらった日のことだ。

　俊希さんは私に向かってにやりと笑うと、再び私の耳元にささやいた。

「こんなにキレイな花嫁を手に入れられるなら、政略結婚も悪くないな」

　そして、熱のこもった目で私を見つめ、言葉だけでなく、視線でも『愛してる』と伝えてくれた。

「ご入場です」

　青山さんの声とともに、目の前の扉が開いた。

　その瞬間、盛大な拍手とまばゆい光が私たちを包み込む。

　俊希さんと視線を合わせ、その光の先へと歩みを進めれば、待っているのは幸せな未来。

　そう、政略結婚も悪くない。

　愛し、愛されているのだから。








【完】












あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

『政略結婚ですが愛されています』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　タイトル通り、子どもの頃から政略結婚を望まれてきた珠美と、大企業の後継者としての運命を強いられてきた俊希が、両想いの政略結婚を迎えるまでのお話です。

　政略結婚というテーマを掲げたあと、さあ、どうすれば惣領莉沙の世界と合致させることができるかなと悩みましたが、こんな感じになりました。

　両想いと言えば簡単ですが、俊希と珠美のふたりが、たとえ政略結婚でも自分の人生をよりよいものにしようと努力を重ねた末にたどり着いた幸せです。やっぱり、真面目に前向きに過ごしていくことが、幸せへの近道だなと思います。

　私自身も、これからも地道にこつこつ真摯に、活動を続けていこうと思っています。

　慌ただしく、決して楽しいことばかりではない毎日の気分転換にお役立ていただければと思います。

　さて、今回は初めての全編書き下ろしです。このありがたい機会をいただき、誰よりも喜んでくださったのは、いつも背中を押してくださった前担当の森上さんでした。ですが、書籍化決定と同時に新しい担当の増子さんとご縁があり、編集作業を支えていただきました。編集協力のヨダ様にもかなり助けていただき、感謝ばかりです。

　そして、前作に続いてカバーイラストを描いてくださった八千代ハル様。今回も思わず見入ってしまう素敵なふたりを描いてくださりありがとうございました。本編終了後のふたりを、読者様と一緒ににんまりと想像したくなります。

　今作とかすかなつながりのある作品をはじめ、ベリーズカフェでいくつかの作品を公開していますので、よろしければ、そちらもお楽しみくださいませ。




　最後になりますが、携わってくださった皆様、そして、なにより読者様、これからもよろしくお願いいたします。このご縁が末長く続きますよう、いっそう精進いたします。





惣そう領りょう莉り沙さ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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